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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　星せい城じよう物ぶつ産さん営業企き画かく部ぶ二課は、社内に幾いくつかある花形部署の一つである。

　菅すが原わら和かず馬まは入社間もなくその部署に配属されて、今年で三年目になるが、少しずつ任される仕事も増え、社会人として充じゆう実じつした日々を送っていた。

　だが、プライベートとなると少し話は別になる。

　入力し終えた文章に目を通し、内容を確かく認にんしてから和馬は一つ小さく息を吐はき、視線をパソコンのディスプレイから離はなして前を見る。

　そこには上司である課長の島しま津づ智ち里さとの姿があった。

　上司と言っても、和馬よりも二つ上の二十七歳と若く、そして、有能な人物だ。課長昇しよう進しんが他ほかにいた年長の候補を押しのけてのものだったことも、それを裏付けている。

　けれど本人はそんなことを鼻にかけるそぶりもなく、ただひたすらに仕事に熱心で、部下の指導も丁てい寧ねいだ。

　ついでに言えば、とても綺き麗れいな人、だ。

　男性の外見に対して使うことの少ない形容詞ではあるが、それでもその言葉が一番しっくりくるくらい、智里の容姿は整っている。

　その智里に、和馬は恋こいをしていた。

　そして、鮮あざやかに玉ぎよく砕さいした。

　──でも、嫌きらいにとかはなれないんだよな……。

　恋れん愛あい感情云うん々ぬんを抜ぬきにして、彼の仕事に対する姿勢だけを取ってみても憧あこがれるには充じゆう分ぶんな存在だ。

　よって、今の和馬の中にあるのは通常の失しつ恋れんによる膿うみを持つような痛みではなく、どこか晴れやかな胸の痛みだった。

「菅原、どうかしたのか？」

　じっと見ている視線に気づいたのか、資料に目を通していた智里が顔を上げる。

「いえ。プロジェクト案の見直しをしていたんですが、疲つかれたんで目の保養をと思って課長を見てました」

　こんなふうに冗じよう談だんめかして言える程度には復活もしている。

「まったく……、そんなお世辞を言っても何も出ないぞ」

　苦く笑しようして言う智里の言葉に続けて、

「どうせお世辞を言うなら経けい企き部の七なな瀬せに言った方がいいんじゃないっすか？」

　通路を挟はさんで隣となりの席で仕事をしていた竹たけ本もとが笑いながら言う。

　──七瀬。

　竹本が出した名前に和馬の胸がズキリと痛む。

「七瀬サマは世辞でなんとかなるような男じゃないだろ」

　同じように笑って和馬は返したが、胸の痛みはまだ続いていた。

　七瀬慎しん也やは数カ月前に経営企画部が発ほつ足そくした際に、支社からヘッドハンティングされてきた社員で──智里の恋人だ。

　和馬が智里への恋心を告げようかどうかと悩なやんでいる間に、支社からやってきた七瀬に奪うばわれた、という形だ。

　──グズグズしてた俺が悪い。

　いくらでもチャンスはあったのに、それまでの穏おだやかな先せん輩ぱいと後こう輩はいという関係を壊こわしたくなくて告白ができなかったのだから、仕方がない。

　二人の関係がまだ定まりきっていなかった頃ころ、後あと釜がまに入ろうと立候補して、断られたのも事実だし、いわば完敗だ。

「しかし、未いまだに容よう赦しやねぇもんな、経企部の不可祭り、絶賛開かい催さい中ちゆうで」

　ため息をつく竹本に、

「手心を加えてもらって企画が通っても仕方がないだろ？　ね、課長」

　和馬は笑いながら、智里に同意を求めるように視線を向ける。

　七瀬の名前が出た時に、恐おそらくは和馬の心の内を慮おもんぱかって、僅わずかに顔を曇くもらせた智里は和馬が気にしている様子を見せずに言ったことで、どこかほっとしたような表情を見せた。

「そういうことだ、励はげめ、励め」

　その智里の言葉に、竹本は「了りよう解かいしましたー」と敬礼付きで返し、部署内は再び静かな仕事モードに戻もどる。

　──大だい丈じよう夫ぶ、こんな風にすぐにいつもの空気に戻れる。

　立ち直りと傷心が交こう互ごにやってくる複雑な状じよう況きようの中、和馬は胸の内で呟つぶやいて、プロジェクト案の続きを作成し始めた。

　とはいえ、失恋の傷が癒いえたわけではなく、一週間、自分を振ふった相手を目の前に仕事をするのはそれなりに積もるものがある。

　智里が七瀬と打ち合わせをしているところなどに遭そう遇ぐうした日には、それだけで一日分のヒットポイントを削そがれたような気持ちになるのだ。

「菅原先輩、すみません、資料作成のことなんですけれど」

　作業に戻って少しした頃、和馬にそう声をかけて来たのは、今年入社してきた原はら沢さわという後輩だ。

　今年の新入社員は和馬たちの期生が教育係を担当することになり、原沢は和馬が面めん倒どうを見ているうちの一人だ。

「どうした？」

「グラフを幾つか使うんですが、付表として最後にまとめていろいろなグラフを載のせた方がいいのか、そのたびごとに引用したほうがいいのか、判断に困ってて」

　その言葉に、和馬は内心ため息をつく。

　正直にいえば、それは配属間もない頃に出るのが普ふ通つうの質問で、他に受け持っていた新入社員はすでに通り過ぎた道だし、最初の頃に全体向けに説明をしていた。半年以上が過ぎた今いま頃ごろに聞かれると微び妙みような気持ちになる。

「そうだな、発表する状況にもよるが、一度に二つまでなら文章内のほうが、ページをまたがなくていい分見やすいだろうと思う。ただ、数が多かったり、後でたびたび資料としてグラフだけを見るなら、一覧にした方がいいだろうし、そこは原沢がどういうスタンスでそのグラフを使いたいかどうかによるな」

「スタンス……」

「何に使う資料だ？」

　和馬はそう言って立ち上がり、原沢を促うながして彼の席へと向かう。

　そこで十分ほど細かなことまで伝えて、問題がないのを見届けてから、自分の席へと戻った。

「相変わらず面倒見がいいね、おまえは」

　隣の席の相あい川かわという一年先輩が和馬にそっと声をかける。

「そうですか？」

「俺ならキレてる自信ある」

「それは電光石火な相川先輩の通常モードですよね」

　短気で有名な相川のことを揶や揄ゆすると、相川は笑った。

「まあ、相川はその分物覚えも早かったから」

　そう返してくるのは前の席の智里だ。

「俺の短気は別としても、菅原の面倒見がいいのはガチっすよね？　なんでもソツなくこなすしさ」

　相川の言葉に智里も頷うなずく。

「あー、多分、家に帰って甥おいっ子の面倒みてるからでしょうね。もうすぐ四歳児の意味不明な理論に付き合ってたら、気も長くなります」

「うわ、俺にとったら修しゆ行ぎようみたいな日々だな、そりゃ」

「その倍、可愛かわいいですよ。来月誕生日なんで、今からプレゼント何にするか迷ってます」

　和馬のその言葉に、相川は突とつ然ぜん声こわ色いろを変えた。

「和馬おにーちゃん、俺も今月末たんじょーびなんだけどなー」

　子供の声を真似まねたつもりらしかったが、どう聞いてもオカマだった。

「先輩すみません、物もの凄すごく気持ち悪いです」

　言った和馬の言葉に智里が両手で顔を覆おおう。肩かたが震ふるえているので笑いを堪こらえているらしい。

「課長、アウトー」

　竹本が年末に放送される番組のアナウンスを真似たせいで、至るところで噴ふきだす声が聞こえ、部署内ではしばらくの間、オカマ声で話すのが流行はやったのだった。







　その週の日曜、和馬は予定通り、甥っ子である亮りよう一いちの誕生日プレゼントを物色するためにデパートに来ていた。

　売り場を回っていくつか候補を上げ、家に帰ってから両親と、甥っ子の父母である兄と兄あに嫁よめと相談の上、誰だれが何をプレゼントするかを決めるのが、菅原家のルールだ。

　それというのも、以前、プレゼントが被かぶったことがあり、その際はブロックということで数が増えても問題はなかったのだが、同じことが起きてはまずい、ということで相談し合うことになっていた。

　無論、兄夫ふう婦ふから「今、これを欲しがっているから」とリクエストが来ることもあるのだが、今回はこれといってないらしい。

　よって「今回私たちはこれを買うから、それ以外の物でよろしくね」と、兄嫁からリクエストがきて、選せん択たくの自由度は上がったのだが、実はその方がかえって困ったりもする。

　何しろ、おもちゃの数が豊富なのだ。

　なんでもいいと言われても、やはり自分の贈おくったものを喜んで欲しいと思うし、残る物なら長く遊んで欲しいとも思う。

　考えて売り場を回るうちに、人が多いのもあって疲つかれてきた和馬は休きゆう憩けい用に設けられているスペースのベンチに腰こしを下ろした。

　子供用品の階なので、周囲は子連れが多い。

　親におねだりをしたり、目当ての物を買ってもらえなくて駄だ々だをこねたりしている様子を見ながら、自分がこういう親の側に回ることは多分ないんだろうな、と思った。

　和馬は、恋れん愛あいをする際相手の性別にはこだわらない。

　こだわらないのだが、これまでに好きになった割合は男の方が多い。

　だから多分、いわゆる通常の形の結けつ婚こんはしないだろうなと思う。

　──まあ、兄ちゃんが結婚してるし、子供もいるからうちの家が絶えるって心配はないけどさ……。

　最近は生しよう涯がい独身という生き方も珍めずらしくなくなってきているから、のらりくらりと躱かわせるだろう。

　もちろん、義務として結婚しろと言われればできなくはないとは思うのだが、それは多分、自分にしても相手にしても幸せではないだろう。

　──世間的に認められなくても、好きな人と一いつ緒しよにいたいし……。

　好きな人、と思った瞬しゆん間かん、頭に浮うかんだのはやはり智里の顔だった。

　そんな自分を女め々めしい、と思った瞬間、和馬の目の前をちょっとあり得ないものが横切って行った。

　下半身が丸まる裸はだかの、二歳と少しくらいの男児が走って行ったのだ。

「ちょ…、ちょっと待って」

　和馬は咄とつ嗟さにその子供を追いかけて捕とらえる。

　いきなり捕つかまった子供はきょとんとして、和馬を見上げた。

　まんまるなチャイルドブラウンの瞳ひとみが愛らしい子供は、う？　と首を傾かしげた。

　──かーわいい。

　純じゆん粋すいに可愛らしいと思いながら、和馬はしゃがみこんで子供に問う。

「えーっと、ボクのお母さんかお父さんは？」

　その時、

「すみません、その子供、うちの子です！」

　焦あせった声が聞こえ、和馬は振り返って、今度は自分が目を丸くした。

「え……先せん輩ぱい？」

「……あれ、和馬じゃん」

　そこにいたのは、高校時代に所属していたバレー部の先輩である織おり原はら尚なお紀きだった。　>>>♥

「お久しぶりです……三年振ぶりくらいっすか？」

「んー、そんなもんだっけ？　バレー部の創部五十周年とかの懇こん親しん会かなんかがあったのって」

「そうですね、俺が入社した年だから……。で、この子、先輩の子……なんですか？」

　驚おどろきつつもしっかりと捕ほ獲かくしたままの子供を見る。

　尚紀に似ているところもあるので、多分、そうなのだろうと思う。

　──いつ結婚したんだろ？　三年前にあった時は独身だったはずだし……。

　目の前の子供との年ねん齢れいが合わない気がするが、いわゆるできちゃった婚こんかもしれない、と思っていると、

「いや、うちの姉ちゃんの子。先月、姉ちゃんが死んじゃって、シングルマザーってやつだったから、俺が引き取ったの」

「……先輩が？」

　和馬は一いち抹まつの不安を覚えた。が、

「ちょっと待ってて、先にコイツにおむつさせてくる」

　いくら子供でも、下半身マッパのままっていうのはねー、と笑って尚紀はしゃがみこむと子供を抱だいて立ち上がる。

　それに伴ともなって和馬も立ち上がり、トイレに向かうのを見送ったのだが、抱きあげられた子供は高すぎる視界にギュッと尚紀にしがみついていた。

　それもそのはずで、尚紀は二メートル近い長身だ。

　その高身長から高校生時代は絶対的エースとして、チームに君臨していた。

　が、その身長は抱きあげられた時、子供にとっては恐きよう怖ふを覚える高さにも近いだろう。

「ねー、今の人見た？」

「見た、見た！　すっごい背ぇ高かったね」

　居合わせた女性たちが噂うわさするのが聞こえた。

「背も高かったけど、顔も凄すごい男前だったよ」

「うそ、見てない！　マジで？」

「マジで！　モデルか何かしてる人かなぁ」

　うきうきしたような声で話しあう。

　尚紀を見て最初に目がいくのはその身長だが、その身長がなくとも噂になるのには充じゆう分ぶんなほど、整った容姿をしている。

　その容姿のおかげで、校内だけではなく校外──県外にもファンは多くいた。それというのも、所属していたバレー部は全国大会に駒こまを進めることが多く、全国大会はテレビ中ちゆう継けいもあるからだ。

　届くファンレターの数が部内で一番多いのが尚紀だった。

　──まあ、実際格好よかったしな……。

　そんなことを思っていると、ちゃんと子供にズボンを穿はかせた尚紀が戻もどってきた。

「おまたせー」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　そんな短い会話の間も、さっきの女子たちと、女子たちの会話を聞いていた他ほかの女性たちが尚紀に視線を向け、きゃっきゃとした様子でいるのが分かる。

「そんで、どこまで話したっけ？」

「えっと、お姉さんが亡なくなって……」

　話を聞いたところまで説明しかけた時、

「なーちゃ、じゅーちゅ」

　しっかりと尚紀に抱きついていた子供が言った。

「あー、喉のど渇かわいちゃった？」

　問う尚紀に子供はうん、と頷うなずく。

「和馬、時間ある？　時間あるなら、喫きつ茶さ店てんでもいかない？」

「そうしましょう、時間なら大丈夫ですから」

　どこに行っても目立つだろうが、なんとなく先ほどの女性たちの視線の不ぶ躾しつけさに苛いら立だちを感じ始めていた和馬はそう言った。

「この階の喫茶に行きましょう。子供向けのメニューもそろってますから」

　和馬はそう言って歩きだす。

「へぇー、そうなんだ。よく知ってんねぇ」

　言いながら尚紀もついてくる。

「甥おいっ子がいるんで、たまに連れてきたりもするんですよ、それで」

　説明しながら、和馬はその階にある喫茶店に入った。

　子供用品売り場にある喫茶店なので、店内のしつらいは子供が好みそうな物になっていて、ジュースやスイーツが豊富だ。

　席につき、注文した商品が届いて一息ついてから、和馬は話の続きを促うながした。

「それで、お姉さんがお亡くなりになったってことでしたけど……」

「ああ、うん。先月ね。うちの姉ちゃん、看護師してたんだけど、勤務が終わって、預けてた保育園に雅まさ樹き……あ、こいつの名前なんだけど、迎むかえに行く途と中ちゆうで交通事故でさ。すぐに搬はん送そうされたけど、ダメだった」

「そうだったんですか……」

　こういう時に、どういう言葉をかければいいのか、分からない。

　何を言っても表面的になってしまいそうで、声をかけること自体をためらってしまうのだ。

「そんで、うちの家って親ももういないじゃん？」

「え、お父さんいらっしゃいませんでしたか？」

　尚紀の家が父子家庭だということは高校時代に聞いていた。小学生の時に母親が病気で亡くなって、それ以来、五歳年上の姉が家のことを仕切っているのだと。

「あーそっか、父ちゃん死んだの大学に入ってからだから、和馬は知んないか。死んじゃったんだよね、親おや父じも。病気だったんだけど。そんで、親父が死んだ時に、いろいろあって親しん戚せきと凄いモメて、絶ぜつ縁えん状態になったんだよね。母ちゃんの方の親戚はめちゃくちゃ遠いし、もう全然行き来もないから、姉ちゃんの時にも、どっちとも連れん絡らくしなかったし。まあ、連絡取ったとしても、雅樹を預ける気になんかなれなかったし、そんで、俺が引き取ったの」

　尚紀は基本的に温和な性格だ。

　その尚紀が、いくら絶縁状態だとしても──母方は遠方で疎そ遠えんだということもあるだろうが、比ひ較かく的てき近くにいる感じがする父方の親戚と「姉の死」という重大なことが起きても連絡を取らなかった、というのは、相当根深いものがあるのだろうと簡単に想像できた。

「とりあえず姉ちゃんのとこから、おむつとかそういうのあるだけ持ってきて使ってたんだけど、そろそろ在庫がつきるから買い足しにきたんだよね。で、見てたんだけど何がいいのかわかんなくて、そのうちこいつがもぞもぞし始めたから、便所だなーって思って、下全部脱ぬがせて交こう換かんするおむつ準備してる間に脱だつ走そうされてさぁ」

「ああ、それを俺が捕獲した、と」

「そういうこと」

　尚紀はそう言って、お子様イスに座ってオレンジジュースをストローで飲んでいる雅樹の頭をワシャワシャと撫なでる。

　尚紀の大きな手で雅樹の頭はすっぽりと包まれていて、ワイルドな叔父おじさんだな、と和馬はひそかに思う。

　もっとも、尚紀はワイルドという言葉から連想される武骨さのようなものからは、かなり離はなれた場所にいる。

　良く言えばのんびり、悪く言えばだらしないのだ。

　その尚紀が急に子供を引き取ったのだから、大変なことはいっぱいあるだろうなと思う。

　──仕事もあるだろうし……。

　それに、大変なのは、多分この雅樹という子供もそうだろう。

　この年齢で母親を亡くして、そのことで生活も激変したはずだ。

「なーちゃ、じゅーちゅ」

「おいしー？」

　雅樹の言葉に尚紀が目を細めて問うと、雅樹は満足げに笑う。

　──可愛かわいいなぁ……。

　改めてそう思うが、気になることがあった。

　さっきから雅樹はしきりに片手で腰こしのあたりを気にしているのだ。

「雅樹くん、ここ、どうかしたの？」

　和馬はそう言って、腰のあたりに触ふれながら聞いてみる。それに雅樹は首を傾かしげて、それでも手では何かを外そうとするような仕草を見せていた。

　恐おそらくうまく表現できないのだろう。

「もしかして、おむつが気持ち悪いのかな」

　和馬が呟つぶやくと、

「そうなの？」

　と尚紀が逆に和馬に聞いて来る。

「や、わかんないですけど、さっきから腰のとこずっと気にしてるから、ずれてるとかなんかあるのかもしれないです。もう一回トイレ行ってつけ直した方がいいかもしれない。雅樹くんが飲み終わったら、行きましょう」

「和馬も来てくれんの？」

　これは、来てくれという要よう請せいだなと心得た和馬は、

「逃とう亡ぼう阻そ止し要員としてついて行きますよ」

　笑いながらそう返した。

　そして、雅樹がジュースを飲み終わるのを待って再びトイレに向かい、据すえ付けられているおむつの交換用の台でおむつを確かめたのだが、

「先せん輩ぱい、このおむつサイズアウトしてますよ。それに、こんなにきつく留めなくても大丈夫です」

　和馬は見たままを指し摘てきした。

「あ、そうなの？」

「そうなの？　って……、おむつ、パッケージにサイズ書いてませんでしたか？　これ、多分一回り小さいんじゃないかと思うんですけど」

「それが、姉ちゃん、外パッケージ捨てて専用ボックスに入れてしまっちゃう人だったから、どれがどのサイズかわかんなかったんだよね。サイズ別にしてあったかもしんないけど、俺の家にもってくるときにごっちゃになっちゃったから、適当に使ってるんだけど」

　尚紀の言葉に、確かに外パッケージがなければサイズは分かりづらいな、と思う。

「じゃあ、たまたま残ってたサイズアウトの物を使っちゃったってとこですか。まあ、いいですけど、さっきのは締しめ付け過ぎですよ」

「だって、緩ゆるいと外れちゃわない？」

「シャーリングゴムで留まるから、大丈夫みたいです。先輩ならパンツタイプの方が楽かもですね」

　和馬は軽く返しながら、サイズアウトしているのは仕方がないとして、とりあえず緩めに止め直して、身み支じ度たくを整えてやる。

「雅樹くん、もう気持ち悪くない？」

　聞いてやると、こくりと頷うなずく。

「いい子だねー」

　笑って返してから、和馬は尚紀を見た。

「まだ、何も買い物してないんですよね？　おむつとか」

「うん、来たとこだし」

「手伝います、俺」

　というより、心配だ。

『おまえの頭は伸のびたパンツのゴム以下の緩さだな！』

　と、尚紀に対してしょっちゅうキレていたバレー部のキャプテンの言葉が鮮あざやか過ぎるくらいに脳のう裏りに蘇よみがえって、心配せざるを得なかった。

「いいのか？」

「どうせ暇ひまなんで」

「マジで助かる……。和馬が天使に見えてきた」

「俺が天使に見えるほど追いつめられてるってことだけは、理解しました。さあ、行きましょうか」

　和馬が笑って言うと、尚紀は雅樹を抱だきあげ、三人で乳幼児商品の売り場へと向かった。







　そして二時間後、和馬は尚紀のマンションの玄げん関かんの前にいた。

「本っ当に、片付いてないからね？」

　念押しをして尚紀は玄関ドアの鍵かぎ穴あなに鍵を突つっ込む。

「分かってますって」

　和馬が返した時、ドアが開けられた。

　買った荷物を手に、先に尚紀が入り、雅樹の手を引いて続いて中に入った和馬は目の前の光景に、胸の内でため息をついた。

　玄関から奥まで続く廊ろう下かには、いろいろな物が乱雑に積み上げられ、獣けもの道みち程度のスペースしかなかった。

　──まあ、想像した通りだけどな。

　和馬は頭の中のシミュレート結果と大して違ちがわない様子に納なつ得とくしつつ、雅樹の靴くつを脱がせてから、家に上がる。

　廊下を真っすぐに進んだそこはリビングダイニングになっていたが、やはりそこも乱雑だった。

「えーっと、とりあえず適当に座って。お茶でも淹いれるし」

　ソファーに積まれた洗せん濯たく物ものをよけ始める尚紀に、

「いえ、いいです。お茶飲むより先にちょっと片付けますから」

　和馬はそう言うと、とりあえず唯ゆい一いつ空いているソファーの一角に雅樹を座らせた。

「先輩は雅樹くんの遊び相手してて下さい」

「え、悪いよ、客にそんな……」

「いえ、手伝うつもりで来ましたから」

　買い物に付き合ううちに和馬は不安でいっぱいになった。

　部活時代、部室で真っ先に散らかるのは尚紀の荷物で、綺き麗れい好ずきなキャプテンが毎度キレるのがお約束で、それが高校卒業後に改まったとは思えなかった。

　それに、育児というのはかなり大変だ。

　亡なくなったという姉とは同居ではなかったようだし、時々遊びに行って甥おいっ子を可愛がる、という時には想像もできなかった日常の細々としたことがあるだろう。

　尚紀自身、姉を亡くした混乱と精神的なショックから抜ぬけ出せないうちに、雅樹の世話まで負うことになり、いろいろな面でいっぱいいっぱいになっていると予想できたから、とりあえずは一番簡単に予想できる乱雑になった部屋の片付けを手伝うために来たのだ。

「この部屋に俺に見られてマズいものとかあります？」

「ううん、ない」

「じゃあ、出てる物は分類して積んでおきますから、おいおい自分で整理して下さい。分かんない物があったら聞きますから」

　そう宣言して、和馬はサクサクと片付けを開始した。

　リビングには洗濯物に日用品、それらの残ざん骸がい、尚紀の荷物と雅樹のおもちゃやいわゆる育児用品、そして亡くなったという姉の葬そう儀ぎの時の領収書や手続き書などが入り混じって散乱していて、生活の混乱をまざまざと感じさせた。

「先輩、この辺りにある茶ちや封ぶう筒とうって全部仕事関係ですよね？」

　分類の途と中ちゆう、床ゆかの上に積んであった洗濯物の下から出て来た茶封筒の崩くずれた山を指差し、問う。恐らくは積んであった物が雪崩なだれを起こしたのだろう。

「うん、そう。いらない物がほとんどだとは思うんだけど、見つからない資料が紛まぎれてるかもしんないから……」

「全部、積み直してはしに寄せておきます」

「そうして、ありがとう」

　膝ひざの上に乗せた雅樹をあやしながら尚紀は返してくる。

　そうしていると親子にしか見えなくて、微笑ほほえましかった。

　和馬は散らばった茶封筒をガサガサと集め始めたのだが、封筒の一つが上下逆になっていたらしい。積み直すために揃そろえようと縦にした瞬しゆん間かん、中の書類がこぼれおちて床に散らばった。

「あ……やっちゃった」

　言って散乱した書類を集める和馬は、そのうちの一枚に手を止めた。

「あ、この広告って……」

　それは環かん境きよう問題を取りあげた広告で、全面の地球を思わせる揺ゆらめく青に、ただ一言「あなたの愛する人が住む場所」とだけ入っているシンプルなものだ。

　だがその文字は廃はい棄き物ぶつや紛ふん争そう地帯、生まれたばかりの子供や老いた夫ふう婦ふの笑え顔がおなど、世界中の様々な現在の瞬間を切り取った写真で構成されていた。

　その広告を見た人が、それぞれの立場で思いを巡めぐらせることができるとして、一昨年おととしの広告デザイン大賞を受賞していた。

　いろいろな広告作成を依い頼らいしたりすることもあるので、無意識のうちにいろんな広告を見る癖くせが部署の人間にはつく。この広告は出た途と端たんに部署内で話題になったので、和馬もよく覚えていた。

　だが、和馬が手にしているのはその広告のＡ４サイズの縮小版で、みたことのないサイズだった。

「あー、それもう終わってる仕事のだから捨てていいよ」

　和馬の手が止まったのに気づいた尚紀が、持っている広告に気づいてそう言う。

「先せん輩ぱい、もしかしてこの広告って……」

「ん？　その広告？　二年くらい前の古いやつだから」

「そうじゃなくて、先輩が作ったんですか？」

　聞いた和馬に、尚紀はあっさりうなずいた。

「そうだよ？」

　その言葉に和馬は絶句し、思い出した。

　尚紀が広告デザイン事務所で働いていることを。

　高校卒業時、尚紀には多くの実業団のバレーボールチームから誘さそいがあった。だが、それらをすべて断って尚紀は美術系の大学に進学していた。

　高校入学当時、美術部とバレー部のどちらにするか迷っていた、と話していたことがあるとおり、尚紀は絵が抜ばつ群ぐんにうまかった。学校では、音楽、美術、書道は選せん択たく授業で、尚紀は美術を選択していたのだが、授業で描かいた絵が県の美術展で賞を取ったくらいだ。

　天は二物を与あたえず、というが、二つを与えられたんだなと思った。

　その代だい償しようが「片付けられない病」かもしれないとも思ったが。

「先輩って凄すごいんですね…、これ広告デザイン大賞取ったやつでしょう？」

「あー、うん、確かそう。でも、賞もらってもトロフィーとか会社宛あてだけどね。まあ、俺がもらっても、気が付いたらどっかにいっちゃってるパターンだよね」

　そう言って尚紀は笑う。

　自じ慢まんするでもなく飄ひよう々ひようとしているその様子に和馬は、肩かたすかしをくらった気分になった。

　しかし、もともと尚紀はこういうタイプだったのを思いだし、とりあえず散らばった物を拾い集めてまとめなおした。

　大ざっぱに仕分けして物を積み直しただけだが、それでも一時間ほどでリビングは獣道しかなかった状態から、「乱雑だが不自由なく生活できる空間」に戻もどっていた。

「さすが和馬だなぁ」

　感心する尚紀の、どこか間延びした声に気が抜けそうになりつつ、

「じゃあ、次はキッチン片付けます。先輩は引き続き雅樹くんの相手をしといてください」

　戦場をキッチンへと移した。

「え、さすがにキッチンはいいよ、悪いっていうか」

「有機物に汚お染せんされてるだろうってことは想定済みです。ていうか、汚染されてるキッチンで作ったりした物を雅樹くんに出すとか、あり得ないですからね？」

　抵てい抗こう力の弱い子供の口に入る物には注意を払はらわねばならない。

　どちらかといえば押しかけた本当の目的はキッチンだったりするのだ。

　思った通り、流しには洗っていないお皿が積まれ、汚よごれが固まっているような状態だった。とはいえ、生ゴミがほとんどなかったことと、冬場だということもあって、異い臭しゆうがしないのは助かった。

　が、ここで和馬はあることに気付いた。

　透とう明めいなごみ袋ぶくろから透すけて見えるのはほとんどがインスタント食品の空箱などの類たぐいで、食事を作った形けい跡せきがほとんどない。

　よく見ればインスタント食品の空箱の中には子供の離り乳にゆう食しよく用のものも含ふくまれていた。

「先輩、雅樹くんの食事っていつも何を作ってるんですか？」

「雅樹にはインスタントの離乳食とか食べさせてるよ。あと、たまに果物とか」

　想像とほぼ変わらない答えが返ってきて、和馬は初めてため息をついた。

「予想通りの返事ありがとうございます」

　生ゴミが少ない理由も、調理をほとんどしないからだ。

　和馬はついでに冷蔵庫の中を見る。

　雅樹のおやつなのだろう、プリンやゼリーのほかには玉子とチーズくらいしかない、空きスペースが豊富な庫内だった。

　──確か、駅からここまでの間に小さいスーパーあったな……。

　雅樹にインスタント食品ばかりと聞いて、恐おそらくは仕方のないことなのだと理解はできても忍しのびなくなって、夕食の算段をしながら片付けを続ける。

「静かだと思ったら、充じゆう電でん切れてた」

　リビングから声がして見てみると、尚紀が携けい帯たい電でん話わを手にうろうろしていた。

「和馬、片付けてる時、充電コード見た？」

「発はつ掘くつした充電コードは全部一番右みぎ端はしのカラーボックスの上に置いておきました」

　ありがとー、と言って尚紀はカラーボックスへと向かって行く。

　洗せん濯たく物ものの間やら、他ほかの荷物の下からなど、出て来た充電コードは全部で五本。

　そのうち二つは違ちがう機種のもののようだが、残り三つは同じ機種のものだった。

　見つからなくなるたびに、買って来ているのは明白だ。

　──ホント、先輩変わってない……。

　部室の大おお掃そう除じの時に発掘されるのはたいてい、尚紀が行方ゆくえ不明にした私物で、本当に変わってないなと、なぜか嬉うれしく思いながら、和馬はキッチンの片付けを続行する。

　尚紀の方は充電コードを突つき刺さした途端に、立て続けに数件電話がかかってきていた。

　漏もれ聞こえてくる声から、仕事に関係したものだということだけは和馬にも分かった。

　休日に仕事の電話が何本もかかってきているということは、普ふ段だんからかなり忙いそがしいのだろう。

　──自分のことでいっぱいいっぱいなら、雅樹くんのご飯がインスタントばっかでも、ある程度は仕方ないんだろうけど……。

　それに、まだまだ生活自体が落ち着いていないのだろう。

　片付けながら、和馬はそんなことをつらつらと考えた。







「雅樹くん、お口開けてー、もう一口だけ食べようか。はい、あーん」

　片付いたリビングのガラステーブルの上に和馬が作ったオムライスとスープ、そしてウサギリンゴの添そえられたヨーグルトを並べての夕食が始まっていた。

　隣となりに座らせた雅樹に、和馬がスプーンにすくったオムライスを口元に運ぶと、あーん、と雅樹は口を開ける。

　そこにスプーンを差し込んでやるとパクリと食くらいついて、食べ始める。

「いい子だねー」

　褒ほめて頭を撫なでてやると、ご満まん悦えつ、といった表情で口をもぐもぐさせる。それがたまらなく可愛かわいかった。

「おまえ、子供の世話、完かん璧ぺきだなぁ」

　目の前で繰くり広げられる手なれた和馬の様子に、尚紀は驚おどろく。

「完璧ってほどじゃないですよ。まあ、慣れてはいますけど」

「慣れてるって、なんで？」

「俺、十歳下の弟がいるんです。そいつの世話結構見てたし、兄貴の子供が四歳なんですけど、そいつが生まれた時から手が空いてる時は世話してきたから、おむつ交こう換かんとか粉ミルク作ったりとか、そういうのは慣れてますね」

　和馬は兄だけではなく弟もいる。年の離はなれた弟が可愛くて仕方がなくて、世話の仕方を一いつ生しよう懸けん命めい覚えて、いつもそばにいた。

　にいちゃ、にいちゃ、と舌ったらずな声で懐なついてついて回っていたその弟も十五歳の生意気盛りで、最近はちょっと面めん倒どう臭くさい年とし頃ごろだ。

　その代わり、今度は甥おいっ子の亮一が懐いてくれているので、嬉しかったりはする。

「ああ、そんでデパートでもおむつのこととか、いろいろ詳くわしかったのか」

「そういうことです。雅樹くん、ご飯は？　もういい？」

　和馬は雅樹に目を戻し、甲斐かい甲斐がいしく世話をやく。

　あーん、と口を開いて催さい促そくする雅樹に笑えみながら、和馬はオムライスをもう一口運んだ。

「雅樹、今日はよく食べるなぁ。いつもはその半分も食べないのに」

「そうなんですか？」

　幾いくつか理由は思いあたったが、とりあえず後にしようと和馬はそれ以上は言わなかった。

　食事の後、和馬が後片付けをする間、尚紀に風呂ふろ場ばを掃そう除じしてもらい、綺き麗れいにしたところで湯を張って雅樹の入浴ついでに入ってもらった。

　先に出て来た雅樹を受け取り、パジャマに着き替がえさせて寝ね支じ度たくを整える。

　ソファーに座って抱だっこをしながら絵本を読んでやっていると、すぐにうとうとし始め、尚紀が風呂から出て来た頃には完全に寝入っていた。

「雅樹、寝ちゃったの？」

「ええ、疲つかれたんでしょうね、外出で。どこで寝かせてるんですか？」

　小声で問うと、案内するよ、と雅樹がいつも眠ねむっているという部屋へ案内された。

　そこは六畳じようほどの部屋で、部屋の半分には荷物が乱雑に積まれていたが、布ふ団とんの敷しかれている半分のスペースは比ひ較かく的てき綺麗だった。

　恐らく、このスペースを空けるために荷物を片方によせたのだろう。

　起こさないように細心の注意を払って布団に寝かしつけ、リビングに戻る。

「今日は和馬が居てくれて超ちよう助かったぁ。マジでありがと」

　リビングに戻ると、まず尚紀はそう礼を言った。

「いえ、大したことじゃないっていうか、正直、心配だったんで」

　和馬が返すと尚紀は苦笑いした。

「まあねー、子供の世話とかちゃんとはみたことないから、わかんないことだらけだし。育児本みたいなのも一応読んでるんだけど、書いてる通りにはね」

「まあ、書いてる通りにやってもその通りには育たないですからね。……とりあえず、先せん輩ぱいが落ち着くまでは様子見に来ます、俺。ここの最も寄より駅、通勤途と中ちゆうになるんで、途中下車すればいいだけだし」

　その言葉に尚紀は、

「いや、そこまでしてもらうのは悪いし」

　そう断ろうとしてきたのだが、

「ていうか、俺が心配なんですよ」

　和馬はそう言って、尚紀の言葉を遮さえぎり、そして続けた。

「先輩、もともと片付けとか苦手じゃないですか。そこへ雅樹くんの荷物とかが来て、まずごっちゃごちゃですよね？　あと、多分、もともと先輩家でご飯とか食べてないですよね？　外食か、家で食べても出来合いの何か買ってきたりする程度で」

「うん……」

「雅樹くんの食事も、市し販はんのレトルトで済ませてるってことでしたし……、忙しいからそれで済ませなきゃならないっていう事情は充じゆう分ぶん分かるんで、それをどうこう言うつもりはないんですけど、雅樹くんいつもはそんなに食べないって、夕食の時に先輩言ってたでしょ？　あれ、多分、レトルトの離乳食に飽あきちゃったんだと思います。品物が変わっても、ベースの味が同じっていうのに気付いちゃったっていうか……」

　尚紀は言葉もなく、ただ和馬を見ていた。

「そもそも、子育てって大変なんですよ。一人で、なんて相当無理って言っていいと思います。兄貴の子供がいるって言ったじゃないですか、俺」

「うん」

「兄貴のとこにしたって、共働きっていうのもありますけど、子供に手が回りきらないから、普段は実家で面めん倒どう見てんですよ。兄貴たちは近くのアパートに住んでるんですけど、そっちには寝に帰るだけみたいになってるくらい。だから、先輩が一人で雅樹くんを育ててくのは並なみ大たい抵ていのことじゃないと思います。こうやって、今日会ったのも、俺がちょっと子育て齧かじってるっていうのも意味があるんだろうと思うし、手伝うくらいのこと、させてください」

　和馬が言い終わっても、しばらくの間尚紀は黙だまっていたが、少ししてから口を開いた。

「もう……おまえ、本当に天使なんじゃないのか？」

「残念ながら、両親は普ふ通つうの人間ですね」

「会社でもみんな、施し設せつに預けた方がいいとか言うの。和馬だけだ、手伝うって言ってくれたの」

「まあ……先輩の片付けられなさを見れば、そう言いたくなる気持ちは分からないでもないです」

　あっさり返した和馬に尚紀は眉まゆ根ねを寄せた。

「おまえもやっぱそう思う？」

「だから、子育てって本気で大変なんですって。思う通りになんて育ってくれないし、こっちの都合も関係なしだし。追い詰つめられてつい子供に手を上げた、なんて話も珍めずらしくないでしょう？　先輩の場合、仕事も忙いそがしそうだし、自分のことでも手て一いつ杯ぱいなんだから、雅樹くんを育てるにあたっては借りれる手は全部借りて下さい、遠えん慮りよなく、ってことです」

「その最初の手に、和馬がなってくれるってこと？」

「そういうことです。先輩の腐ふ海かい形成にも免めん疫えきありますし」

　和馬が言うと尚紀は苦く笑しようした。

「まあ……それも、あったんだよねー、人に見せられる部屋じゃないっていうかさ」

「その自覚はあったんですね。で、参考までに聞きたいんですけれど、ここの間取りって、３ＬＤＫですか？」

「うん、そう」

「一人暮らしで３ＬＤＫって大きくないですか？　雅樹くんとのことがあって急きょ引っ越こしたって感じでもなさそうだし」

　一昨年おととしの仕事の書類が見つかったくらいだから、それ以前から住んでいたはずだ。

　それも一人暮らしで。

「最初はワンルームに住んでたんだけど、手て狭ぜまになって、もうちょっと広い所に移ったんだけど、やっぱり荷物が増えて来ちゃって、それでまた引っ越して、ここで四件目かなぁ。建物自体が新しくないから、家賃は前の所より安いよ」

「つまり、片付けられなくて切せつ羽ぱ詰つまるたびに引っ越して強制終しゆう了りようして、ちょっとずつ入れ物を大きくした、とそういうことでＯＫですか？」

　和馬が聞くと、あっさり、うん、と頷うなずいて返してくる。

「……雅樹くんの部屋も半分荷物で埋うまってましたけど……見てない他ほかの二つの部屋も？」

「一つは俺の寝しん室しつで、もう一つはいろいろかなぁ。姉ちゃんとこから持ってきた荷物とかもそっちに入れてるし」

　要するに、どの部屋も程度の差こそあるが、腐海が形成されていることだけは理解できる。

「許可さえ出してもらえるなら、荷物の分類だけ、しますけど？　雅樹くんの部屋の余計な荷物はよけてあげたいし」

「マジで？　助かる！」

　目を輝かがやかせた尚紀に、和馬は苦笑する。

「じゃあ、ぼちぼちやります。とりあえず、廊ろう下かを物をよけずに進めるようにするところから」

　道のりは遠いが、今より悪くなることはないだろう。

　その後、雅樹の保育園の送そう迎げい──朝は出社時に尚紀が連れて行き、帰りは会社が残業禁止のため定時で上がることの多い和馬が迎むかえに行き、そのまま尚紀が戻もどるまで雅樹の世話を見つつ片付けをする、ということで大体の流れは決まった。

「ホント、ごめんな」

　帰り際ぎわ、玄げん関かんまで見送りにきた尚紀が謝る。

「だから、いいですって。まあ、悪いと思ってるなら、使った物は元の場所へ戻してください、それだけです」

　笑って言った和馬に、尚紀は苦笑いした。
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　昼休み、昼食を早めに終えて部署に戻った和馬は携けい帯たい電でん話わで料理のレシピサイトを検けん索さくしていた。

　何のためかといえば、今日の夕食のレシピの検索だ。

　定時で会社を終えて、途中下車をして雅樹を保育園に迎えに行き、尚紀のマンションに帰って、片付けと夕食作りをする、というのが一日の大体の流れだ。

　最初の頃は段取りも悪かったが、一週間で流れは身についた。

　廊下と並行して片付けていた雅樹の部屋からは、この十日で段ボールの山が消えた。

　部屋の半分には尚紀の仕事の資料や廊下に溢あふれていた物が置かれているが、組み立てられないまま放置されていたカラーボックスとメタルラックを使って整理をし、今ではちゃんと「部屋」の体てい裁さいを保っている。

　順調に進んでいるのはいいのだが、一つ出て来た悩なやみ事がある。

　それは、夕食の献こん立だてだ。

　尚紀の口に合うものと、雅樹の口に合うものは当然ながら違ちがう。

　途中までの工程が同じで、最後の味付けなどで工く夫ふうができる料理を、と思うのだが、似たりよったりな物になるので、そこそこ難しい。

「ハンバーグ……は付け合わせを考えないとなんないし、かといってカレーは初日に作ってるからまだ出すには早いし……」

　携帯電話で料理のレシピサイトを見ながら、ああでもない、こうでもない、と考えを巡めぐらせていると、食事から戻ってきた智里が前の席に腰こしを下ろした。

「最近よく携帯電話を見てるな。面おも白しろいゲームでも見つけたのか？」

　そう聞かれ、和馬は携帯電話から目を離はなす。

「いえ、料理のレシピサイト見てるんです」

「料理？」

　智里は不思議そうな顔をした。

　ああ、やっぱり綺き麗れいな人だなと思いながらも、それ以上の感情がないことに和馬は気付いた。

　今までは仕事中にでも智里のことで切ない感情が湧わきおこったりしていたのだが、尚紀と再会してから、忙しくなったこともあるのかそういうこともほとんどなくなっていた。

「急にシングルファーザーになった知り合いがいて、その子育てを手伝うことになったんですよ。晩飯の準備とか頼たのまれてるんで、それで」

　正確にはシングルファーザーと言っていいのか疑問だが、大体のニュアンスが伝わればいいのでそう告げる。

「そんなことになってたのか。大変じゃないか？」

「んー、まあ、晩飯の献立考えるのがめんどいくらいですかね。子育て自体は、弟とか甥おいっ子とかの世話を見て来たんで、そんなに苦にはなんないですし、その子が可愛かわいいんですよ、めっちゃ懐なついてくれてて」

　尚紀と再会した日から、雅樹は人見知りすることなく和馬に接していたが、今ではすっかり懐いてくれて、関係は良好だ。

「本当に可愛いんだな、その子が。随ずい分ぶん楽しそうだ」

　智里はどこか安あん堵どしたような笑えみを浮うかべて言う。

「マジで可愛いですよ」

　そう言うと和馬は携帯電話のフォルダーから写真を探し、智里へと電話を差し出す。

「二歳半なんです。超ちよう可愛いでしょ」

　昨日、黄色のパジャマを着て、お気に入りのぞうさんのぬいぐるみを抱だっこしていたのが可愛くて、尚紀に見せてやろうと撮さつ影えいしたものだ。

「へぇ、可愛いな、本当に。女の子……か？」

「男の子なんですよ。でも、あんまり可愛いから、買い物とか行ってもよく間ま違ちがえられるんです」

　和馬は衝しよう撃げき的な出会い方をしたので、最初から男の子だと分かったが、黄色という男女どちらでも大だい丈じよう夫ぶな服を着た状態で出会っていたら、分からなかっただろうと思う。

　手放しで可愛い、と褒ほめ続ける和馬の様子に智里は笑みを深くする。

「おまえがそんなに子こ煩ぼん悩のうだと思わなかったよ」

「え、菅原先せん輩ぱいって子持ちなんですか？」

　昼食から戻ってきた同じ部署の竹本が、智里の言葉を聞きつけて、そう問う。

「俺のじゃなくて、知り合いの子供がすげぇ可愛いって話」

「えー、どんな子ですか？」

　その言葉に和馬の携けい帯たいを持っていた智里が「見せてもいいか？」と窺うかがうような視線を向け、和馬はそれに頷いた。

「この子だ」

　智里は和馬の携帯を竹本へと渡わたす。そこに映し出されている子供を見た途と端たん、竹本も声を上げた。

「うわ、マジですっげー可愛いっすね。気ぐるみとか着せたくなる」

「だろ？　超癒いやされるぞ」

　自分の子供でもないのに、雅樹のことを褒められると嬉うれしくて、つい自じ慢まんげな口調になる。

　そんな和馬に竹本が笑った。

「それで先輩最近楽しそうっつーか、どっかウキウキしてたんすね」

「え？」

「ちょっと前まで、暗かったって程ほどでもないですけど、地味に落ち込んでるみたいな空気あったんすよ。けど、そうじゃなくなったから、彼女でもできたのかと思ってました」

　落ち込んでるみたいな空気、というのは、恐おそらく智里に振ふられてからのことだというのは考えずとも分かる。

　できるだけ、顔や態度に出さないようにしていたのだが、隠かくし切れてはいなかったようだ。

「経けい企き部の不可祭りで憔しよう悴すいしてたからなぁ。何やってても企き画かくがどうやったら通るか、ばっかり考えて、気分転てん換かんもできなかったからかな。今はこの天使のおかげで超癒されてる」

　和馬はそう言って、竹本から携帯電話を受け取った。

「いいなぁ、先輩のとこにはそんな天使がいて」

「いいだろう、存分に羨うらやましがれ」

　笑って和馬が言った時、午後の始業開始のチャイムが鳴り、竹本は自分の席へと戻って行った。

　和馬は携帯電話をしまうと、さりげなく智里を見る。

　智里はすでに資料を開いていた。

　──もう、大丈夫だ……。

　多少忙いそがしくはなったが、おかげで吹ふっ切れた。

　──いい感じじゃん。

　胸の内で和馬は呟つぶやいた。
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　足の上に雅樹を乗せ、絵本を読む。

　ご飯を食べさせ、一いつ緒しよにお風呂ふろに入り、寝ね支じ度たくを整えさせた後、リビングのソファーでこうやって読み聞かせをするのが日課になっていた。

　風呂上がりでほこほことしていた体温が少し落ち着くと、雅樹は少しずつ姿勢を崩くずし、やがてぐったりと和馬に背中を預けて眠ねむりこむ。

「今日も、桃もも太た郎ろうは鬼おにが島しまに到とう達たつできませんでした、おわり」

　物語の終わりを捏ねつ造ぞうして絵本を閉じると、起こさないようにそっと抱だきあげて、雅樹の部屋へと連れて行く。

　和馬は雅樹を静かに布ふ団とんに寝ねかし、しばらくの間起きたりしないか添そい寝しながら見つめる。

　時計の針はもうすぐ九時になろうとしているが、尚紀はまだ帰ってきていない。

　帰宅は九時半を回ることがほとんどで、和馬が手伝いに来ているから遅おそくまで仕事をしているというわけではなく、ずっとそうらしい。

　雅樹の保育園は、勤務シフトがバラバラな尚紀の姉が選んだところで、夜間保育も行っている。そのため、尚紀が残業をしてから迎むかえに行っても、まだ親が来るのを待っている子供もいたらしい。むしろ、その時間から預けられる子供もいたそうだ。

　朝から晩まで保育園で、ここには眠りに戻もどるだけだった雅樹は、最初の数日、早く家に帰れること自体に興奮してはしゃいで大変だったが、今は慣れて簡単に眠ってくれる。

「おやすみ、雅樹くん」

　そう言って布団を抜ぬけ出ようとした和馬だったが、その時になって、いつの間にか雅樹が和馬のトレーナーの裾すそをしっかりと握にぎっていることに気付いた。

　──脱だつ皮ぴするにも、起こしそうだな……。

　前開きの服ならすんなりと脱ぬぐことができるが、かぶるタイプのトレーナーではやや難しい。

　せっかく寝た雅樹を起こすのも忍しのびなくて、そのうち放すだろうと、添い寝を続けることにした。

　あどけない顔で眠る雅樹を、雅樹の母親である尚紀の姉も、こんな風に見つめていたのだろうかと、ふと思う。

　多分、雅樹の今の年ねん齢れいでは母親の記き憶おくは失くしてしまうだろう。

　それを思うと急激に切なさが胸の中に込み上げてきた。

「お母さんの代わりは絶対にできないけど、一緒にいるときだけは寂さびしい思いはさせないようにするからね」

　しっかりとトレーナーを摑つかんだ小さな手に、包むように触ふれた時、玄げん関かんドアが開く音がした。

「ただーいまー」

　間延びした声は間違いなく尚紀のもので、和馬は尚紀の夕食の支度のため、仕方なく雅樹を抱きあげて、玄関へと向かった。

「お帰りなさい、先輩」

　小声で言うと、尚紀も「ただいま」と改めて小声で返し、

「雅樹、寝たとこ？」

　そう聞いて来る。

「ええ、そうなんですけど……トレーナーがっちり摑まれちゃって」

　苦く笑しようしながら、視線を雅樹の手に向ける。

「あー、ホントだ。放させようか？」

「いえ、今はいいです。起こしちゃっても可か哀わい想そうだから。そのうち放してくれると思うし。先輩、荷物置いて来て下さい。ご飯、温めときますから」

　和馬はそう言って、キッチンへ入ると、取り分けておいた尚紀の夕食を温め直す。電子レンジでチン程度なので、片手に雅樹を抱いたままでも充じゆう分ぶんできる作業だった。

　温めなおした料理をテーブルに並べ終えた時、スウェットに着き替がえた尚紀が姿を見せた。

「おー、今日はシチューかぁ。それと、唐から揚あげ？」

「ええ、寒かったから温まる物をと思ったんで。唐揚げはスーパーに行ったら丁度タイムセールしてたんで」

　説明しながら和馬は尚紀の前のイスに腰こしを下ろす。

「うまそー、いただきまーす」

　そう言って、尚紀は食べ始める。まずシチューを一口飲んで、顔をほころばせた。

「すげーうまい。和馬って、ホント料理うまいよなぁ」

「普ふ通つうにルーを投下するだけですよ？」

　褒ほめてもらって悪い気はしないが、市し販はんのシチューのルーを入れるだけなので、少し恥はずかしい気にもなる。

「そこは、愛が入ってるからって返してよ」

　唇くちびるを尖とがらせて言う尚紀に、和馬は笑った。

「はいはい、愛情という名の調味料を隠し味に使ってます」

「なんか、テキトー過ぎない？」

「マジで言ってたら、その方が怖こわいでしょうが」

「マジでも受け止めるよー」

　笑って言う時点で本気じゃないと分かっているのに、少しときめきに近いものを感じてしまうのは、多分和馬が男でも恋れん愛あい対象にできてしまうからだろう。

　もし自分がそういう人間だと分かったら、避さけられるだろうなと思う。

「はいはい、それはどうも」

　適当な相あい槌づちをした後、今日の雅樹についての報告を始める。

「今日もいい子でしたよ、雅樹くん。ご飯も残さないで食べてくれるし」

「和馬の言うことは聞くんだなぁ。朝とか結構大変だよ？」

「寝ね起おきが悪いのかもしれませんね。うちの甥おいっ子も、義姉あねがギャン泣き状態のを家に連れて来たこと何回かありましたから。まあ、反はん抗こう期かもしれないですけどね。魔まの二歳児、とかって言ってた気がします」

　自我が芽生え始めると、イヤイヤと、何でも拒きよ否ひするようになるらしい。

　今のところ、和馬に対してそれを発生させてはいないのだが、尚紀に対して発揮され始めているなら、そろそろ自分に対してやってきてもおかしくないだろう。

「心配ない感じ？」

「多分。保育園の先生からも、そういう面での注意は受けてないので。ただ、のんびり屋さんというか、他ほかの子と積極的に遊ぶ感じはないそうです。輪の中に居てもぼんやりしてる、みたいなことは言われました」

　和馬の報告に、尚紀は首を傾かしげる。

「それ、俺も前に言われたけど、問題？」

「まあ、協調性っていう面では問題かもしれないですけど、単に大人しい性格ってだけかもしれないし……わかんないですね。しばらく様子見でいいんじゃないですか？」

　和馬の甥っ子である亮一は、もともと好こう奇き心しん旺おう盛せいで活発な性格だったが、雅樹はどちらかといえばおとなしい。

　そういう温和な気質は尚紀に似ているのだろうし、それなら問題はないかもしれない。

　片付けのできないのだけは、似てほしくないが。

「わかった、とりあえず俺も様子見しとく」

「様子見っていう名の放置プレイはやめて下さいね。先せん輩ぱい、おおらか過ぎる傾けい向こうがあるんで」

　和馬が突つっ込むと、尚紀は苦笑いを見せた。

「和馬も言うようになったなぁ。あんなに可愛かわいい一年生だったのに」

「もう十年くらい前ですね」

　和馬は小学生の頃ころから学外活動でバレーボールをしていたこともあり、高校では一年生からレギュラーだった。

　その時にエースを張っていたのが、三年生だった尚紀だ。

「一年の時、全国三位になって、それに胡坐あぐらをかくっていうか、調子こいてたつもりはなかったんですけど……先輩らが卒業した後、部の成績が落ち込んで、そん時にどんだけ俺たちが先輩に依い存ぞんしてたか思い知りました」

「どういう意味？」

「なんていうか……、フルセットの十四対十三みたいな局面でも、先輩にボールが上がりさえすれば決めてくれるっていう安心感っていうか、絶対的エースだったじゃないですか、先輩。そこへの信しん頼らいっていうのは絶大だったんですよね」

　尚紀たちが卒業した後、部の成績は酷ひどかった。

　和馬が二年の時には全国大会に駒こまを進めることができなかった。

　当時の主将も尚紀たちと共にコートに立った試合を経験していて、ここ一番で決めることのできない自分たちの弱さや脆もろさを痛感していた。

「やっぱ、先輩って凄すごかったんだなって改めて思いましたよ」

　そう言った和馬の頭を、尚紀は手を伸のばしてガシガシと撫なでる。

　背も高く腕うでも長い尚紀は、机を挟はさんでいてさえ、それが容易だ。

「もう、超ちよう可愛い後こう輩はいすぎる」

　笑う尚紀に、和馬の胸が甘く痛むような感覚に陥おちいる。

　──あ……ちょっとヤバい、かも。　>>>♥

　ふっと和馬は昔のことを思い出した。

　和馬は自分で思っていた以上に途と中ちゆうで身長が伸びなくなり、一八〇センチにも届かない所で止まった。

　二メートル近い長身で、豪ごう快かいに、けれど正確にアタックを決める尚紀は、憧あこがれの存在だったのだ。

　一年で唯ゆい一いつレギュラー入りした和馬に対し、当初、部内の風当たりはきつかった。

　特に補欠に回った三年の部員からは、嫌いやがらせに近いこともされたが、尚紀がことあるごとに和馬を構い──というか己おのれのだらしなさに当時のキャプテンがキレるたびに、和馬の背後に隠かくれきれないのが分かっていて隠れたりして和馬を盾たてにするため、自然と和馬は尚紀の世話係のように認にん知ちされて馴な染じんだ。

　そのせいか、スキンシップなども他の部員に対してよりも多く、ドキドキしたことがある。

　──まあ、ちょっと意識してた時期もあったしな……。

　その頃、和馬はまだ自分の性せい癖へきにはっきりと気付いていたわけではなかった。だが、憧れだけとは言えない自分の感情に戸と惑まどったこともある。

　だが、それは、何かと目をかけてくれる尚紀への、親愛のそれだと思っていた。

　もちろん、後から多分あれはそうじゃないと気付いたが。

「けど、あの頃から身の回りのこととかできなかったわけだけどさぁ」

　苦笑いして、尚紀は手を引っ込める。

「よく手伝わされましたよね、俺」

　いつも真っ先に私物を散らかし、最後まで片付けられず、キャプテンが切れるたびに、

『和馬ぁ、おまえなんとかしろよ』

　と和馬にお守もりを振ふってくるので、手伝うことが多かった。

「和馬は、呆あきれたりとかしないの？」

「呆れる、ですか？」

　妙みように真面目まじめな顔で聞いて来る尚紀に、和馬は首を傾げた。

「前も言ったけど、やっぱ、今後のこととか考えて、施し設せつに入れるなら早い方がいいって言われんだよね。変に大きくなって預けるってなった方が、子供が傷つくんじゃないか、みたいに」

　それを言われるのは本当に辛つらいらしく、尚紀の眉まゆ根ねは無意識なのだろうが寄っていた。

「俺の場合、先輩がこういう人だっていうのは織り込み済みなんで、呆れるとかないですよ。まあ、今さら、とも言いますけど。雅樹くんのことにしても、大変になるって分かってて引き取るとこが先輩らしいと思うっていうか……先輩、基本面めん倒どう見みいいっていうか、懐ふところ深ふかいっていうのかな……とりあえず、受け止めるじゃないですか、なんでも。まあそれでグッチャグチャになっちゃうってことも多かったですけど」

　和馬の言葉に尚紀はどこかほっとしたように笑って、

「和馬、励はげますついでに、結構キツイ……」

　わざと落ちこんだような様子を見せる。

「すみません、本音です」

　和馬もわざとだと分かっているから、追いうちをかけて笑う。

　それにひとしきり笑った後、尚紀は口を開いた。

「正直、精神的にはかなりキテたんだよね。姉ちゃんが死ぬなんて思ってなかったし……。葬そう儀ぎからこっち、ずっとバタバタしてて、考える余よ裕ゆうなんてなくて、とにかく目の前のことをこなすのでいっぱいいっぱいで。ちゃんとやろうって、思えば思うほどできなくなって」

「仕事も、忙いそがしいんでしょ？」

　尚紀の家に通い始めて、その忙しさは理解できた。

「うん…、ずっとこんな感じだったから、家には寝ねに帰るだけっていうか、家に帰れないこともあったりしたし……。だから、和馬と会った時は実は泣きそうなくらいヘコんでたんだよね。寝不足もあったし、雅樹も、姉ちゃんが死んじゃったこと理解できてないから、泣いて姉ちゃん探したりして、不安定だったし、だからか俺の言うことも聞かなくなってきてたし」

「精神的な不安定に加えて、自我が芽生えてきてるのかもしれませんね。成長過程のひとつですけど、やっぱ一人でそれを受け止めるのって分かってたとしてもキツかったと思います。先輩だって、お姉さんがなくなって、精神的にはかなりダメージあったわけですし」

「うん……、なんだかんだいって、姉ちゃんにはわりと頼たよってたとこあったから。けど、和馬が来てくれるようになって、雅樹も毎朝の暴れ方がちょっと違ちがって来たっていうか、前はもうホントにおかしいんじゃないかってくらいの奇き声せい上げてたんだけど、そうじゃなくなったし、俺自身も落ち着いてきてるから、超感謝してる」

　真顔で言われて、和馬はどう言葉を返していいか分からなくなった。

「別に、俺は……できる範はん囲いでの手伝いをしてるだけですから」

　なんとかそう返したものの、妙に照れくさくて、その後の反応に困った。

　それを助けてくれたのは、和馬の腕の中で軽く身じろいで目を開けた雅樹だった。

「んー……」

「あ…起こしちゃったね、寝てたのに。ごめんね」

　謝る和馬に、雅樹はまだ寝ね起おきでぼんやりとした様子であちこち視線を彷徨さまよわせる。

　そして、尚紀を視界に捉とらえた。

「なーちゃ！」

「ただいま、雅樹」

　尚紀の言葉に雅樹は完全に起きたらしく、目を輝かがやかせて和馬の膝ひざの上で座りなおした。

「なーちゃっ、まーちゃ、おふろぶくぶくーって」

　起きた途と端たんにスイッチが入って、話しだす。

　まーちゃ、というのは和馬のことだ。

　尚紀が和馬を呼ぶ時、語ご尾びを少し伸ばしたように聞こえるのだが、それが耳についたのか、雅樹は和馬のことを『まーちゃ』と呼ぶようになった。本当は『まーちゃん』と呼びたいのだろうが、『ん』がまだうまく発音できないので、そう聞こえる。

「一いつ緒しよにお風呂ふろに入った時に、濡ぬらしたタオルに空気を入れて湯船の中でぶくぶくって、空気の泡あわを立てさせるのやったんですよ。あれがお気に入りみたいで」

「ああ、あれな。そっか、楽しかったかー」

　尚紀が同調すると、雅樹は御ご満まん悦えつな表情を浮うかべた。

「そんじゃ俺も風呂入ってくっかな。ごちそうさまでした」

「はーい、どうぞごゆっくり」

　そう言って、風呂場へと向かう尚紀を見送ると、和馬は雅樹をリビングのソファーへと連れて行く。

　寒くないようにひざかけをしてやり、お気に入りのおもちゃを渡わたす。

「お皿片付けてくるから、ちょっと待っててね」

　そう言うと、とりあえず雅樹は頷うなずいて、おもちゃで遊び始めた。

　それを見やってから、和馬は尚紀が食べ終えた食器類をキッチンに運んで洗い始める。

　──経験上、一回起きちゃうと次に寝てくれるまでわりと時間かかるんだよなぁ……。

　これまでの弟と甥おいっ子のパターンからすると、若じやつ干かん面めん倒どうなことになりそうな予感がした。

　案の定、それは当たっていて、片付けを終えて、寝かしつけようと膝の上に抱だきあげて絵本タイムに入ったが、今度は桃太郎がきっちりと鬼おにを退治してめでたしめでたしになっても、眠ねむりにつく様子はなかった。

　──やばい……。

　そう思いながら、今度はさるかに合戦を読み始めたが、途中まで来てもまだ目は堅かたい。

　そうするうちに尚紀が風呂から出て来て、リビングに姿を見せた。

「珍めずらしい、雅樹、まだ起きてる」

「一回寝ちゃったから軽く充じゆう電でんできちゃったみたいで…長丁場になりそうです」

　苦笑いすると、尚紀は近づいてきて、両手を差し出した。

「雅樹、こっちおいで、抱だっこ」

　言った尚紀に、雅樹は絵本に目を向けたまま、

「や」

　短く拒きよ否ひした。

「や、じゃないでしょ？　和馬、おうちに帰んなきゃなんだから」

「や」

　即そく座ざに連続拒否だ。

「雅樹」

「や」

　鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよである。

　それを無理に抱き上げようと尚紀が触ふれた途端、雅樹は和馬の膝の上で体をエビ反らせ、

「やぁぁぁ」

　泣き出した。

「えー、なんでそんな拒否なの？　泣きたいの俺なんだけど」

　困り顔の尚紀が妙に可愛かわいくて、和馬は笑いそうになる。

「ちょっと和馬ぁ、なんで笑うわけ？」

「いえ、エースアタッカーの攻こう撃げきをものともしない鉄壁のブロックを繰くり出すと思って」

「ヒトゴトだと思って。毎朝こうなんだよ？」

　なるほど、毎朝の登園準備がこの状態なら、確かに困るだろう。

「先せん輩ぱいには甘えてるんですね。だからイヤイヤするんですよ。俺とはつきあいが浅いから、どこまで我わが儘まま言っていいか様子見してるんじゃないですか？」

「こんな小さいのに、そこまで考えるもん？」

「分かんないですけど、本能的にそうなのかもしれないし。遠えん慮りよがなくなってきたら変わると思います」

　そう言いながら、和馬は雅樹が落ち着くのを待ちながら、時計を見る。

　時計は十時半を回っている。

　終電は十二時過ぎまであるし、家までは三十分だ。

　仮に最終になったとしても、明日あしたの出社に差し障さわりは出ない。それまでには雅樹も眠るだろう……と思ったのだが、甘かった。

　雅樹はスイッチが入ってしまったのか眠る様子は一向になく、尚紀が絵本を読んだりおもちゃで遊んだりして気を引いているうちにそっと帰ろうとしたが、気配を察するのか、和馬が玄げん関かんの方に行こうとしただけで泣き出した。

　しかも二回。

「ヤバいっすね、この泣きっぷり」

「こういうの、ギャン泣きって言うんだっけ？　虐ぎやく待たい疑われそうなレベル」

　吞のん気きに尚紀は返してくるが、時計の針は十一時半に近くなってきている。

　そろそろ苦情が来てもおかしくない時間だ。

　──どうすっかなぁ……。

　無理にでも帰ってしまえばいいのかもしれないが、なんとなくそれはしたくない。

　かといって終電までに寝てくれそうな感じもない。

　悩なやんでいると、尚紀が不意に聞いた。

「和馬、今日、泊とまってくって無理？」

「え？」

「無理ならいいんだけど、次、ラストチャンスだと思うんだよね。でも、成功しそうな気がしないから、和馬が大だい丈じよう夫ぶなら、今日泊まってって？」

　別に、無理なわけではない。

　雅樹と一緒に入浴も済ませているし、今、着ているのもスウェットだからこのまま寝ても問題はない。

　明日早く起きて家に帰って着き替がえに戻もどってもいいし、それができなければ今日と同じスーツなのをからかわれればいいだけだ。

「分かりました、そうします。とりあえず、家に電話だけしときます」

　和馬はそう言うと、携けい帯たい電でん話わで自宅に電話をかけた。

　三度目のコールで出たのは母親だった。

　先輩の家に泊まる、と言っただけで、ＢＧＭになっている雅樹の泣き声で大体のことは察したらしい。

『わかったわ。朝、帰ってくるの？　そのままそっちから出社？』

「わかんない。起きた都合にする」

『はいはい、じゃあおやすみなさい』

　それだけで簡単に電話は切られた。

「泊まっていいって？」

　もはや何が理由で泣いているのか本人でさえ定さだかではないだろうに、雅樹は尚紀の膝の上で泣き続けている。

「ええ。雅樹くんの泣き声で大体の事情は飲み込んだみたいです」

　言いながら和馬は雅樹の頭を撫なでる。

「雅樹くん、そろそろ寝ねようか？」

「やー」

「やなの？　でもまーちゃん、眠たいなぁ。一いつ緒しよに寝ようよ」

　宥なだめるように声をかけて、様子を窺うかがう。

　一緒に、という言葉に安あん堵どしたのか、しゃくりあげるのは収まらないが、盛大な泣き声はやや収まった。

　そこで和馬は尚紀から雅樹を受け取って、雅樹の布ふ団とんへと連れて行こうとしたのだが、雅樹は和馬に抱っこされはしたものの、尚紀のパジャマの袖そでをしっかり摑つかんで放そうとしなかった。

「雅樹、放して？」

　尚紀がそう言って放させようと、雅樹の手に触れようとした時、また「ふえ…」と泣き出しそうな気配を見せたので、尚紀は慌あわてて手をどかした。

　そして和馬を見上げる。

「どうしたらいい？」

「雅樹くんが寝るまで、川の字しかないんじゃないですか？」

「子供布団に雅樹が寝るまでとか、風邪かぜひくじゃん」

　確かにそうだ。

「じゃあ、雅樹くんが寝るまでここにいますか？」

　ソファーに三人並んで、というのが一番無難な気はする。ただ、雅樹がいつ眠るか分からないので自分たちもいつ眠れるか、という危険はあるが。

「えー、それなら俺のベッドで三人で寝ようよ。俺のベッドキングサイズだから三人でも大丈夫だし」

　そう言ったのは尚紀だ。

「え、先輩のベッド、そんな大きいんですか？」

「うん。ベッドだけはでかいので寝たかったからさ、一番大きいのにした」

　和馬自身、セミダブルに寝ているから、尚紀がシングルで寝ているとは思っていなかったが、まさかキングサイズだとは思わなかった。

　だが、確かにそれなら三人で眠ねむれるだろう。

　明日、一時間早く起きるなら、そろそろ眠っておきたいと考える和馬に異論はなかった。

　そして、三人で尚紀の寝しん室しつに向かったのだが、事前に『中、片付いてないけど、そこには目をつぶって』と言われてある程度覚かく悟ごしていたものの、片付いていないレベルではなかった。

　クローゼットと思おぼしき場所から雪な崩だれるようにして出て来ている服。その下に出来上がっている服ふく塚づか。その隣となりには雪崩なだれを起こした本や雑誌。さらには衣装ケースが積み上げられ、その奥には段ボールがあるが、引っ越こした時に持ってきたままかもしれない。

　何しろ部屋のほとんどをベッドが占しめているだけに、量としては尚紀比では少ないのかもしれないが、圧あつ迫ぱく感かんが凄すごい。

「先輩、俺に見られてまずい物とか、この部屋にあります？」

「んー、ないかなぁ。せいぜいエロ本くらい？」

「差し支つかえなかったら、ここも整理しましょうか？」

　さすがにプライベートルームにまで手出しをするのはどうかと思って遠慮していたのだが、この状じよう況きようを見てしまうと、そう言わざるをえなくなった。

「え、いいの？」

　獣けもの道みちをベッドへと先に歩いていた尚紀が振ふりかえる。

「時間はかかりますけど」

「じゃあ、よろしくお願いする」

「ええ、お願いされます」

　奇き妙みような返事をして、尚紀に続き、和馬も雅樹を抱だいたままでベッドに乗った。

　そのまま横たわると、二人の間に挟はさまれた雅樹は満足そうな顔をしていて、その様子に和馬はほっとする。

　そして、雅樹が眠るように、和馬はストーリーを暗記している昔話を話して聞かせた。

　しかし、その昔話で真っ先に寝たのは尚紀で、それからややして雅樹だった。

　その二人の並んだ寝ね顔がおを見比べて、さすがに叔父おじと甥おいだな、と奇妙な感心をしながら、和馬は電灯をリモコンで消した。

　目を閉じ、聞こえてくる尚紀の寝息に、不意に食事をしていた尚紀に頭を撫でられた感かん触しよくを思い出した。

　──……なんで？

　どうして、今それを思い出すのだろう。

　でもそれはさっきのような、甘い痛みを伴ともなうものではなくて、胸の奥がふんわりと柔やわらかな温かさを覚えるものに変わっていた。

　──いい先せん輩ぱい、だもんな。

　高校時代、憧あこがれが過ぎて行きすぎた感情を抱きそうになったことはある。

　けれど、いい先輩だ。

　だからこそ、手伝いたいと思う。

「おやすみなさい」

　小さな声で呟つぶやいた後、少しして和馬もゆっくりと眠りに落ちた。
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「もうさー、断ってんのに合コンにしつこく誘さそってくるってどう思う？」

　雅樹を宥めるためにお泊とまりをしてから数日。

　今日も今日とて、雅樹が眠った後に帰ってきた尚紀は、夕食を食べながらそう愚ぐ痴ちってきた。

「どう思うって言われても、そんだけ人気があるってことだと受け取っておけばいいじゃないですか」

「でもさー、家に小さい子待たせてるからダメって断るの分かってて、いっつも聞いて来るし、断っても一日くらいいいじゃないですかとか言ってきたりもするんだよ？　よくないに決まってるじゃん」

　尚紀の怒いかりは収まらないらしい。

「まあ、合コンに誘える程度に先輩が回復してるように見えるってことは、いいんじゃないですか？」

　そう言ってみるが、尚紀は納なつ得とくできない様子だ。

「そうかもしんないけどさぁ」

　聞きながら、和馬はあんまり続けたい話題じゃないな、と思う。

　不ふ愉ゆ快かいとまでは言わないが、愉快な話題じゃない。

　尚紀がモテるのは今に始まったことじゃない。高校時代から、ファンレターの数は凄かったし、近きん隣りんの学校から遠えん征せいして来てまで出待ちする女子生徒がいたくらいだ。

　だから話としては慣れているはずで、当時は「凄いな」くらいで終わっていたはずなのに、今はなんだかそうじゃない。

　──単純に、先輩がそれどころじゃないのに誘ってくるバカがいるのが不愉快ってだけか？

　そう思ってみるが、尚紀が合コンに誘える程度に回復して見えるのはいいんじゃないか、なんてさっき自分が言ったところだ。

　じゃあ何が不愉快なのかと思うが、それがはっきり分からない。

　だが、それを探さぐったところでどうにもならなさそうで、和馬は考えるのをやめた。

「でもめんどくさいもんはめんどくさいんだよね」

「まあ、今はまだその余よ裕ゆうないでしょうけど、余裕ができたらたまにはいいんじゃないですか？　将来のお嫁よめさん候補と出会えるかもしれませんし」

「嫁なぁ……、口うるさいのやだなぁ…。もうさぁ、和馬が嫁に来てくれたらいいのに」

　この人は、と和馬は思う。

　何気なく冗じよう談だんのつもりで言ったに違ちがいないというか、間違いなくそうなのだが、恋れん愛あい対象が女性だけではない和馬にとって、それは少し特別な意味を持ってしまうセリフだった。

　──つっても、先輩はそういうんじゃないから。

　だから言っているんだと分かっても、やっぱりそれなりにキツい。

「だったら法律からですよね。頑がん張ばって政界に進出して法改正して下さい」

「えー、そんなんより、外国行った方が早いじゃん。フランスとか同性婚こんＯＫじゃなかったっけ？」

「何かそんな話は聞いたことありますけど、詳くわしくは知りませんね」

「じゃあ、後でネットで調べとく」

「はいはい、どうぞ」

　適当に相あい槌づちを打って終わらせると、しばらくの間、尚紀は黙だまって食べていた。が、

「和馬は合コンとか、誘われないわけ？」

　不意に聞いて来た。

「誘われますよ、それなりに。でも断ってます」

「うちへ来なきゃなんないから？」

　少し心配するような声に、和馬は頭を横に振った。

「いえ、今はもう興味無いんですよね。学生時代に散々、駆かりだされて飽あきちゃったっていうか……、女の子に気を遣つかいながら飲むっていうのも面めん倒どうで」

　男でも女でもどちらでも恋愛対象として考えられる和馬だが、男が相手の方が楽だし楽しいと最近は思うようになった。

　だから、余よ程ほどの場合以外は合コンは断っている。

　今は「天使を迎むかえに行かなきゃいけないんで」と、雅樹を引き合いに出せるのでありがたいくらいだ。

「もったいないこと言うなぁ。和馬ならモテるのにさぁ」

「それ言ったら、うちの課長なんか凄すごいっすよ。若いし、顔いいし、仕事できるし、女子社員が放ほうっておかないって感じなのに仕事人間で、俺が知ってる限り、合コンに行ったことないですし。あれこそめちゃくちゃもったいないです」

　もっとも智里の恋愛の方向性を知っているから、もったいないなんて、少しも思っていない。それに、今は七瀬という恋こい人びとがいるから、充みたされているだろう。

「若いっていくつくらい？」

「二個上だから、先輩と同い年っすよ」

「それで課長って凄くない？」

「凄いですよ。社内の最年少課長です。けど、めちゃくちゃできる人だし、でもそういうのを鼻にかけてもいないんです。面倒見とかも凄くよくて、俺が新入社員の頃ころに指導してもらったんですけど、ホント憧れの先輩って感じだったんで、納得の昇しよう進しんでしたね」

　智里の凄さはそれくらいでは伝えられなくて、自分の語ご彙いの少なさがこういう時に嫌いやになる。しかし、和馬の熱弁とも言えるそれに返ってきたのは「ふーん」という興味のなさそうな適当な相槌だった。

　自分から聞いておいて、それはないだろうと思ったが、さっき和馬自身も適当な相槌で流したので、おあいこだと思うことにした。







　そんな風に、特に大きな問題もなく──片付け範はん囲いが尚紀の寝しん室しつにまで拡大したため、週末、泊とまり込んで作業するようなことになったりはしたが、順調に日々は過ぎた。

　だが、そんなある日、いつも九時過ぎに帰ってくる尚紀が十時を回っても帰って来なかった。

　残業が長引いているのだろうと思ったが十一時になっても何の連れん絡らくもないというのは、さすがにおかしいと感じて携けい帯たい電でん話わに連絡をしてみたのだが、電源が入っていない、と合成ボイスに告げられてしまった。

　──まあ、先輩ならあり得る……。

　普ふ段だんは充じゆう電でんコードを持ち歩いていると言っていたが、それを失くす可能性が格段に高いのが尚紀だ。

　初日に発はつ掘くつした充電コードにしても、すでに二つの姿が見えなくなっている。一つは持ち歩いていると仮定しても、もう一つは寝室にまだ残っている魔ま屈くつスペースのどこかに落ちているのだろう。

　──終電までに帰ってこなきゃ、泊まればいっか……。

　雅樹がまた駄だ々だをこねた時のために、一いつ泊ぱく程度のお泊まりセットと翌日の出社用のスーツとシャツは置かせてもらっているから、泊まることになっても問題はない。

　和馬の両親にしても、事情は話してあるし、成人した息子むすこのことなので特に気にはしていない様子で、気にしてくれているのは、遊び相手がいなくなった亮一くらいだ。

「魔屈崩くずしてこよっと」

　和馬が通いだして三週間近くになるが、リビングダイニングとキッチンはいつ人が来ても大だい丈じよう夫ぶな状態になっている。

　雅樹の部屋も、この前の片付け合宿で、ざっとしかしていなかった尚紀の荷物の分類と仕分けをしたので、前よりも広くなった。

　そして、倉庫代わりにものが押し込められていたもうひと部屋も、まだまだ改善の余地はあるが、とりあえず床ゆかに物が散乱しているという状態からは脱だつしている。

　そういうわけで、一番酷ひどいのは尚紀の寝室だ。

　その寝室もこの前の合宿時に集中的に片付けたので、とりあえずクローゼットは活用できるようになったし、獣けもの道みちもかなり広がった。

　だが、生活空間なので、若じやつ干かんいたちごっこではある。

「仕事の資料は俺じゃどうにもできねぇしな……」

　和馬がどうこうできるのは、服などの生活用品だけだ。

　仕事に関係したものは、乱雑なりに大体の置き場所を本人が把は握あくしているかもしれないので、勝手に動かすことはできない。

　そういう意味では若干の手て詰づまりにもなってきていて、とりあえず、出社時に乱していった部分を片付けていると、玄げん関かんの辺りで物音が聞こえた。

　その音に迎えに出た和馬だが、和馬が玄関に到とう着ちやくした時、まだドアは開けられておらず、ドアノブが外からガチャガチャといじられていた。

　──え…泥どろ棒ぼう？

　一いつ瞬しゆん危機感を覚えた和馬がドアスコープを確かく認にんすると、そこには尚紀がいた。

「先せん輩ぱい、すぐ開けますから」

　中から声をかけ、鍵かぎを外してドアを開ける。

　その途と端たん、鼻先にぷん、と濃こいアルコールの匂においがして、

「ただーいまーぁ」

　どっさり、という感じで尚紀が覆おおいかぶさるようにして抱だきついてきた。

「ちょ…先輩、重いし酒臭くさいです」

　苦情を申し立てても、尚紀は聞いている様子がない。

「んー…俺はらくちーん、楽ちん、楽ちん、ら、く、ちーん」

　その上、妙みような節まで付けて歌いだした。相当ご機き嫌げんな様子だ。

「うっさいですよ、夜中に…、ほら、さっさと入って下さい。近きん所じよ迷めい惑わくです」

　自分で歩こうという気すらなさそうなのを、半ば引きずる様にして玄関に入る。靴くつを脱ぬぐことさえ難しそうな酔よいっぷりに、胸の内でため息をつきながら、なんとかして寝室へと運んだ。

　──よかった、獣道の拡張が終わってて。

　例の雅樹の駄々こね祭り当時の状じよう況きようだったら、おそらく和馬は寝室に尚紀を連れて行くことを諦あきらめただろう。

　あの状況で千鳥足の尚紀を連れて進めば、間ま違ちがいなく積み上げられていた荷物を倒たおして獣道を寸断してしまっていたに違いない。

「もう、先輩、飲み過ぎですよ？」

　ほとんど体落としをかける要領で尚紀をベッドの上に寝ねかし、和馬は今度は本当にため息をつく。

「ビールとー、焼しよう酎ちゆうとー、あと水割り？　それからー」

「何を飲んだかは別にいいです。ほら、コート脱いで下さい」

　仕事柄がらか、尚紀は和馬のようにピシッとスーツ、という形での勤務ではない。今日はタートルにシャツ、そしてジーンズというラフな格好をしていた。

　ジーンズは窮きゆう屈くつかもしれないが、放っておいてもあとで自分で脱ぐだろう。

　ただコートだけは脱がせておいた方がいいと判断して、宥なだめすかしながら腕うでを上げたり下げたり、体を反転させたりさせながら、脱がせる。

　そして脱がせたコートをハンガーにかけようとベッドから立ち上がりかけた時、肘ひじを摑つかんでひき寄せられた。

　まさかそんなことをされると思っていなかった和馬はひき寄せられるままにベッドに後ろ向きに倒れ込み、尚紀の肩かたにしたたかに頭をぶつけた。

「痛いってぇ……、ちょっと、何すんですか、先輩！」

「側そばにいてほしーだけ」

「何甘えたことほざいてんですか……、もう酔よっ払ぱらいが」

　軽く言って起き上がろうとしたが、その和馬の体を尚紀は後ろから羽は交がい締じめするように、抱きこんだ。

「行くなよ」

　その声はどこか寂さみしげで、一瞬和馬の動きが止まる。

「先輩……？」

　訝いぶかしく思った次の瞬しゆん間かん、尚紀は抱きこんだ和馬の耳に甘く歯を立ててきた。

「ちょっ……先輩っ！」

　焦あせったが、完全にノーガードだった和馬は抗あらがうための体勢すらままならなかった。そのうえ、尚紀とは体格が完全に違う。

　身長で二十センチ違う上に、尚紀は腕が長い。

　その腕の長さもあって、最高到とう達たつ点は当時の全国大会出場選手の中で一番を誇ほこっていたほどだ。

　不意をつかれた上に体格差を利用されれば、そう簡単には和馬には逃のがれる術すべがなかった。

　とはいえ、このままでは本当にマズいことになってしまうかもしれない。

　和馬はなんとかして、尚紀の気をそらせようとした。

「先輩……、今日、雅樹くんいい子だったんですよ。ご飯を半分くらい自分……っ、ちょ、先輩っ！」

　雅樹の話題を出して、日常を思い出させようとしたのだが、尚紀は聞く気がないのか、それとも和馬の声が耳に届いていないのか、和馬のスウェットの裾すそから手を入れてきた。

「マジで、シャレんなんないですよ……」

　尚紀の手首を摑み、やめさせようとするが、敵かなうわけがなかった。

「和馬、おまえまで嫌いやがんないで……」

　寂しそうな声が、和馬の胸に突つき刺ささる。

「おまえまで」の意味するところが、雅樹のことだということは考えなくても分かった。

　普段の尚紀の口調はどんな時ものんびりとしているから、毎朝、雅樹に泣かれて「困っている」とは思えても「悲しんでいる」とまではなかなか感じられなかった。

　けれど、尚紀が傷ついていないわけがないのだ。

　姉を亡なくして、突とつ然ぜん甥おいっ子を育てることになって。

　その甥っ子に拒きよ否ひするように泣かれて。

「……先輩…」

　それでも、このまま進む先に起こる可能性を思うと、尚紀を止めざるを得なくて、和馬は尚紀を呼んだ。しかし、

「お願い……」

　哀あい願がんしているように聞こえる声に、和馬は唇くちびるを嚙かむ。

　──どうしよう……。

　尚紀は酔っている。

　だから、今ここで拒きよ絶ぜつしても覚えているかどうか分からない。

　恐おそらくは黒歴史になるだろうことに至ってしまう前に、逃にげてしまわなくては。

　そう思った和馬が、もう一度尚紀を制止するために口を開こうとした時、不意に拘こう束そくする手が緩ゆるんだ。

「せんぱ……っ」

　何が起きたのかと、訝いぶかしんだ次の瞬間、尚紀は簡単に体を入れ替かえて、和馬を上から押さえつけた。

「もう、黙だまってて」

　片方の手で簡単に和馬の両手を押さえつけ、もう片方の手で和馬の顎あごをしっかりと捕とらえる。そうやって見下ろしてくる尚紀の顔が近づいてきて、茫ぼう然ぜんと見ているうちに口づけられた。

　濃いアルコールの混ざった呼気が口づけとともに流れ込んで来て、和馬は眉まゆを寄せる。

　だが、しっかりと押さえこまれては、もうどうすることもできなかった。

　入りこんできた舌が、ゆっくりと口の中を蹂じゆう躙りんし始める。

　それは優やさしくて、巧たくみな口づけだった。　>>>♥

　尚紀がモテるだろうということは、分かっていた。

　だが普ふ段だんの言動が色ごとを感じさせるものではないからか、経験が豊富だとか、そういう方にまでは考えが及およばなかった。

　──ヤバい……。

　何がヤバいかといえば、下半身が、だ。

　即そく物ぶつ的にいってしまえば、そういう気持ちがなくても、そうなってしまうのが男の生理だと思うし、尚紀のことは嫌きらいではない。

　ついでにいえば、尚紀の所にくるようになって、こっち方面とはかなりご無ぶ沙さ汰ただった。

　──ホント…ヤバい……。

　なんとかして今のうちに逃げないと、と体を捩よじって逃げようとしたが、それより早く顎を摑んでいた尚紀の手が離はなれて下か肢しへと伸のび、やすやすとスウェットパンツの中に入り込んできた。

「先せん輩ぱい…っ」

　顔を背そむけて口づけから逃れ、やっと出せた声は妙みように甘ったるく思えた。

　だが、尚紀はそれに頓とん着ちやくする様子を見せず、和馬自身を下着越ごしに捕らえると柔やわらかく揉もみしだきはじめた。

「や……っ…先輩…」

「……なんで、和馬までイヤっていうの？」

　至近距きよ離りで見下ろしてくる顔が、何かを怖こわがっているようで、和馬は言葉に詰つまる。

「だって……」

「お願い…黙ってて……」

　尚紀が自分に対してどうしてこんなことをしようとしているのか、分からない。

　そして、どうして自分が逃げることを、こんな簡単な言葉一つで諦めてしまっているのかも分からなかった。

　──先輩に同情してるから、とか？

　そんなことだけで、こんなことを許せるかと言われると、多分、違う。

　──先輩だから……？

　そう思ったが、それに対して自問自答する余よ裕ゆうはなかった。

　尚紀の手が下着を押し下げ、直じかに和馬へと触ふれてきたからだ。

「先輩……っ」

　上げた声を封ふうじるように、再び口づけられる。

　直に手に捕らえられた自身はあっという間に硬かたく張りつめ、尚紀の手がぬるりと滑すべったのが分かった。

　それが自身が漏もらした蜜みつだと自覚した途と端たん、猛もう烈れつな恥はずかしさが襲おそってきた。

　──ホント…ヤバい……。

　男女問わずこの手の経験はあるが、組み敷しかれる側に回ることは想定外で、和馬は焦った。

　だが、焦ろうとも尚紀の手は弱い場所を狙ねらい澄すましたようにして蠢うごめき、和馬を追い詰める。

「……っ…！　ぅ…ん……」

　喘あえぎはすべて口づけに阻はばまれてくぐもった声にしかならなかった。

　だがその声を引き金にしたように、尚紀の手はさらに濃こい愛あい撫ぶを仕し掛かけてくる。

　屹きつ立りつする自身の裏筋を撫なで上げ、蜜を溢あふれさせる先せん端たんを指先を押し当てるようにして擦こすりたてられて、和馬は腰こし奥からグズグズになりそうな快感が湧わき起こるのを感じた。

　──マジで…無理、もう……。

　達してしまうのを必死で堪こらえようとしたが、到とう底てい無理な話だった。

　手の中の自身を強く下から上へと早い動きで何度も扱しごきながら、甘く舌に歯を立てられて、和馬は耐たえられず蜜を放った。

「……っ……、……！」

　走り抜ぬける悦えつ楽らくに和馬は大きく体を震ふるわせ、そして弛し緩かんする。

　尚紀は和馬自身が震えながら蜜を零こぼしきるのを感じ取ってから、ゆっくりとスウェットパンツから手を引き抜いた。

　それと同時にやっと口づけからも和馬を解放する。

　その動きに、和馬はここで終わりかなと少し期待した。

　だが、それはすぐに裏切られた。

　尚紀は和馬の腰を片手で抱だくようにして持ち上げると、下着ごとスウェットパンツを引き下ろしたからだ。

「……！」

「わ…べたべた……」

　無む邪じや気きにさえ聞こえる声で言う尚紀の言葉に、和馬は羞しゆう恥ちを煽あおられた。

「せん…ぱ……」

　震える声はほとんど音になっていなかった。

　そのせいか尚紀は頓着せず、自身のジーンズの前をくつろげ、そこから己おのれを取りだした。

　少なからず興奮していたのか、それは半ば熱を孕はらんでいる様子ではあったが、正直、尚紀の身長と見合うだけの──いや充じゆう分ぶんすぎるサイズだった。

　──まさか……。

　和馬の頭の中が一気に冷える。

　──無理……、無理！

　心の声が言葉になる寸前、尚紀は和馬の上にのしかかってきた。

「せんぱ……っ」

　喉のどに絡からんだ和馬の声が出たのと、その感かん触しよくがしたのは同時だった。

「すっごい、すべる……」

　面おも白しろがるような声で尚紀は言いながら、己の自身と、和馬の自身とを擦り合わせるようにして、腰を使い始めた。

「……っあ、あ！」

　思った惨さん劇げきは免まぬがれたとはいえ、達した余よ韻いんをまだ残して敏びん感かんなままの自身を嬲なぶられると、つらいほどの刺し激げきが襲って来て、和馬は逃げを打とうとする。

　それを嫌きらって、尚紀は和馬の腰をしっかり抱き込むようにして固定すると、なおも強く擦りつけてきた。

「ふ……っ…あ、あ」

　気持ちがいい。

　気持ちがいいけれど、よすぎてつらい。

　それを伝えようと、和馬は尚紀の腕うでに縋すがりついて爪つめを立てたが、シャツの上からな上にアルコールで感覚も鈍にぶっているらしく、気にする様子もない。

「や……っ…あ、あ、あ」

「ヤじゃないでしょ？　和馬の硬くなってるし」

　事実をそのまま述べた、というその口調が余計に和馬をいたたまれなくさせる。

「待って…先輩、待っ……」

「待つとか絶対無理」

　笑えみを含ふくんだ声で、尚紀は和馬の腰を抱く手を離し、代わりに己と和馬の自身を一度に握にぎりこんだ。

　その上で腰を使ってくる。

　そうされると密着度が高まって、さっきよりも強い快感が湧き起こって、和馬は悶もだえた。

「も…やめ……無理、また……や、っあ、ああ、あ」

　さっき達したばかりなのに、また絶頂が押し迫せまって来て、和馬は慌あわてる。

　──なんで…俺……。

　いつもはこんなに早くない。

　自分の反応が違ちがっていて、それも和馬を焦あせらせ追い詰め──再び、白はく濁だくを自身から噴ふきあげた。

「やぁ…っ…あ、あ！」

「…気持ちいいけど、やっぱこれじゃ無理かも……」

　和馬が体を震わせて達する様を見下ろしながら、尚紀は呟つぶやくように言った。

　そして、完全に熱を孕んだ自身を和馬の後ろへと押し当てる。

　それに、吐と精せいして脱だつ力りよくしていた和馬は慌てた。

「無、理……っ、先輩、待って……！」

　力の抜けた手を必死に伸のばして己の後ろを死守する。

「無理ってやってみなきゃわかんないじゃん…」

　手をどかせようとする尚紀に、和馬はもう片方の手で縋りついた。

「……いきなりは…無理……」

　もうここまできたら、というか、現状で和馬が尚紀を押しのけて逃にげることは無理だ。

　恐おそらくは思いとどまらせることも。

　そうなれば、できる範はん囲い内での最善を尽つくすしかない。

「ちゃんと、慣らしてからじゃないと、絶対無理、です……」

　和馬の言葉に尚紀は問い返した。

「慣らせばいい？」

「……はい…」

　ああ、と和馬は胸の内でため息を漏らす。

　だが、最悪の事態を免れるにはそれしかなかった。

「指…で、慣らします、か…っあ、や！」

　後ろを覆おおい隠かくすために伸ばしていた自分の指で和馬が慣らすよりも早く、尚紀は無ぶ遠えん慮りよに自分の指を一本、和馬の中へと突つき立てた。

「これでいいの？」

「……っ…よく、ない……」

　幸い、尚紀の指が濡ぬれていた──和馬が放った物でだが──ことと、体に力が入っていなかったため痛みはほとんどなかったが、それでもその衝しよう撃げきに眉まゆ根ねが寄った。

「もっと、ゆっくり……」

「分かった」

　何度か手順を伝えると、要領を得たとばかりに尚紀は和馬の中をゆっくりと解ほぐし始めた。

　和馬よりも大きな尚紀の手は指が長い。その長さに比例しているので、一見さほどには見えないが太さも結構なものだ。

　指一本でも充分な質量で、最初は酷ひどく違い和わ感かんがあった。

　それでも、体は少しずつ慣れて、抽ちゆう挿そうが徐じよ々じよに滑なめらかになる。

「…そろそろ、指、増やしていい？」

「……ゆっくり、してくださいよ」

「分かってるー」

　明るい声はこの場に不似合いで、余計自分のされていることが恥ずかしくなる。

　──この酔よっ払ぱらい…。

　明日あしたになったら、大半のことは忘れてるんだろうなと思いながら、和馬は二本目の指の蹂じゆう躙りんに眉まゆを寄せる。

「痛い？」

「……キツい…です」

「じゃあ、ちょっと位置変える…」

　尚紀が言いながら、揃そろえていた指をほんの少し曲げた時、

「…ふ……っぁ」

　和馬の体が震ふるえるのと同時に、奇き妙みような声が漏もれた。

「…何、今の声……」

　不思議そうな声で尚紀が問う。それに和馬は答えられなかった。

　分からなかったのではなく、答えたくなかった。

「知り…ません……」

「なんか、この辺…だったはず」

　尚紀がその場所を探さぐり始める。

「…っ…先せん輩ぱい、それより…ちゃんと慣らし……」

「それもするけど…この辺……もうちょいこっち？」

「っ…ぁ、やめ……！」

　さっきと同じ場所を探り当てられて、和馬の体が跳はねた。

「あー、ここか。気持ちいい？」

　聞かれて素す直なおに頷うなずくことはできなくて、和馬は顔を背そむける。それが気に入らなかったのか、尚紀は探り当てたその場所を執しつ拗ように指先で突つつき回した。

「や…っ…あ、そこ、やだ、や……」

「えー、ヤじゃないでしょ？　気持ちいいって顔してるよ？　それに、こっちも勃たってきてるし」

　尚紀はそう言うと、もう片方の手で和馬自身を手に取った。

　指し摘てきされたとおり、二度絶頂に導かれた後は大人しくなっていた和馬自身が再び熱を孕はらんでいた。

「もっと気持ちよくなって」

　優やさしげな口調で、けれど二本の指先は容よう赦しやなく和馬の感じる場所をいたぶってくる。

「ぁあっ、あ、ああっ」

「凄すごい、こっちもビクビクしてる」

　尚紀の声はもう、和馬には届いていなかった。

　以前、関係を持った相手が前ぜん立りつ腺せんを刺激すると物もの凄すごく感じてくれていたので、よっぽど気持ちがいいんだろうなと思ってはいたが、正直、予想以上で──しかも尚紀は遠えん慮りよなく執拗にそこへの愛あい撫ぶを重ねて来て、和馬は処理しきれないほどの悦えつ楽らくに悶え、そして溺おぼれた。

　気がついた時には指は三本に増えていて、苦しいのに気持ちがよくて──何度達したかさえもう覚えていないほど追いこまれていた。

「和馬、そろそろいい？」

　耳じ朶だに吹ふき込むようにして聞かれても、何が？　という様子ですぐには答えられないような状じよう況きようで、硬かたくなった尚紀自身を太ももに押し当てられて、やっと悟さとる。

「……ゴム…つけて、ください……」

　言い忘れなかったのは奇き跡せきだろう。尚紀は不満そうな顔をしたが、重ねて言うと、ごそごそとベッドの横の小机の引き出しを開け、言うことを聞いてくれた。

「じゃ、入れるからね」

　そう言って両足を抱かかえられても、もうグダグダになった体はどこにも力が入らなかった。

　押し当てられたそれが、ゆっくりと中へ入り込んでくる。散々慣らされていたにもかかわらず、戦せん慄りつを覚えるほどの尚紀のそれを受け入れるのは容易ではなかった。

　じりじりと中に入り込んでくるそれの感かん触しよくに、体中の肌はだが粟あわ立だった。

「……まだ…ですか……」

　一番張り出した先せん端たんを飲みこんでから随ずい分ぶん経たつのに、なかなか尚紀の侵しん入にゆうが止まらなくて和馬は吐と息いきだけで問い掛かける。

　声を出そうとすれば腹筋を使いそうで──そうすると、中の尚紀を締しめ付けてしまいそうで怖こわかったし、何より、もう声なんか出せる状態じゃなかった。

「あともうちょっと」

　尚紀はそう言った後、急に強く腰こしを使った。

　ずぐっと、奥まで入り込む感触がして、それに短く和馬が声を上げると、

「これで全部」

　嬉うれしげな声が聞こえてくる。

　だが、もうそれに反応する余よ裕ゆうは、和馬には一ミリもなかった。

「動いていい？」

　問う声に頷くのさえやっとで、和馬が頷くのを見やってから尚紀はズルズルと自身を引き抜ぬき始める。

　肉にく襞ひだが擦こすられる独特の感触は、まだ和馬には未知のもので、どう反応をしていいのか分からなかった。

　そしてギリギリまで自身を引き抜いた尚紀は、浅い場所で細かな抽挿を刻み始める。

　それも、明らかな意図を持って。

「──っや、…もう……もう、そこ、やだ……っ！」

　そこは和馬が散々感じさせられたあの場所だ。

　もう感じることもつらいのに──指先よりも圧あつ倒とう的な熱量で抉えぐりたてられて、あさましく体が跳ねる。

「だって、ここ、和馬好きじゃん。もっと気持ちよくなって」

　優しさなのかもしれない。

　けれど、本当につらくて──つらいのに、やっぱり気持ちがよくて、和馬の体が震える。

「も……先輩…俺はいい、から……」

　やめてほしいと願うのに、

「和馬が気持ちいいと俺も気持ちいいし」

　尚紀はそんな言葉で終わらせてしまう。

　執拗なまでにその場所で抽挿を繰くり返したかと思えばきまぐれに奥まで一気に入り込み、捏こねまわすようにして腰を使う。

　パターンの読めない動きに、和馬は翻ほん弄ろうされるしかなかった。

「…先輩……なん、で……」

　揺ゆさぶられ続けて、それでもなかなか終わりの兆きざしを見せない尚紀に和馬は切れ切れの声で問う。

「何？」

「きもち…よく、ないですか……？」

　だから終わってくれないのかと言外に問うと、尚紀は動きを緩ゆるやかなものに変えながら答えた。

「凄く気持ちいいよ？　けど、なんか終わんないんだよね。いつもと違ちがう感じ」

　お酒のせいかな、なんて吞のん気きに返されて、和馬は軽く絶望する。

　アルコールを多量に摂せつ取しゆすると、確かに達するのに時間がかかる。

　というか、達しないままということもある。

「……お願い…ですから…終わって……早く…」

　挿そう入にゆうされる前からすでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいな和馬は、哀あい願がんするように告げる。

　その言葉に応こたえるように、尚紀は腰の律動を速めたが、それでもなかなか達しようとはしなかった。

　その間に和馬は浅い場所だけではなく、肉襞を擦られるその感触だけでも悦楽を拾うようになってしまい──尚紀がやっと満足げに息を吐はいた時には、もうほとんど意識は残っていなかった。







　　　◇◆◇







　あまりに疲つかれていて、室内で空気の動く気配はあったが、起きようという気にはなれなかった。

　何度か深く意識が眠ねむりに入っては、またふっと気配を感じるというようなことを繰り返すうち、和馬はあることに気付いた。

　──つか、なんでこんなに腰、痛いてぇんだ……？

　寝ねすぎて腰が痛くなったことは何度かある。

　が、その痛みとは違う。

　場所も、痛みの質も。

　一体、何をしたんだったかと考え始めると、すっと意識が浮ふ上じようして、和馬は目を開けた。

　最初に目に入ったのは、焦あせった様子で着き替がえている尚紀の姿だった。

「……あ？」

　ほとんど音にならない声が唇くちびるから洩もれ、

　──俺、昨夜ゆうべ泊とま……。

　脳内の言葉が最後まで行きつくより早く、尚紀が和馬の目覚めに気付き、そして和馬も思い出した。

　昨夜、尚紀との間に起きた、アレを。

「和馬……」

　戸と惑まどいがちに尚紀が声をかけてくる。

「…はい」

　とりあえず、そう答える以外にどうすればいいのか分からない程度には、和馬もパニックだった。

「えっと、ごめん。とにかく、昨夜のことはごめん」

　ベッド横の床ゆかに膝ひざをついた尚紀はマットレスに頭をつけるようにして謝った。

「えっと…、すみません、俺ちょっと起きたばっかで、いろいろ整理できてないんで」

　自分の身に起きたことにどう対応すればいいのか、理性的にも感情的にも整理ができず、謝られてもどうしていいのか分からないし、掠かすれ切った声が忌いま々いましい。

　ただ、和馬のその返事が冷たく聞こえたのか、マットレスから顔を上げた尚紀の顔が歪ゆがんでいた。

「あの……キレてるとか、怒おこってるとか、そういうんじゃなくて……ちょっとしばらく茫ぼう然ぜんとしてたいんですけど」

　茫然としてたい、とはまたわけのわからない理由だと自分でも思う。

　だが、それが今の率そつ直ちよくな気持ちだ。

「和馬…」

「今、何時ですか？」

「八時…回ったとこ」

「……先せん輩ぱい、遅ち刻こくじゃないですか」

　和馬も同じく遅刻だが、出社できる気がしない。

　今日は休もう、と決めた。

「うん。俺も起きたの遅おそくて」

　叱しかられた子供のようなしょぼくれた顔をして尚紀は言う。

「とりあえず、会社、行って下さい。雅樹くんは？」

「着替えさせて、ソファーで待たせてる」

「じゃあ、いってらっしゃい」

　なんか、結構冷静だな、俺、と思いつつ、和馬は手を振ふる。

　尚紀は複雑そうな顔をして、もう一度頭を下げた。

「ホント、ごめん。帰ったら、ちゃんと謝るから…待ってて」

「動きたくないんで、待ってます」

　半分本音、半分冗じよう談だんのつもりだったが尚紀の表情が曇くもった。

　しかし、それに和馬が口を開くより早く、

「ごめん……、じゃあ、行ってくる」

　もう一度謝って立ち上がり、部屋を出て行った。

　その様子がトボトボという感じで、二メートル近い背をかがませてドアをくぐって行く感じが、この状じよう況きようで思うことじゃないのに、妙みように可愛かわいく思えた。

　少しするとリビングの方から、尚紀がぼやいていた、雅樹の朝のイヤイヤの洗礼の声が聞こえてきたが、どうやら力業わざで抱だき上げて出かけたらしい。

　イヤイヤの声が遠ざかり、玄げん関かんのドアが閉まる音が聞こえた。

　──これで、一人、か……。

　そう意識すると同時に、やはり少し身構えていたのだろう。体から力が抜ぬけた。

「まさか、先輩としちゃうとはなぁ……」

　確かに高校時代、憧あこがれ以上の感情を持ったことはある。

　もちろん、その頃ころはまだそれが恋れん愛あい感情だとは思っていなかったが、間ま違ちがいなくあれはそうだった。

　──あ、そういや、合宿の時、ちょっとアレな雰ふん囲い気きの時あったな……。

　一年の時の、インターハイ前の合宿の時だ。

　尚紀が三年部員の間で行われた大だい富ふ豪ごうで大負けし、罰ばつゲームとして、夕食後に夜食の買いだしを命じられたのだ。

　その時、すでに尚紀と二人一組というような認にん識しきをされていた──尚紀も和馬も、そういう認識ではあったが──おかげで、和馬もついて行かざるを得なくなったのだ。

　合宿所がやや辺へん鄙ぴな場所にあるため、買いだしに行くコンビニは二キロ先だ。

　夜道を二人、どうでもいいことを話しながらコンビニに向かい、頼たのまれた物を買い込んでの帰り道、途と切ぎれた木こ立だちの合間から見えた月が綺き麗れいで、和馬は足を止めた。

「月、綺麗ですね」

　その声に尚紀も足を止め、見上げる。

「あー、ホントだ。満月…にはちょっとたりないかなー」

　そう言った後、笑って和馬を見た。

「『月が綺麗ですね』ってアイラブユーって意味だって知ってる？」

「は……？　そうなんですか？」

　何をどうやったら月が綺麗だという風景の描びよう写しやが、愛の告白に取って代わるのか、意味不明だ。

「昔、外国の小説を翻ほん訳やくする時に、アイラブユーを『月が綺麗ですね』って訳したらしいよ」

「奥ゆかしすぎて、今だと意味不明ですね」

「だよね。けど、授業でその話聞いてたから、今、和馬に月が綺麗だって言われて、ちょっとドキッとした」

　尚紀のその言葉に、和馬は苦く笑しようする。

「ドキッとしないでください、男同士で」

　そう、普ふ通つうならドキッとしたりはしない。そう思ったのだが、

「他ほかの奴やつならそうなんだけど、和馬は別かなー」

「別って……」

　和馬の心臓が小さく跳はねた。

「和馬、綺麗な顔してるし、優やさしいし、キスくらいならできそうな気がする」

　尚紀はそう言って、すっと背をかがめた。

　顔が近づいてくるのを、和馬はなぜか逃にげることもできず茫然と見て──間近で尚紀は笑った。

「やっばい、和馬が目とか閉じたりしてたらマジでやっちゃうとこだった」

　そう言って、顔を離はなす。

　キスをしてしまうところだった、と認識した途と端たん、頭の中が真っ白になった。

「茫然としてただけなんですが、貞てい操そうの危機だったんですね、俺」

　真っ白になった頭の中で、なんとかそんな言葉をひねり出す。

「貞操って、そこまで言ってないじゃん」

「いや、分かんないじゃないですか。俺、ちょっと今夜から貞操の危機を感じた方がいいかもしれないと思いました」

「だから、しないってば」

　けらけら笑って言う尚紀に、和馬も噴ふき出す。

「先輩がもしそっちでも、俺だけは味方ですから」

　そう言った和馬に、尚紀が何と返したのかは覚えていない。

　多分、取るに足りない軽口が返ってきたのだろう。

　和馬が自分の性せい癖へき──性別に関係なく恋愛感情を抱けるタイプだと気付いたのは、尚紀たちが卒業してからのことだった。

　それを自分で認めた時に、あの時にキスをされそうになって逃げなかったのは、尚紀のことをそういう意味で好きだと感じていたからだと納なつ得とくした。

「つか、まあ、今も好きっつーか、そういう意味でも魅み力りよく的な人だけど……突つっ込まれる側とは思わなかったっていうかな……」

　今まで同性を相手にした時は、自分が抱く側で、逆の立場になることはなかった。

　こっちの世界では体格の差がそのまま、抱く側と抱かれる側に分かれるわけではない。あくまでもメンタルの問題で、和馬は抱く側の人間として相手を好きになることしかなかった。

　とにかく想定外のことが起きて驚おどろいてはいるが、男同士のセックスに関しては立場が逆とはいえ経験もあるから、さほどのパニックにはなっていない。

　──問題は、先輩の方、だよな……。

　酔よった勢いとはいえ、しでかしたことに対して責任を感じないはずがないし、和馬もちょっと気まずい。

「ま、考えても仕方ないか……寝ねなおそう」

　体のあちこちが痛くて、疲ひ労ろう感かんでいっぱいだ。

　とにかくもう少し寝て、疲つかれだけでも取りたい。

「っと、その前に会社に電話しとかなきゃな……」

　和馬はのろのろとベッドの上を移動して、自分の携けい帯たい電でん話わを探す。

　服を脱ぬがされた時か揉もみ合いになった時にポケットから零こぼれたらしく、床ゆかの上に落ちていた。

　それを拾い上げて、頭痛がするので今日は休ませて下さい、と連れん絡らくを入れると、その酷ひどい声もあってまったく疑われることはなかった。

　電話を終えた和馬は再びベッドの中に戻もどり、とりあえず現実逃とう避ひのために目を閉じた。







　次に目が覚めたのは昼過ぎだった。

　その時には体の痛みは少しましになっていて、シャワーを浴びて体をすっきりさせてから、とりあえずベッドのシーツやカバー類を取り外して洗せん濯たくし、新しい物に替かえた。

　そして、当然のごとく、片付けに入る。

　片付けの最中、三時を回った頃ころに尚紀から、今日は早く帰るので雅樹の迎むかえは自分が行く、というメールが入っていた。

　その内容通り、尚紀は六時半頃に雅樹を連れて帰ってきた。

　おかえりなさい、と出迎えたが、時間を置いたせいか尚紀と顔が合わせづらく、どうしていいか分からなかったが、

「まーちゃ、たあいま」

　満面の笑えみで和馬の足にしがみついてくる雅樹のおかげで助かった。

「おかえり、雅樹くん」

　頭を撫なでて抱きあげると、雅樹はギュッと抱きついて来る。

「雅樹くん、着き替がえさせてきます」

　和馬は尚紀にそう言うと、雅樹を部屋へと連れて行った。

　雅樹は朝に聞こえていたイヤイヤ攻こう撃げきが噓うそのように機き嫌げんがよく、いつもは着替えの途と中ちゆうで逃げだそうとしたり、一度着た服を「これイヤ」と脱ごうとしたりするのだが、今日はすんなりだった。

　食事の時も、久しぶりに尚紀と一いつ緒しよの夕食なのが嬉うれしいらしく上機嫌で、一いつ生しよう懸けん命めい尚紀に保育園でのことを話して聞かせる──おかげで夕食はなかなか進まないが、本当に楽しそうだった。

　いつもは和馬が入れる風呂ふろも、今日は尚紀と一緒で、風呂の中でも随ずい分ぶんとはしゃいでいる様子なのが伝わってきた。

　──雅樹くんのおかげだな。

　が、はしゃいだ分、電池切れも早かった。

　先に風呂からあがってきた雅樹をパジャマに着替えさせ、髪かみを乾かわかし、そしていつもの絵本タイムに入ったのだが、桃太郎の桃がどんぶらこっこと川から流れて来た時、すでに雅樹もどんぶらこっこと眠ねむりの海に漕こぎだしていた。

　そして桃太郎がおんぎゃあ、と生まれた時にはもう完全に寝落ちで夢の国という最速記録を打ち立てていた。

「……もうちょっと起きてて欲しかったんだけど」

　いつもなら歓かん迎げいすべき事態なのだが、雅樹が寝てしまえば、この後は尚紀と二人きりになってしまうため複雑な心境になる。

　とはいえ、いつまでも避さけられるわけではないので、心を決めて雅樹を抱だきあげ、子供部屋に連れて行こうとした時、風呂から出て来た尚紀と廊ろう下かではち合わせた。

「あ、寝ちゃったんだ？」

「はい、随分はしゃいでたから、電池切れも早かったみたいです。ちょっと寝かせてきます」

　雅樹が起きないように小声でぼそぼそと話す。

　心臓が落ち着かない様子を見せ始めるのを感じながら、和馬は子供部屋に入った。

　いつものように添そい寝をして、起きないのを確かく認にんしてから部屋を出る。

　尚紀が待っているリビングまではほんの数歩。

　しかしその数歩をやたら時間をかけて和馬は進む。とはいえ、あっという間だ。

　和馬がドアを開けると、ソファーに座っていた尚紀はやや緊きん張ちようした顔をこちらに向けた。

「寝た？」

「ええ、ぐっすりです」

　そう言って、和馬は尚紀の斜ななめ向かいに腰こしを下ろした。

　そこで言葉が途と切ぎれて、部屋の中を重い沈ちん黙もくが支配する。

　それを破ったのは尚紀だった。

「……昨夜ゆうべは、ほんとうに、ごめん…」

　そう言って、膝ひざにつけるようにして頭を下げる。

「とりあえず、頭、上げて下さい。俺としては、なんで先せん輩ぱいがああなっちゃったのか、そっちの方が問題なんで、説明して欲しいです」

　昼間、ずっと考えていたのはそれだ。

　自分の性的指向ゆえに、知らぬ間に尚紀を誘ゆう惑わくするような態度を取っていたのだとしたら、和馬としてはそれの方が問題だった。

　尚紀は頭を上げ、また少し間を置いてから口を開いた。

「言い訳にしかなんないかもだけど……、昨日、姉ちゃんの事故のことで弁護士さんから電話がかかってきたんだ。なんか、事故起こした相手が姉ちゃんが信号無視してたとか言いだしてるんだって」

「そんな……今さら、ですか？」

「そこね、そこそこ大きい道路なんだけど、交通量が少ないから点てん滅めつ信号なんだよね。道路渡わたる人がボタン押して、しばらくしたら横断歩道が青になるってやつ。で、向こうは姉ちゃんが自転車で道路に飛び出して来たって言いだしたって。絶対そんなわけないのに…でも姉ちゃん死んじゃってるから、それの証明とかできなくて凄すごい悔くやしくて……」

　尚紀はそう言って何かを堪こらえるように唇くちびるを嚙かんだ。

　死人に口なし、とばかりに、自分の量りよう刑けいを軽くするためにそんなことを言いだす者がいるという話はよく聞く。

　だが、尚紀という身近な存在から話を聞くと、その苛いら立だちや怒いかり、悲しみは和馬の中にもこれまでにないくらいに湧わき起こってきた。

「ホント、クソですね、その犯人」

　雅樹から母親を奪うばっておいて、自己保身しか考えない。それが無む性しように腹立たしかった。

「うん……俺も、凄い腹立って。弁護士さんがなんとか証明してくれる人を探してくれるって言うから、もうお任せってことになったんだけど……、イライラしちゃって。そのまま、出先へ仕事に行ったんだよね。そこで、携けい帯たい電でん話わ水すい没ぼつさせちゃって……」

「あ…、それで昨日電話してもかからなかったんですね。そういえば、今日のメールも会社からだったし」

　携帯電話のプライベートアドレスと商用アドレス、どちらも互たがいに交こう換かんしてあるが、基本的に連絡を取り合うのは携帯電話の方だ。

　珍めずらしいなと思ったのだが、他ほかの用を済ませているついでだったのだろうと思っていたが、携帯電話が使えない状態だと言われて納なつ得とくがいった。

「保険入ってるから、新しいのにするお金はかかんないんだけど…データが復旧できるかどうかって言われて、それもショックで」

「ダブルパンチですね」

「うん。……そんで会社に戻って、もうチョイで終わりって頃ころに得意先の社長から飯食べに行こうって誘さそわれて、昨日は会社のパソコンに和馬のメアド入れてんの忘れてたし、和馬の番号とかメモしてたわけでもなかったから、連絡できないしって思って断ったんだけど、いつになく強ごう引いんで……ちょっとだけならって、ついてったんだよね。それで、店に行ったら社長の娘むすめさんがいて、なんか三人でご飯食べることになって」

「社長の娘さんを紹しよう介かいされたってことですか？」

「だと思う」

　肯こう定ていされて、和馬の胸の中がざわめいた。

　完全に「面おも白しろくない」というざわめき方だ。

「早く家に帰りたかったけど、無下にできないっていうか……。何度か、雅樹のこと話題に上げて、早く帰んなきゃっていうの察してもらおうと思ったんだけど、私も子供が好きなんですよーとか、はぐらかされて……。乗り気じゃないのに、あからさまに態度にも出せないし、とりあえず飲んでたら……ああいう感じになっちゃって」

「完全に飲まれた、と」

　和馬が言うと、尚紀はうなだれて頷うなずいた。

「うん…ごめん。そんで、朝からのイライラでなんか自分の感情とかそういうのがおかしくなってたから、お酒でもっとおかしくなってたんだと思う。そんで、帰ったら和馬がいつも通りで、それが凄い嬉しくて、和馬がいてくれてよかったって思ったら変なスイッチ入ったっていうか……」

　そこまで言うと尚紀はソファーから床ゆかに座り直し、土下座をした。

「本当に、すみません」

　本気で申し訳ないと思ってくれているのはよく分かった。だが、なぜか和馬の胸は痛んだ。

　──ていうか、なんで俺ショック受けてんの？

　自分でも分からなかったが、とりあえず、尚紀の土下座が気になった。

「とりあえず、土下座やめてください。まだ話の途と中ちゆうだし……。先輩の気持ちは受け取るっていうか、分かってますんで」

　和馬はそう言って土下座をやめてもらった。

　尚紀は床に正座をしたまま、和馬を見る。

　いくら背が高いと言ってもソファーに座す和馬と床に正座の尚紀とでは目線の高さが違ちがう。

　尚紀を見下ろすのは結構新しん鮮せんだな、とどうでもいいことを感じながら、和馬は口を開いた。

「昨夜のことは、正直思い出したら凄い恥はずかしいし、気にしないとかは言えないんですけど、とりあえず、怒おこってるわけじゃないです、俺」

　それは紛まごうことなく本音だ。

　尚紀としてしまったことを怒っているわけじゃない。

　それなのに、さっきの胸の痛みはなんだったのか？

　自分でもわからなかった。

　だが、そんな和馬の返事に、

「そんなはずないじゃん。男にあんなことされて、キレないわけないじゃん。だから、和馬の気が済むなら殴なぐるなり蹴けるなりしてくれていいし、慰い謝しや料りよう的なの出せって言うなら、用意もする」

　尚紀はそう返してきた。

　それに和馬は小さく息を吐はくと、できることなら言わずに済ませようと思っていたことを告げることにした。

「慰謝料とかもいらないですし、暴力で解決っていうのも、別にいいです。て言うか、俺、男でも女でも、どっちでもイケちゃうタイプなんで、男同士のセックスそのものに嫌けん悪お感かんとかはないんですよ。……まあ、受け身になるのは初めてでしたけど」

　できる限りさらりと告白した。

　その言葉に尚紀は驚おどろいて茫ぼう然ぜんと和馬を見上げるだけになる。その尚紀に畳たたみかけるように和馬は続けた。

「なかったことにはなんないですけど、高校時代からの先せん輩ぱいとの関係があれだけのことで壊こわれるってことはないんで、できれば気にしない方向でお願いしたいです。繰くり返し謝られて蒸むし返されるのも、恥ずかしいんで」

　はっきりと言い切った和馬に、尚紀はもう一度、頭を下げた。

「ごめん……。和馬には世話になってばっかなのに、俺までこんなんで」

「別に、子供の世話は慣れてるから面めん倒どうでもないし、特に負担って感じでもないんですよ。雅樹くんの世話見て、持ち帰りの仕事ある時は片付け放ほうりだしてそっちやったりしてますし」

　長く雅樹の世話を見続けることになるかもしれない、と考えた時、和馬は優先順位として二番目には自分のことをすると決めた。

　雅樹は今は人の手を借りなければ何もできないので、和馬が手を引くことは死活問題になる。だが、尚紀の部屋はまだまだあれだが、それ以外の場所は生活するのに問題があるような散らかり方ではないから、二、三日片付けなくても問題はない。

　だから、自分の方でしなくてはいけないことがあったら、次にはそれ、と決めたのだ。

　そのおかげで、今のところ順調に回っている。

「先輩は格好いいし、仕事もできるんだから、本当に子供が好きで片付けの上手なお嫁よめさんをもらえばいいですよ。それまではできるだけサポートしますから」

　和馬が笑って続けると、尚紀は複雑な顔をした。

「…なんか不満ですか？」

「不満っていうんじゃないけど…、雅樹の面倒を見てもらうために結けつ婚こんするって、おかしいと思うから」

「それはそうですけど、先輩自体もこと家庭内のことに関しては世話を見てもらうの推すい奨しようなレベルじゃないですか。この前、キッチンの戸と棚だな整理した時、大量に消費期限切れのレトルトやインスタント食品出てきましたし、先輩、食材は冷れい凍とうしたら永遠に使えると思ってませんか？」

　冷凍庫から二年前の日付の肉のパックが出てきたのは笑えなかった。

　全然笑えなかった。

「和馬、厳しい……」

　だがその指し摘てきが普ふ段だんの和馬通りだったからか、尚紀はやっと普ふ通つうに笑って言った。

　それに和馬はほっとしつつ、

「そんなわけで、雅樹くんも先輩も心配なんで、今まで通りに来ますから、俺」

　そう宣言すると、尚紀は、何か言いたそうな表情を見せた。だが、それが言葉にされるのを封ふうじるように和馬は続ける。

「異議、ないですよね？」

　余計な謝罪は必要ないのだと言外に含ふくめた物言いを尚紀も悟さとったのか、よろしくお願いします、とさっきの土下座とは意味合いの違う土下座をして、終わりにした。

　それに少なからず和馬はほっとしたのだった。
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　三日ほど、ぎこちなさは残っていた。

　それでも和馬がいつも通りの対応をしたことで尚紀も安心したのか、またいつものような空気の中で、過ごせるようになっていた。

　そんなある日、他部署との打ち合わせを終えて部署に戻もどって来たところで、和馬は智里に呼び止められた。

「菅原、いいところに帰ってきた。前に出してた企き画かく書しよ通ったぞ」

　そう言われて、和馬は目を見開いた。

「本当ですか？」

「ああ。ついさっき経けい企き部から了りよう承しよう印捺おされて返ってきたところだ」

　智里はそう言って、戻ってきた企画書を和馬へと渡わたす。

「うわ…ホントだ……」

　それは、今度発売される女性向け美容器具の営業企画案だった。

　初回生産ロットは大きくはないが、当たれば関連商品の販はん売ばいも見込める商品で、開発部と何度も意見交こう換かんをしてきた。

「で、この企画は、菅原に任せようと思ってる」

「え、俺ですか？」

　思ってもいなかった言葉に、和馬は即そく座ざに問い返した。

「ああ、大がかりなプロジェクトというわけじゃないし、もともと菅原が中心になって立てた企画だし、おまえなら適任だと思う」

「俺がリーダーってことですか？」

　念押しするように確かく認にんすると、智里は頷いた。

「普段通りにやれば、大だい丈じよう夫ぶだ。分からないことがあれば聞いてくれればいいし。頼たのめるか？」

　それは正直、チャンスだった。

　同期ではまだ誰だれもプロジェクトリーダーをしたことがない。一期上の先輩の中にも、経験者は限られている。

　そんな中で自分に、というのは、企画規模が小さいとはいえ大だい抜ばつ擢てきだ。

「頑がん張ばります」

「じゃあ、頼むな。……でも、大丈夫か？　まだ天使の世話は見にいってるんだろう？」

　心配してくる智里の言葉に和馬は頷うなずいた。

「大丈夫です。……どうせうち、残業できないですしね」

「まあ、それもそうだな。チームメンバーは後で選出しておこうと思うが、いいか？」

「はい、お願いします」

「別プロジェクトが進行中だから、専任メンバーにはあんまり年長者は付けられないけど、サポートには付けられるから…悪いな」

　部内では他部署との合同企画が立ち上がっていて、部の半数がそれに関かかわっている。その企画の部内リーダーは智里だ。

「大丈夫です、そっちみたいに長丁場になる企画でもないんで」

「その代わりスピードが命だからな」

「そうですね、若さで頑張ります」

　おどけて言った和馬に、智里は笑いながら頼たよりにしてるぞ、と返してきた。

　その日の退社前にはチームメンバーが決まった。

　智里が最初に言った通り、専任メンバーは和馬の同期を中心にした若いメンバーばかりだった。

　正直にいえば初めてのリーダーだし、若いメンバーということで不安がないわけではないが、せっかく見込んでもらえたのだし、若いということは勢いがあるということだとプラスに考えて、和馬はプロジェクトに取り掛かかった。

　実際に自分がリーダーになって分かったことは、思った以上に細かな仕事が多くて時間がかかるということだった。

　作業そのものはメンバーに手分けしてやってもらうのだが、その確認作業がとにかく時間を食う。

　おかげでいきなり忙いそがしくなり、時間内で仕事が終わらないことがほとんどだ。

　とはいえ、基本的に残業が許可されていないこともあり、持ち帰りの仕事が多くなった。

「雅樹くん、ごはんちゃんと食べよ？」

「やーぁ」

　和馬が差し出したスプーンに掬すくったチャーハンを、雅樹はぷいっと横を向いて避よけてしまう。

　その日も和馬は仕事を持ち帰ったのだが、このところ、雅樹はご機き嫌げん斜ななめなことが多い。

　いや、ご機嫌斜めというよりも、これまで主に尚紀に対して発揮されていたイヤイヤ攻こう撃げきが、和馬に対しても発揮されるようになったのだ。

　それだけ和馬を「甘えていい相手」だと認識したということだと思うと、それはそれで嬉うれしいのだが、どうして今なのかと思ったりもする。

　今までなら三十分ほどだった食事時間が、倍の時間がかかっても半分も終わってないこともしばしばで、お風呂ふろの時も体や髪かみを洗うのに抵てい抗こうをされて手間取るし、読む絵本選び一つにしても、あれもこれもイヤとごねるのだ。

　そういう時期だと分かってはいるが、仕事をしたいというイライラが少しずつ和馬の中に蓄ちく積せきされるのも事実だ。

　しかも、保育園でもこれまでにない問題行動が出ているらしく、おもちゃを友達に譲ゆずらずにケンカになったり、積み木を投げたりしているというのだ。

『推測でしかないんですけれど、やっぱりお母様がいらっしゃらない、ということに対してのストレスがあるんじゃないかと』

　迎むかえに行った時に、保育士からそう言われたが、それにどう対応していいか分からなかった。

　何をどう頑張っても、雅樹に母親を取り戻してやることはできないからだ。

　だから、精いっぱいスキンシップを取って、寂さびしくないようにと頑張っているのだが、それさえ拒きよ絶ぜつするように『イヤ』とそっぽを向かれて、切なくなる。

「先せん輩ぱいに、偉えらそうに言える立場じゃないじゃん、俺だって……」

　ようやく寝ね付ついた雅樹の顔を見つめながら、和馬は呟つぶやく。

　弟や甥おいっ子で、反はん抗こう期は慣れていたとはいえ、どちらもみんなで持ち回りで面めん倒どうを見ていたような形だから、今のように比重の高い状じよう況きようになると、つらかった。

「ただいまー」

　ボーッと雅樹の寝顔を見つめているうちに、いつの間にか尚紀が帰ってきていたらしく、子供部屋のドアを静かに開けて、小さな声で声をかけられた。

　その声に和馬は慌あわてて体を起こした。

「おかえりなさい」

「今、寝たとこ？」

「少し前です。寝顔が可愛かわいくて見とれてました」

　笑って言いながら和馬は立ち上がり、雅樹が起きる様子がないのを確認して、尚紀と部屋を後にした。

「今日は遅おそかったんですね」

　夕食を温め直しながら、カウンターキッチン越ごしにダイニングテーブルについている尚紀に声をかける。

「うん、ちょっと仕事が立て込んでて。まだしばらくこんな感じになりそう」

「大変ですね」

「まあ、仕方ないけどね。和馬の方は？」

　聞かれて、和馬は頭を横に振ふり、

「特に何もありませんよ。順調っていうか平へい凡ぼんな日々です」

　噓うそをついた。

　尚紀にはプロジェクトリーダーになったことは話していない。

　忙しくなったとはいえほぼ定時で上がれるのには変わりがないから、余計な気を遣つかわせたくなかったからだ。

「ただ、雅樹くんが少し。保育園でも問題があるみたいで」

「あー、友達とケンカしたとかってやつ？　俺も朝、送ってった時に言われた」

「お母さんがいない寂しさから来るんじゃないかって……」

　付け足した和馬の言葉に尚紀はため息をついた。

「それはどうしてやることもできないし……」

「ですよね」

　そう言った後、和馬は、

「まあ、反抗期が過ぎたら落ち着くと思いますから。今は嵐あらしの真っただ中ですけれど、なんとかなりますよ」

　そう続けた。

「けど、和馬にも我わが儘まま言い始めてるだろ？」

「ええ、そうですね」

「もし和馬の手に負えないっていうか、相手するの疲つかれたりしたら、ちゃんと言って？　俺、自じ慢まんじゃないけど、人のそういうのに気付くの苦手っていうか鈍にぶいじゃん？　だから」

　尚紀の言葉は嬉しかった。

　嬉しかったが、言えない、と思った。

　自分よりも仕事が忙しい尚紀に、心配はかけたくなかったからだ。

「ホント、自慢じゃないですよね。まあ、そういうとこも昔から知ってますけど」

　笑って言った和馬に、尚紀は『相変わらずキツイ』と苦く笑しようして見せた。







「菅原、この見積もり、計算がおかしくないか」

　前の席の智里から、提出した書類がその言葉とともに差し戻もどされてきて、和馬は首を傾かしげる。

「計算ですか？」

「四行目の金額、入力数字の逆転じゃないか？　そんな金額になるはずがないだろう？」

　指し摘てきされ、戻ってきた書類と手元の資料を確かく認にんすると、確かに数字がおかしくなっていた。

「あ…本当だ。すみません、すぐやり直します」

　そう言った和馬に、智里は心配そうな様子をみせた。

「最近、ケアレスミスが多いな。初めてのリーダーで勝手がわからないこともあるだろうから、どんな小さいことでも相談しろよ？」

「ありがとうございます。ちょっとテンパってるとこはありますけど……大だい丈じよう夫ぶです」

　苦笑しつつ和馬は返す。

　だが、実際には、大丈夫とは思えなくなってきていた。

　相変わらずの雅樹の反抗期と、リーダーとして『失敗したくない』というプレッシャーで精神的にかなり張りつめているのと同時に、チーム内にも問題があった。

「菅原先せん輩ぱい、デザインの締しめ切りって来週の木曜でよかったんですよね？」

　確認をしに来たのは、プロジェクトチームのメンバーに入った原沢だ。

「ああ、スケジュール表確認したんだろう？」

「はい」

「じゃあ、それで進めて」

　和馬が言うと、分かりました、と席に戻っていく。

「悪い奴やつじゃないんだけどな」

　向かいの席で智里が小さく呟く。

　チーム内の問題となっているのは、原沢だった。

　悪い奴ではないが、のんびりしていて、少し作業が遅い。

　とはいえ、和馬が教育係として見ている関係上、今回の和馬のチームから外すわけにもいかず、メンバー入りしているのだが、正直頼たよりないのだ。

「当たり障さわりのない仕事なら、こなしてくれてますし……慣れたら大丈夫だと思います」

　自分の指導力不足もあると思うから、責めることもできず、和馬はそう言うにとどめる。

「……あんまり、無理はするなよ？」

　それに、はいと返事はしたものの、頼るのはなんだか弱音を吐はいているように思われそうでできないな、とも思った。

　だが、そんな小さなプライドがいけなかったのかもしれない。

　翌週の月曜、午後に少し時間のできた和馬はプロジェクトの進行を確認していた。

　今週上がってくる予定の仕事を確認し、外注しているものの進行状況を確かめていた時に、とんでもないことが発覚した。

　木曜に仕上がってくるはずのデザイン発注が、依い頼らい先のデザイン事務所に発注されていなかったのだ。

　発注の仕事を頼たのんでいたのは、原沢だった。

　予想外のことに、和馬は原沢の席に向かうと、怒ど鳴なる様にして聞きそうになるのを必死で堪こらえ、できるだけ落ち着いた口調で問う。

「原沢、デザインの発注、事務所に聞いたら受けてないって言われたんだけど、今回別の会社に頼んだのか？」

　予定外の会社に、何の相談もなく注文していること自体、問題大ありなのだが、発注がされていれば、まだ「小さな問題」だ。しかし、

「いえ、まだ発注してません」

　原沢から返ってきたのは、一番聞きたくない言葉だった。

「発注してないって、なんで！」

　思わず、怒鳴るような声で聞いてしまった。

　部署にいた全員の目が和馬と、そして原沢に集中する。

「せ…先日、締め切りの確認をしたら、先輩が木曜でいいって。なので、それまでに発注を回せばいいと……」

　確かに、確認された。だから、答えた、木曜が締め切りだと。

「……おまえ、あれを発注締め切りだと思ってたのか？　俺が言ったのは、向こうに伝える納品締しめ切きり日のことだ！　大体、プロジェクトの進行表を見れば、何の締め切りかくらいわかるだろう。それに、おまえに発注を頼んだの、先々週だよな？　なんでその日のうちに発注しとかないんだよ……！」

　チームメンバー全員にプロジェクトの進行表は渡わたしてあるし、初回に全員で確認も取った。

　それなのに、締切日を間ま違ちがうなんてあり得ないミスだ。少なくとも、和馬はそんなミスをしたことがないし、聞いたこともない。

　部署のあちこちから「どうするんだろ？」というような空気が流れてくる。その中、

「今、原沢に詰つめ寄ってもデザインが出来上がるわけじゃない。まずは急ぎで受けてくれるよう頼むのが先決だ」

　智里が近づいてきて和馬に声をかけた。

「原沢は、自身の仕事を再チェックしろ。他ほかに抜ぬけがないか」

　原沢は泣いているようで、洟はなをすするような音が聞こえたが、泣きたいのは和馬だって同じだ。

　だが、泣く余よ裕ゆうすらなかった。

　智里に言われたとおり、最初に頼む予定だったデザイン事務所に電話をかけ、急ぎで頼みたいと言ったが、予想通り無理だと断られた。

　実際、無理なのだ。

　中二日で広告デザインを仕上げてくれ、なんていうのは。

「課長、無理だそうです」

「まあ、断るだろうな。俺が向こうの立場でも断るだろうし」

　智里はそう言うと、パソコンの電源を落とした。

「菅原、直接頼みに行くぞ。今までに仕事を依頼した会社、総当たりすれば一件くらいは受けてくれるところあるだろう」

　そのまま外出の準備を始める智里に、和馬は慌あわてた。

「俺一人で大丈夫です」

　そう言った和馬に、智里は笑った。

「一人より二人、だ。さっさと準備しろ」

　こういう時に優やさしくされると、泣きそうになって困る。

　和馬は唇くちびるを嚙かみしめて、ただ頷うなずいた。







　会社に近いところから順番に、依頼したことのある会社に頼みに行ったが、どこも日程的に無理だと断られた。

「さーて、次行くか」

　三軒けん目を断られて出て来たところで、智里はことさら明るい声で言った。

「すみません、課長にまで迷めい惑わくをかけて……」

　うなだれる和馬の背中を、智里は勢い良く叩たたく。

「おまえが謝らなきゃならないことじゃない。原沢がスケジュールの確認をしに来た時、俺も何も思わなかった。あの状じよう況きようで、発注期限だと思う奴なんかいない。おまえのプロジェクト進行表は分かりやすかったし、あれは完全に原沢のミスだ」

「課長……」

「でも、チームで動く限り、一人のミスは全員で被かぶることになる。責任を負わされるのはリーダーのおまえと、リーダーを任命した俺だ。けど、正直、人のミスで責任なんか取りたくないっていうのが本音だろ？」

　それは、智里らしからぬ言動に思えた。

　本音かもしれないが、そんなことを言う人物には思えなかったからだ。

「それは、そうですけど……」

「だったら、責任が発生する前に帳ちよう尻じり合わせればいいんだよ。全力で受けてくれる会社を探す、今はそれだけだ」

　智里はそう言うと、行くぞ、と先に歩きだす。

　自分よりも少し小さく、華きや奢しやな背中が頼もしく見えた。

　四軒目でも断られ、訪おとずれた五軒目は、和馬がよく知っているデザイン事務所だった。

　大手というわけではないが、評価の高い仕事をすることで知られている事務所で──尚紀の働いているところだ。

「御協力したいのはやまやまなんですが……明々しあ後日さつてが締しめ切りの仕事というのは…、スケジュールの空いているデザイナーもおりませんし、短期間制作でクオリティーの低いデザインを出すことは我が社としては絶対にできませんので」

　パーテーションで区切られた商談室のようなところで応対をしてくれた担当者の西にし畑はたという、五十手前くらいの男が口にしたのは、ここまでの会社で聞いてきたのと同じセリフだった。

「それは重々承知しておりますが、本当に困っているんです。お願いします」

　和馬は深く頭を下げる。だが、

「そうおっしゃられても……、せめて一週間あればなんとかなりますが……」

「週末には、印刷所に回さないとなりませんので……金曜の午後一までなら」

　智里が言いづらそうに口を開く。

「やはり、それでは無理ですね」

　西畑がそう言った時、彼が背にしているパーテーションの上に、見知った顔が見えた。

　和馬の身長ほどの高さのあるパーテーションの上に顔が出るほどの高身長の持ち主など、そうそういるわけじゃない。

　その人物は和馬を見て、笑え顔がおを見せた。

「あー、やっぱ和馬だ。聞いたことのある声だと思った」

　そう言って、パーテーション脇わきのスペースから中に入ってきたのは尚紀だ。

　尚紀の身長と、まさか和馬の知り合いがいると思っていなかった智里は驚おどろいた顔をみせたが、身長のことで驚かれ慣れている尚紀は気にした様子もない。

「どうしたの？　もしかして、雅樹になんかあった？」

　和馬がわざわざ訪ねてくる理由として一番思いあたるのは雅樹のことだったらしく、心配そうな顔でそう聞いてくる。

　それに和馬は頭を横に振ふった。

「いえ、違ちがいます」

「じゃあ、なんでそんな今にも死にそうな顔してんの？　体、どっか調子悪い？」

　怪け訝げんな表情で、尚紀は西畑の横に腰こしを下ろした。

「仕事の依頼にいらしたんですが、締め切りがタイトなのでお断りを……」

「デザインの仕事？　どんな？」

　尚紀はそう言うと、西畑の前に置いてあったデザインコンセプトの用紙を手に取った。

「女性用の美容器具で……」

「ふぅん……これ大事な仕事なんだよね？　コンセプトしっかりしてるから、これならやれるかも。締め切りいつ？」

　いつにない真しん剣けんな顔で聞いてきた尚紀に和馬が答えるより早く、西畑が焦あせった様子で口を開いた。

「織原さん、そんなことを聞いて……、一体いくつ仕事抱かかえてると思ってるんですか！」

「んー、…六個？　でも、一個は今日終わるし、二つは締め切りまだ先じゃん。コンセプトしっかりしてるからそんな時間かかんないよ、きっと。和馬、俺でよかったらうけるけど、いつまでに仕上げたらいい？」

　その言葉に、和馬は締切日を告げるのをためらった。

　ビジネスに私情を挟はさむことは絶対にダメだと思うし、尚紀の忙いそがしさは和馬とてよく分かっている。

　けれど、どこに行っても同じ理由で断られるだろう。

　すでに心は折れかかっていて、けれど、どうしても締切日を口にすることはできなかった。

「もしかして明日あした、とかっていう？」

　笑いながら、恐おそらくは和馬の気持ちを軽くするつもりで尚紀はあり得ない締切日を口にする。

「いえ、できたら…明々後日、です」

　明々後日だって、充じゆう分ぶんあり得ない設定だ。だからこそ、告げた口は物もの凄すごく重かった。しかし、

「分かった、俺、やっとくね、これ」

　いつもの軽い口調で尚紀は言った。

「先せん輩ぱい…」

「織原さん！　ダメですって、そんなの…今だって残業し倒たおしてて、大変じゃないですか！」

　西畑が必死で止めようとしたが、

「西畑さん、和馬ってうちの雅樹の世話、見てくれてるんだよね。俺が、毎日残業できんのも、最近ちゃんと書類とかどっかにやっちゃったりせずに済んでんのも、和馬のおかげなわけ。もし、和馬が仕事でバタバタしたりして、雅樹の面めん倒どう見られないとかってことになったら、俺、そっちの方が困るし、仕事に支障でちゃうんだけど」

　尚紀は悪びれもせずにそう言う。

　そして、尚紀のこれまでをよく知っているらしい西畑は言葉に詰つまった。

「でも……」

「大だい丈じよう夫ぶ。和馬とは家に帰ってから顔合わせるから、その時に細かい打ち合わせとか訂てい正せいとかできるし」

「デザイン部の主任と専務に聞いてまいりますので少しお待ちいただけますか」

　西畑はそう言うと、一度席を外した。

「先輩、本当にいいんですか……？　今だって、毎日残業なのに…」

　恐る恐る和馬は聞いた。

「和馬がうちに来れなくなって、残業できない方が大丈夫じゃないよ」

　尚紀はそう言ってから、和馬の隣となりにいる智里へと視線をやった。

「和馬の、会社の方ですよね？」

　その問いに智里は頷うなずいた。

「はい、菅原と同じ部署におります島津です」

　智里はそう言うと名めい刺しを取り出し、尚紀へと差し出す。尚紀はその名刺を手にとってから、何か思い出したような様子で口を開いた。

「あ…合コンに行かないもったいない課長さんだ」

「え？」

　思いもしなかった言葉に智里は驚いた顔をした後、和馬を見る。

「そんなこと、話してたのか？」

「えっと、その……」

　戸と惑まどう和馬を、

「格好よくてとても仕事ができる、尊敬できる先輩だと話してくれた時に、少し」

　尚紀がフォローするように──もとはといえば、尚紀の言葉が発ほつ端たんだが──言った時、西畑が戻もどってきた。

「お待たせしてすみません。……他ほかの仕事に絶対に支障が出ないのであれば許可すると」

　渋しぶ々しぶ、という様子ながら、西畑はそう言った。

「受けた方が支障出ないから、平気」

　飄ひよう々ひようとした様子で尚紀は返して、和馬を見た。

「じゃあ、俺が責任もってデザイン上げるから、和馬は安心してていいよ」

「本当に、すみません」

　和馬は深々と頭を下げる。隣で智里も同じように頭を下げた気配があった。

「いいよ、そんなことしなくて。和馬にはホント世話になってるし、これくらいはしないと」

　笑って尚紀はそう言ってくれた。

　喜んでいいはずの言葉なのに、なぜかその言葉が和馬の中に妙みように突つき刺ささった。







　　　◇◆◇







　会社へと戻り、チームメンバーにデザインを引き受けてもらったことを伝え、落ちこんでいる原沢には、これからは充分気をつけてくれとだけ声をかけた。

　もっと他にフォローするような言葉を言えば良かったのかもしれないが、今の自分にはそれで精いっぱいだった。

　外に出ている間、特に変わったことはなく、幾いくらか仕事は残っていたが、持ち帰りのできるものばかりだったので、なんとか定時で会社を上がり、雅樹を迎むかえに行った。

　保育園での雅樹の問題行動はまだおさまってはおらず、保育士も、そういう時期の子供だということは分かっているものの、他の園児との間にたびたびいさかいが起きるので困るというようなことを告げて来た。

　なかなか改善が見られないなら、もしかすると退園もあり得るのかもしれない、と思わせるような言い方だった。

　それに、すみません、とだけ謝り、雅樹を連れて家へと戻る。

　その道中もたびたび、歩くのをぐずったり、抱だっこも嫌いやがったりで、なかなか前に進めない。

　宥なだめすかしてなんとか帰りつき、ルーティンワーク化している家事をしながら雅樹の面倒を見るが、ご飯もお風呂ふろもイヤイヤと言い続けられて、どうしていいのか分からなかった。

　無理に体や髪かみを洗えば大声で泣き出して、泣くのを慰なぐさめようとしても「イヤ」と拒きよ絶ぜつの姿勢だ。

　絵本を読むのも、子こ守もり歌うたもイヤ。

　おんぶも抱っこもイヤ。

「じゃあ一人で眠ねむれる？」

　そう聞いても、イヤ、なのだ。

　じゃあ、何ならいいのかと思うけれど、雅樹の「イヤ」の根っこにあるのは、母親に会えない寂さびしさがあるのだろうと思うと、どうにもできない自分の無力さがどうしようもなくつらい。

　和馬じゃなくて、ママがいいのだということを、必死で「イヤ」という言葉で伝えてきている気がして、悲しくて、そしてつらかった。

　それでも、なんとかしなくてはならない。

　弟や甥おいっ子の時には、家族それぞれが適当に手を貸しながらこの時期を乗り切ったが、雅樹のことを任されているのは自分なのだ。

　ただでさえ忙しい尚紀に、余計な仕事までさせるのだから、雅樹のことだけはちゃんと一人で頑がん張ばりたい。

　そう思うのだが、もしこのままだとあの保育園を変わらなければならなくなりそうで、そう考えるとプレッシャーで心が折れそうだった。

「……泣いてる余よ裕ゆうなんか、ないのに…」

　なんとか雅樹を寝ねかしつけて、リビングで洗せん濯たく物ものを畳たたんでいると、涙なみだが溢あふれて来た。

　必死でそれを拭ぬぐっても、涙は止まろうとせず、和馬は畳んだばかりのタオルを顔に押し付ける。

　その和馬の耳に、部屋の時計が十時を告げる音楽が聞こえた。

　いつもなら尚紀は帰ってきている時間だ。

　食事を終えて、風呂に入っている頃ころだろう。

　けれど今日はまだ帰って来ていない。和馬が無理な仕事を頼たのんだせいだろう。

　そう思うと申し訳なさで、涙がまた溢れた。

「……っ…う…、…く……」

　しゃくりあげそうになるのを、唇くちびるを嚙かんで必死で堪こらえていた時、玄げん関かんのドアが開く音がした。

「ただいまー」

　尚紀の声だった。

　なんとかして涙を止めないと、と思ったが玄関からリビングまでは数歩の距きよ離りでしかない。

　そんな短時間にどうにもできるわけがなく、和馬は洗濯物を畳む振ふりで俯うつむいたまま、部屋に入ってきた尚紀を出で迎むかえた。

「おかえり…なさ……ぃ」

　だが、たったそれだけの声が嗚お咽えつに震ふるえる。

「ただいま……？」

　あからさまに不ふ審しんがられた気配がして、尚紀が部屋に入ってくる。

「和馬、どうした？」

　和馬のすぐ前に腰こしを下ろし、俯く和馬の顔を下から覗のぞきこんでくる。

　顔を背そむけようとしたが、そんなことをしたところで泣いているのはバレバレだった。

「なんで泣いてんの？　雅樹、そんなに困らせるようなことしてる？」

　心配そうな声に、和馬は首を横に振った。

「…迷めい惑わく、かけてすみません……」

「仕事のこと？　あれなら気にしなくていいよ。……そのことだけで、泣いてたわけじゃないだろ？」

　そう聞くと、尚紀はせかすことなく和馬が答えるのを待った。

　和馬はしゃくりあげそうになるのが幾らか収まるのを待って、口を開いた。

「仕事…、初めてリーダーさせてもらうことになって…、プレッシャーとかあって……、なのにミスで先せん輩ぱいに迷惑かけるし…、雅樹くんのことも……任されてるのに、なかなかちゃんとしてあげられなくて…難しい時期だって分かってるけど……、保育士さんに退園を勧すすめられることになったりしたらどうしようとか、悪いことばっか考えて……」

　そう言った和馬の頭を、尚紀はいつかのように大きな手でワシワシと撫なでた。

「仕事のことは、ホント気にしなくていいから。西畑さん、あんな風に言ってたけど、自分が義理で断れなかった無む茶ちやブリすぎる仕事、俺が助けてあげたことあるしさ。和馬の持ってきた仕事くらいなら全然大だい丈じよう夫ぶ。和馬にはもっと世話になってるし」　>>>♥

　昼間と同じセリフに、和馬の胸があの時と同じ痛みを訴うつたえる。

　──雅樹くんの世話を見てるから、受けてくれたんだ……。

　それは、理由としてはまっとうなのだと分かっている。

　しかし、胸が痛かった。

　じゃあ、どういう理由で受けてくれたなら胸は痛まなかったというのだろうか。

　そんなことを考えている自分に和馬は戸と惑まどった。

「雅樹がさ、めちゃくちゃ不安定な状態になってんのは分かってる。保育士さんから耳の痛くなるようなことは俺も言われてるけどさ、ケガとか病気とか、そういうのさえなかったらいいと思ってるし、何かあってもそれは俺の責任で、和馬のせいじゃない。和馬は俺が思ってる以上のことをしてくれてる」

　尚紀はそう言った後、不意に笑った。

「けど、和馬でもミスしたり悩なやんだりするんだなって思ったら逆にほっとした」

「ほっと……？」

「うん。雅樹の世話も、家のことも、もう完かん璧ぺきじゃんっていうくらいしてくれてるし、俺がだらしなくしてんのが申し訳なくなってたんだよね」

　そこまで言って一度言葉を切った尚紀は、少し間を置いてから続けた。

「高校ん時さ、和馬が同じコートに立ってる時は、絶対にボールを上げてくれるって無条件に信じてたよ、俺。前に和馬、俺のこと頼たよってたって言ってくれてたけど、逆に俺の方が和馬を頼ってた。インターハイの準々決勝で和馬がベンチに突つっ込むの覚かく悟ごでボール取りに走った時、俺も主将も和馬ならボールあげてくれるって信じてたし、そのおかげであの試合勝てたし」

　あれは、セットカウント二対二で迎むかえた第五セット、三度目のセットポイントだった。和馬の高校が決めれば勝ちという状態で二度追いつかれ、流れが相手チームに行きそうになっているのを誰だれもが感じていた。

　もし、ここで追いつかれたら、きっと心が折れる。

　そんな状じよう況きようで、相手のアタックを止めようとしたブロックがはじかれ、ボールがベンチへと向かって飛んでいった。

　走って突っ込めばケガをするかもしれない。

　冷静に考えればそう思っただろう。

　だが和馬は躊ちゆう躇ちよせず、ボールを追い、ベンチに突っ込みながらボールを上げた。

　体の上に倒たおれてくる折りたたみイスのパイプの感かん触しよくを頭のどこかで感じながら、和馬は自分のあげたボールを、尚紀が相手コートへと叩たたきつけるのを見ていた。

　まるで神様みたいだと感動したのを覚えている。

「結局、あれで和馬、肩かた痛めて次の日の試合出られなくて、うちも負けちゃって、三位決定戦には勝てたけどさ、やっぱ和馬がいないとなーってなんか思ってた」

「ありがとう…ございます……」

　なんだか間が抜ぬけた返事だとは思ったが、それ以外の言葉を和馬は見つけられなかった。

　そんな和馬に、

「そんでさ、こんな風に世話を見てもらってるのが嬉うれしくて、勘かん違ちがいしてるだけかもしれないし、こういう状況で言うことでもないと思うんだけど……」

　尚紀はそこまで言って言葉を切り、自分の気持ちを確かく認にんするような間を置いて、続けた。

「俺、和馬のこと好きかもしれない」

　繰くり出してきた尚紀の言葉は、まったくの予想外でしかなく、和馬は一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からなかった。

「え…、え？」

　──今、好きって先輩言った、よな？

　幻げん聴ちようの類たぐいではなかっただろうかと、自分を疑うほどに動どう揺ようしている和馬に、追いうちをかけるように、

「好きかもしれないっていっても、今日会社で和馬を見た時に急にそう思っただけだから、自分でも本当は良く分かってないんだけど」

　尚紀はそう続けて、緩ゆるく笑う。

　和馬はそれにどう反応していいか分からなかったが、とりあえず、

「はあ……」

　と気の抜けた返事をするのが精いっぱいだった。

　ただ、そう返事をした後で、さっきまでしゃくりあげるほどに思いつめていた気持ちが消えているのに気付いて、なんだかそれが妙みようにおかしかった。
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　デザインの締しめ切きり日である木曜の午後、約束した時間に、和馬はデザインを受け取りに尚紀の会社へと向かった。

　尚紀に微び妙みような告白をされはしたが、だからと言って二人の関係性には全く変化がなかった。

　告白自体、なかったんじゃと思うくらい普ふ通つうだ。

　尚紀の会社に到とう着ちやくすると、応対してくれたのはこの前の西畑だった。

「すみません、本当に無理をお願いして」

　深く頭を下げて謝罪すると、西畑は少し慌あわてた様子をみせた。

「いえいえ、織原さんが以前通りに仕事ができるようになったのは菅原さんのおかげですし…これくらいのことはと思いなおしました。お姉さんが亡なくなられてからの一時期は本当に酷ひどかったですから。もともと、多少、書類の紛ふん失しつなどはあったんですが……まあそれどころじゃない騒さわぎになったこともありましたんで」

　あの魔ま屈くつ加減を見れば、西畑の言いたいことは良く分かる。

　何しろ仕事のデザインデータが入ったＵＳＢが二つ三つと洗せん濯たく物ものや積み上げた雑誌の間から出てきたほどだ。

「もうすぐ参ると思いますので、こちらでお待ち下さい」

　西畑はそう言って、この前と同じパーテーションの中へと和馬を誘ゆう導どうした。

　そこで座って待っていると、

「なぁ、織原ってもう佐さ野のさんとこ、出かけた？」

　誰かが尚紀を探しているらしい声が聞こえた。

「いや、まだ。奥にいねぇの？」

「いねぇから聞いてんだけど。佐野さんとこ行ったら長くなるからな、あいつ」

「帰らせてもらえねぇんだろ？　社長の娘むすめさん、織原に入れ込んでるらしいし」

「美人らしいし結けつ婚こんしちまえばいいのに。したら、甥おいっ子の世話も自分の世話も見てもらえんじゃん？　織原が一人で子供育てて行くとか、絶対無理そうだし」

「織原が一人暮らししてたって時点で奇き跡せきだからな」

　そう言って無責任に笑っているのが、妙に和馬の癇かんに障さわって嫌いやな気持ちになった。

　ただ、嫌な気持ちになる理由が、尚紀をバカにしているように思えるからなのか、それとも雅樹のことをお荷物のように言っているからなのか、それともまったく別の理由なのかは分からなかった。

　分からないでいるうちに、尚紀が出て来たらしく、さっき尚紀を探していた人物は何かの連れん絡らく事じ項こうを伝えていた。

　それからややしてこの前のように尚紀はパーテーションの上からまず中を覗のぞいて、和馬を見つけると笑った。

「和馬、できたよ」

　そう言って、中へと入ってくる。

　そして手にした茶ちや封ぶう筒とうからデザイン画を取りだした。

「昨夜ゆうべ言ってた変へん更こうと修正加えてこんな感じ」

「凄すごい……、なんか、思った以上に仕上がってます」

　途と中ちゆう経過は昨夜も見せてもらっていた。

　尚紀はまだ半分よりちょっと進んだ程度、と言っていたが、和馬の目には完成品として出してこられてもいいんじゃないかと思えるくらいだった。

　だが、今日のこれを見せられると、確かに半分より少しとは言わないが八割程度のできだったのだと実感できた。

「これでいい？　もし修正すんなら、明日あしたの午後一かな、やっぱ」

「いえ、充じゆう分ぶんです。ありがとうございます」

　和馬はそう言って深く頭を下げる。

「和馬、そういうのやめてって、照れるから」

　尚紀はそう言うと茶封筒にデザイン画をしまう。

「データは封筒の中のＣＤ─ＲＯＭに入れてるから、印刷所にはそれ送ればいいよ」

「はい、ありがとうございます」

「どういたしまして」

　ほっとしたような笑えみを浮うかべ、尚紀は座したまま軽く伸のびをする。

「和馬、会社に帰るんだよね？」

「え、はい」

「じゃあ、一いつ緒しよに出よ。俺もこれから出かけるから。ちょっとだけ待ってて、コートとか取ってくる」

　尚紀はそう言うと商談室を出て行く。

　出かける準備は整えていたらしく、和馬がコートを着て渡わたされたデザイン画を持ってきたカバンにしまい終えた頃ころ、尚紀が戻もどってきた。

「お待たせ、じゃ行こうか」

「はい、じゃあ、失礼します」

　奥の方にいる西畑に軽く頭を下げ、和馬は尚紀と一緒に事務所を出た。

「先せん輩ぱい、どこへ行くんですか？」

　外に出てすぐ、和馬は聞いた。

　さっき聞いた話では、尚紀は恐おそらくはあの泥でい酔すい事件の時の取引先へ行くはずだ。

　それをはぐらかしたりせずに言うかどうか、気になった。

「んー？　この前、飲みに行った社長さんとこの会社」

　だが、尚紀はあっさりとそう答えた。

「そうなんですか」

　さりげなくそう返したものの、

「そう言えばその時に紹しよう介かいしてもらったっていう子とはどうなってるんですか？」

　ついつい、探さぐりを入れてしまう。

「あー、社長の娘さんのこと？　時々メールきてるよ。あの日は携けい帯たい水すい没ぼつさせちゃってダメだったけど、あの後、社長経由でメアドの交こう換かんすることになって」

　あっさりと尚紀はそう返してきた。

　そのあまりにも悪びれていない様子に、この前の告白は一体なんだったんだ、と和馬は胸にモヤモヤしたものが湧わき起こるのを感じた。

　だがそれを自覚したのと同時に、どうしてモヤモヤしているんだとそのことに驚おどろいた。

　──つか、俺、タチだぞ？

　同性も恋れん愛あい対象として見る和馬だが、あくまでも抱だく側で、もしこのモヤモヤを恋愛感情があるがゆえのものだとしたら、自分は尚紀を抱きたいと思っているのだろうか？

　そう思いながら、和馬はちらりと隣となりを歩く尚紀を見上げた。

　──綺き麗れいな顔、だよな。

　掛かけ値なく、そう思う。けれど、抱きたいのかと言われると、違ちがうと思うのだ。

　そのうち顔を見ている和馬に気付いて尚紀は視線を和馬へと向けた。

「どした？」

　目が合った瞬しゆん間かん心臓が大きく跳はねて、和馬は困こん惑わくする。

「いえ、モテるんだろうなと思って」

「背が高いから、珍めずらしがられて騒がれることはあるけど、モテるっていうのは別だよ」

　笑って尚紀は否定した後、

「この前一いつ緒しよに来た島津さんって、本当にモテそうだよね。和馬って島津さんみたいなタイプが好み？」

　そんなことを聞いてきた。

「どうしてですか？　急に」

「んー？　どうなのかなって思っただけ。和馬は抱く側だって言ってたから」

　口調からは単なる好こう奇き心しんだけで他意はない様子だった。

「まあ、好みの範はん疇ちゆうではありますよ」

　いくらなんでも、ちょっと前に振ふられました、とは言えなかった。

「ふーん」

　聞いた癖くせに、返事に興味はなさそうだった。

　その後、地下鉄の駅でそれぞれの路線に向かって別れるまで、大して話はなかった。

　胸の中にモヤモヤを抱かかえながら、和馬は会社へと戻った。

　出来上がってきたデザインは部署内でも絶賛と言っていい評価で、最初に頼たのむ予定の所よりもいい物ができているんじゃないかと言われる程ほどだった。

　それだけ尚紀のデザインセンスが高いと褒ほめられているということで、それはそれで後こう輩はいとして嬉うれしかったのだが、どうしても胸の中にモヤモヤが残り、印刷所へ回す手配などを整えてから部署を一度出た。

　向かった先は廊ろう下かに設けられている休きゆう憩けい用スペースだ。そこで自じ動どう販はん売ばい機きで購こう入にゆうしたコーヒーを飲みながら、自分の気持ちを落ち着かせようとしていると、

「菅原、どうかしたのか？」

　スペースに智里が顔を出した。

「あ…いえ、課長も休憩ですか？」

　誤ご魔ま化かしながら聞くと、智里は和馬の前の席に腰こしを下ろした。

「いや。いいデザインが上がってきたのに、おまえの表情がさほど喜んでる様子でもなかったから気になって。何かあったのか？」

　そう聞かれて、和馬は誤魔化そうかと思ったが、静かに見つめてくる智里の視線が見み透すかしているようにも思えて、ぼかして言ってしまうことにした。

「プライベートなことなんですけど、ある人に、好きかもしれないって言われて……。今はフリーなんですけど、その人はもしかしたら俺以外に恋こい人びとができるかもしれないっていうか、そういう可能性があって。なんかこう、気持ちが揺ゆれてるっていうか……」

　だが、和馬のその言葉に、智里は渋しぶい顔をした。

「相手が二ふた股またをかける前提の時点でどうかと思うぞ？」

　確かにそうだろう。

「そうですよね……」

　和馬は少し間を置いた後、

「デザイン作ってくれた、織原さん、覚えてます？」

　智里に聞いた。

「ああ。この前会ったばかりだし…」

「その相手っていうのが、織原さんなんですよね」

「え？」

「前に子供の写真見せたじゃないですか？　あれ、織原さんの甥おいっ子なんです。子供抱えて大変で。それで、知り合いの社長さんが自分の娘むすめを紹介してきて……」

　和馬の説明に智里は一度手のひらを和馬に向けて立てた。

「ちょっと待って……、おまえって、こっちだったのか？　いや、こっちっていうか……俺を口説いてたよな？　もしかしてあれって俺に抱かれる前提だった？　それとも織原さんがこっちとか？」

　言葉のチョイスから混乱しているのが分かる。

「違います、課長のことが抱く側で好きでした」

　そう断言した後、互たがいにここが社内であることを思い出し、二人は沈ちん黙もくした。そして、こっそりと周囲を見回し、誰だれもいなかったのを確かく認にんした後、抑おさえ目の声で智里は言った。

「その状じよう況きようで、菅原に思わせぶりなことを言うっていうのもどうかと思うけど……気分に流されての言葉なのか、心が決まっての言葉なのかは分からないから何ともな」

　それは、あの夜、尚紀自身も言っていたことだ。

　状況に流されてるのかもしれない、と。

「まあ、相手がどっちかを選ぶまで待つにしても、なんにしても、あんまり深みにはまらないように気をつけた方がいいと思う……なんて当たり障さわりのないことしか言ってやれなくて悪いけど」

　そう付け足されて、和馬は頷うなずいた。

「いえ…課長の言う通りだと思います」

　そういう判断もできない程度にテンパっていたということなのだろう。

「そういえば、課長の方はうまくいってるんですか？」

　和馬は話を変えるように話題を智里のことへと振った。

「おかげさまで、まあ、ぼちぼち、だな」

　多少照れたような顔で言った後、

「それ、飲んだら戻もどってこいよ」

　これ以上は話す気はない様子でスペースを出て行った。

　その後ろ姿を見送って、和馬はコーヒーの紙コップを手に取ると、伝わってくる温度をしばらくの間感じていた。







　　　◇◆◇







　本当にあの告白は何だったんだろうと思えるくらい、何事もない日々が過ぎた翌週の水曜、珍しく尚紀が早めに帰ってきた。

「珍しいですね、仕事早く終わったんですか？」

　一通りのイヤイヤ攻こう撃げきをなんとかやり過ごして、お休み前の絵本タイムに入っていた和馬は、一いつ旦たん絵本を読むのを中断して、尚紀へと近づいた。

「ううん、なんか風邪かぜっぽくて仕事になんないから帰ってきた」

　その言葉に額に触ふれると、結構熱が出ている感じだった。

「熱ありますよ、病院へ行った方がいいんじゃないですか？」

　それに尚紀は少し考えるような顔をしたが、頭を横に振った。

「薬飲んで寝ねたら、朝にはマシになってるかもしれないから、いい」

「じゃあ、薬持ってきますから」

　和馬は台所に向かい、救急箱を取りだした。来た当初、中味は期限切れの薬しかなく、部屋のあらゆるところからいろんな種類の市し販はん薬やくが発はつ掘くつされ、それらをまとめると、なんとも中味の充じゆう実じつした救急箱になったという、ちょっと笑えない所以ゆえんのあるものだ。

「はい、先せん輩ぱい」

　水と薬を持って戻ると、疲つかれたようにしてダイニングチェアに腰を下ろす尚紀の足元で雅樹が足に摑つかまって何やら遊んでいた。

「ありがと和馬。悪いけど雅樹……」

「伝染うつしちゃわないように、向こうへ連れて行きます。雅樹くん、絵本の続き読むよ」

　そう言って強ごう引いんに抱だき上げると、案の定「イヤー」と言ったが、

「それは俺もイヤー」

「イヤー」

「イヤー」

　意味不明の応おう酬しゆうを続けて揺さぶって遊んでいるうちに雅樹が笑いだし、それを見て少し安心した様子で、薬を飲み終えた尚紀は寝てくる、といって寝しん室しつへと向かう。

　その後ろ姿に、

「俺、明日あしたの朝、様子見に来ますね」

　そう声をかけると、軽く手を振り返してきた。

　──大だい丈じよう夫ぶかな……。

　触れた額はかなり熱かった。三十八度くらいあるのかもしれない。

　心配しながら、とりあえず和馬は雅樹を寝かしつける作戦に戻った。







　翌朝、和馬はいつもより一時間早く家を出て尚紀の所に向かった。

　誰も起きていないらしく、部屋の中は静かで、物音を立てないようにして和馬は一度雅樹の部屋を覗のぞいて、眠ねむっているのを確認してから尚紀の寝室に入った。

「先輩……大丈夫ですか？」

　そう言ってベッドの上の尚紀に声をかけながら額に触れると、尚紀はうっすらと目を開けたが、昨夜よりも熱が出ている様子で、眉み間けんには皺しわが寄っていた。

「和、馬……」

「昨日より悪くなってるじゃないですか。大丈夫ですか？」

「頭、痛い……し、体も、あちこち、痛い」

　力ない声で尚紀は答えた。

「熱のせいですね。とりあえず、冷やす準備してきますから待ってて下さいね」

　和馬は尚紀の部屋を出て、急いで準備を始める。薬の類たぐいはあったが、氷ひよう囊のうなどの類はなかったのでコンビニへ向かい、スポーツドリンクなどと一いつ緒しよに冷れい却きやくシートを買って戻り、頭や首筋に貼はり付ける。

「熱で汗あせが出てるから、水分たくさん取ってくださいね」

「うん……」

「あと、雅樹くんに伝染しちゃわないように、しばらく雅樹くん、俺の家に連れて行こうと思うんですけどいいですか？」

　準備をする間に考えていたことだ。

　伝染したら大変だということのほかに、尚紀のこの様子だとしばらく寝込むことになるだろうから、その間、和馬が毎朝早く来て雅樹の登園準備をして連れて行くのは、少し骨が折れる。

　和馬の家なら今は母親がずっといるし、午後になれば亮一も幼よう稚ち園えんから帰ってくるので遊び相手がいると考えてのことだ。

「迷めい惑わくじゃない……？」

「一人も二人もたいして変わんないですよ、きっと」

「ごめん、お願い」

「お願いされます。じゃあ、俺、雅樹くん連れて一回家に帰りますね。後でまた来ます。もし起きられそうなら、パジャマ着き替がえて下さい。今着てるの汗かいてるんで。替え、出していきますから」

　和馬はクローゼットの引き出しから着替えを取りだして、ベッドのそばの棚たなに置くと部屋を出た。

　そして雅樹を起こして出かける準備をさせ──朝から和馬がいるのは珍めずらしいので、イヤイヤ攻撃よりも珍しさが勝まさり、あまり手間取ることはなかった──泊とまりの準備を一通り整えて、和馬は自宅へととんぼ返りだ。

　母親には家にたどり着くまでに電話で事情を説明していたので、到とう着ちやくするとすんなりと雅樹を受け入れてくれた。

　母親が雅樹の気を引いてくれているうちに、和馬は家を出て、再び尚紀の許もとに戻った。

　なんとか着替えはできていたが、ぐったりとした様子でつらそうだった。

「先輩、病院へ行きましょう」

　そう言ったのだが、

「動きたくないからいい……」

　相変わらず力のない声が帰ってきた。

「じゃあ、俺、会社休んでついてますね」

　と言うそれに対しては、

「だめ…、和馬はちゃんと、会社…行かないと……」

　と拒きよ否ひだ。

「でも、これだけ熱が出てたら、どうなるか……心配です」

「大丈夫…、前も同じくらい、熱出たけど…一人でなんとかできたし……」

「けど」

「和馬は、ちゃんと会社行って、頼たのむから」

　病人に頼む、と言われると、嫌いやだとは言えなかった。

　それに、プロジェクトの進行具合も実は気になる。

「先輩の携けい帯たい電でん話わ、ここに置いて行きますから、何かあったらすぐに電話して下さいね。絶対ですよ」

　そう言い置いて、和馬は心配しながらも出社した。

　とはいえ、心配が頭から離はなれることはなく、昼ひる休きゆう憩けいと午後に一度ある休憩のときに電話をかけて様子を窺うかがった。

　時間はかかったが、ちゃんと電話に出てくれたから、倒たおれているということはなさそうではあった。

　それでも、心配で仕方がなくて、和馬は退社時刻を待ちわびるようにして会社をあとにすると尚紀の許へと戻もどった。

　帰る途と中ちゆうのドラッグストアで水みず枕まくらや、冷却シートの補ほ充じゆうなどをしてマンションに到着すると、尚紀の部屋の前に一人の若い女性がいるのが見えた。手には小さなケーキの箱らしいものが見えた。

　毛先をくるんとカールさせ、たっぷりマスカラの載のせられた睫まつげや、グロスで艶つやめく唇くちびるは今時の若い女性といった様子だが、派手なわけではなく、可愛かわいらしい顔立ちをしていた。

「どうも、こんにちは」

　一応挨あい拶さつをして、和馬は尚紀の部屋の鍵かぎを開ける。それを見て女性は口を開いた。

「あの、織原さんのお知り合いの方ですか？」

「え、はい。そうですけれど」

「あの、私、片かた山やまと申します。織原さんが風邪かぜで会社を休まれたって聞いて…お見み舞まいに」

　会社の女性だろうか、と思いつつ、どうしたものかと考える。

　だがせっかく来てくれたのだから、ここで追い返すのもどうなんだろうかと思い、とりあえず家に入ってもらうことにした。

　リビングで待っていてもらい、まず和馬が寝しん室しつに入った。

「先せん輩ぱい、大丈夫ですか？」

　声をかけると、目を閉じていた尚紀は薄うすく目を開けた。

「あー、おかえり」

　そう言ってくれたが、まだ声には全然力がない。

「熱、あれから測りました？　頭痛は？」

「熱は八度五分とか、そのへんうろうろしてる。頭は朝よりましだけど、まだ痛い……」

「水枕買って来たから、準備しますね」

　そう言いながらベッドの周囲を見る。

　スポーツドリンクはかなり飲んだらしく、空の五百ミリのペットボトルの容器が二つと、三つ目も半分以上なくなっていた。

　だが食しよく欲よくはなかったらしく、もし食べられたら、と置いておいたパンは手つかずだ。

「それで、先輩、お見舞いの女の人いらしてますけど…どうします？」

「見舞い……？　誰だれ？」

「片山さんって言ってたと思いますけど」

　和馬が名前を告げると、尚紀は小さく息を吐はいた。

「佑ゆう香かちゃんか……」

　下の名前を呼んだことに、和馬は少なからず気分が悪くなるのを感じた。

「会いますか？　無理なら、様子が悪いんでって帰ってもらいますけど」

「…せっかく来てくれたんだし、会うよ」

「無理しない方がいいですよ」

　そう言ってみたが、尚紀は会わないとは言わなかった。

　とりあえず簡単にベッドの周りを片付けて、乱れた尚紀の髪かみも少し整えてやる。

「じゃあ、お呼びしますね」

　その言葉に尚紀が頷うなずくのを見てから、和馬は寝室を後にした。

　佑香はリビングのソファーに、案内した時と同じように座っていた。

「片山さん、お待たせしてすみません」

「いえ、お加減は……？」

「まだ熱が高くて辛つらそうですが…会うとおっしゃっているので、どうぞこちらへ」

　和馬が言うと、佑香は嬉うれしそうな顔をした。

　──この人、多分先輩のこと好きなんだろうな……。

　尚紀が下の名前で呼んでいたことを考えても、親しいのだろうと思う。

　そう思うと、胸の中がモヤモヤして、和馬は面おも白しろくなかった。

　寝室に案内すると、佑香は一直線に尚紀のベッドに近づき、膝ひざをついた。

「織原さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　和馬に話していた時よりも、甘いものを足した声で佑香が問う。　>>>♥

「あんま、大丈夫でもないかな。わざわざ来てくれてありがとう」

「いえ、パパから、織原さんが風邪をひいて寝ね込こんでるって聞いて……。織原さん一人暮らしっていうか、甥おいっ子さんがいらっしゃるだけで、お世話をされる方がほかにいないから心配で、つい押しかけちゃって……」

「そうなんだ…、世話は和馬が見てくれてたから……雅樹も和馬の家に行ってるし、心配してくれてありがとう」

　尚紀の言葉に佑香は斜ななめ後ろにいる和馬を見た。

「あー、高校時代の後こう輩はいなんです、俺」

「そうなんですね。あ、じゃあバレー部の？」

「ええ」

　頷いて返しつつ、そんなことまで知ってるのか、と思う。

　そして、さっきからのモヤモヤはイライラに変わりつつあった。

「織原さん、お食事はどうされました？」

「さすがに食欲なくて……」

「熱がかなりあるって聞いて、ゼリーとかプリンなら食べやすいかと思って買って来たんです。もし食べられそうなら、これ」

　佑香は持ってきたケーキの箱を軽く持ち上げて尚紀に見せた後、その箱を和馬へと渡わたした。

「今食べます？」

　箱を受け取りながら、一応和馬は聞いてみる。だが尚紀は頭を横に振ふった。

「今はいい」

「じゃあ、冷蔵庫に冷やしてきます」

　和馬はそう言って部屋を出て冷蔵庫にケーキの箱をしまう。

　──なーんかさ……。

　面白くない。

　──そう言えば、先輩が風邪だっていうの『パパ』から聞いたって言ってたな……。

　ということは会社の人間ではないのだろう。

　そうなると、彼女は例の社長の娘むすめなのだろうか？

　──けど、社長って片山って名前じゃなかった気がする。

　うろ覚えではあるが、多分違ちがう。

　別件の女性なのだとしたら、一体何人女性を紹しよう介かいされているんだと、それもまた面白くなかった。

　佑香は三十分ほどで帰り、見送ってから和馬は買って来た水枕に氷水を入れたものを尚紀に持って行った。

「冷たくて気持ちいい……」

「無理に熱を下げんのは良くないらしいですけど、頭に熱がこもっちゃうのも危ないらしいんで」

　和馬は説明しながら冷れい却きやくシートも貼はりかえて行く。

　やはり首筋と額だ。

「首筋も、頭冷やすため？」

「そうです。大きい血管冷やした方がいいんで…部活ん時も熱ねつ中ちゆう症しようっぽくなったらそうしてたじゃないですか」

「あーそっか」

「額のは、まあ、冷たさを感じられた方が気持ち的に楽だから、くらいですね」

　和馬はそこまで言ってから、さりげなく尚紀に聞いた。

「さっき来てた片山さんって…会社の人じゃないですよね？」

「ああ、うん。佐野社長の娘さん……」

　やっぱりか、と思うのと同時に、

「名字、違うんですね」

　疑問をぶつけてみた。

「うん、離り婚こんしたんだって、佑香ちゃんが小学校の時に。理由はよく知んないけど……だから社長はことさら彼女が可愛かわいいらしいよ」

「それで、先輩に会わせろと父親に頼たのみこんだパターンですか」

　和馬が言うと尚紀は苦く笑しようした。

「そうみたい」

「でも、別の会社の社長の娘さんが、今日先輩が会社を休んだってなんでこんなに早く知ってるんでしょうね？　パパに聞いたって言ってましたけど、先輩の動向、逐ちく一いち報告でもされてるんですか？」

　多少の嫌いや味みを混ぜて聞いてみたが、それに尚紀は気付かなかったらしい。

「今日、社長んとこに打ち合わせ行く予定だったから、それで休んだの分かったんだと思う」

　あっさりと説明され、その内容には何の疑いを持つ部分もなくて、納なつ得とくした。

　納得したが、面白くないのがかわるわけではない。

「可愛い系の美人でしたね」

「母親似なんだって」

　尚紀の返事からは、彼女のことをどう思っているのかがまったく分からなかった。

「……おかゆ作ったら食べます？」

「うん、ちょっと食べる」

「じゃあ、できたら持ってきますから、それまで寝てて下さい」

　和馬はそう言うと、キッチンに向かう。

　──先せん輩ぱいって、摑つかみどころないんだよな……。

　胸の内でそう思いながら、和馬は米を研といだ。
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　一通りの尚紀の世話を終えた和馬が家に帰ると、甥っ子の亮一と雅樹の楽しそうな歌声が玄げん関かんまで聞こえて来ていた。

「ただいまー」

　リビングに入ると、真ん中で亮一と雅樹がはやっているアニメのエンディングのダンスを踊おどっているところで、それを菅原家の面々が目を細めて眺ながめている、というところだった。

「あら、帰ったのね」

　和馬の帰りに気付いたのは母親だ。

「うん、ただいま。宴えんもたけなわって感じになってるね」

　息子むすこの様子をホームビデオに収める兄の悠ゆう馬まと、アイドルへの声せい援えんを送る親衛隊のごとく二人に手を振る義ぎ姉しの香か奈な、弟の晴はる馬まは携けい帯たい電でん話わで動画撮さつ影えいをしているし、父に至ってはその光景を完全に酒の肴さかなにしている。

「もー、可愛いわぁ。これ、ユニット組ませて売り出したら、絶対いいとこいくと思う！」

　二人が踊り終えてぺこりとお辞じ儀ぎをすると興奮した様子で香奈が言いながら振り返り、和馬を見つけた。

「あら、おかえり。ちょっと、いい子連れて来たわねぇ。亮一だけでも可愛いけど二人揃そろうともう、何この天使って感じよ！　売れるわ、絶対」

「香奈さん、やり手ばばぁみたいなこと言うのやめてください」

「ちょっと、敏びん腕わんプロデューサーと言いなさいよ。晴くん、撮とれた？」

　香奈はそう言って晴馬の許もとへと向かう。

「ばっちり」

「ありがとう、明日あした、仕事先でみんなに見せるわ。みんな結構楽しみにしてくれてんのよね、子供動画。独身女子なんて身み悶もだえする勢いよ」

　そういう香奈に気を取られているうちに、踊り終えた雅樹が和馬の近くまで来て、足にしがみついた。

「まーちゃ、おあえり」

　いつぶりかの満面の笑えみを見せられて、和馬もつい笑みを浮うかべる。

「ただいま、雅樹くん」

　そう言って抱だきあげようとすると、昨日まではイヤと言っていたのだが素す直なおに抱きあげられてくれた。

「イヤって言わないの珍めずらしい……」

　呟つぶやくと、

「あら、反はん抗こう期だったの？」

　母親が聞いた。

「うん、結構凄すさまじかったよ。俺、マジへこみしたもん」

「まあ、亮一の時も大たい概がいだったけど、みんなで分散してくれたからねぇ」

　そう言ったのは香奈だ。

「かずまにいちゃんのおかおみるの、ひさしぶり」

　雅樹が和馬の許へ来たので、亮一もすぐにやってきた。

「おう、そうだな。悪いな最近、遊んでやれなくて」

「そーよぉ、和馬兄ちゃんはいつなら遊んでくれるの？　ってうるさかったんだから」

　香奈が苦笑すると、亮一は恥はずかしかったのか、香奈の腰こし辺りをバシッと叩たたいた。

「ちょっと、痛いったい。暴力反対」

　そう言った香奈に、ベーっと舌を出し、

「まさきくん、あっちでブロックしてあそぼ」

　和馬に抱きあげられている雅樹にそう声をかける。すると雅樹はおりたい様子を見せ、和馬は下ろしてやった。

　すると二人は手をつないで仲良くブロックの箱が置いてあるリビングの一角へと向かっていき、遊び始めた。

「仲いいな」

「今日、幼よう稚ち園えんから帰って来て、会うなりああいう感じよ。弟ができたみたいで嬉うれしいんじゃないかしらね」

　母親はそう言ったついでに、和馬にご飯は？　と聞いてきた。食べる、と答えるとすぐに準備を整えてくれた。

　家で夕食を食べるのも随ずい分ぶんと久しぶりのことで、妙みように新しん鮮せんだった。

「急に、雅樹くんの世話頼んでごめんね」

　ダイニングテーブルの和馬の前に腰を下ろした母親に和馬は謝った。

「別に、楽なもんよ。おっとりして、いい子だわ」

　その母親の言葉に、香奈も頷うなずく。

「ホント、大人しい子よね。亮一が同じ年くらいの時って、暴れ倒たおしてた気がする」

「亮くんは悠馬に似たのねぇ、あの子も小さい時大変だったわ」

　懐なつかしそうに母親は言った後、

「いい子だけど『可愛い』だけじゃ済まないのも子育てだから、男手ひとつで育ててくっていうのは大変だと思うわよ」

　しみじみとそう付け足し、香奈も深く頷く。

「うん、それは先輩も分かってると思う。……なんか、先輩のこと好きな女の子がいるらしいんだよね。取引先の社長の娘むすめさんでさぁ。会社の人なんかは結けつ婚こんしちゃえば、子育ては楽になるんじゃないかとか言ってるみたい」

　できるだけ感情を含ふくまないように気をつけて和馬は言う。

　それを聞いた母親は難しい顔をし、香奈に至っては、

「そんな簡単な話なわけないじゃない」

　と、まずばっさり切り捨てる。

「大体、新しん婚こん生活まったくなしで、いきなり子育てに入るのよ？」

「それに、本人の息子さんじゃなくて甥おいっ子だもの、最初は良くても、もし二人の間に子供ができたりしたら、それこそねぇ」

「自分の子供の方が可愛かわいくなっちゃうってことは充じゆう分ぶんにあるし、そもそも子育てって、甘いもんじゃないのよ？　和馬くんは良く分かってるだろうけど、自分の子供だから我が慢まんもできるし、しっかり叱しかることもできるけど……そうじゃなかったら変な遠えん慮りよとかできちゃって、逆にそれが悪く作用することだってあるんだし」

　母親業をこなして来ている二人の意見は否定的であった。

「香奈ちゃんの言う通り、難しいことは多いでしょうねぇ。なかにはちゃんと分け隔へだてなく愛情を注げるって人もいるけど……大体はね。それにまだ若いんでしょう？　その社長のお嬢じようさんって」

　母親の言葉に、和馬は首を傾かしげた。

「正確な年ねん齢れいは知らないけど……大学卒業したとこくらいじゃない？」

「それだけ若いと、ちょっと難しいかもね」

「社長令れい嬢じようならベビーシッター雇やとってもらって、子供の面めん倒どうはそっちに任せっ切りとかあるかもしれないけど、精神的なところでねー」

　香奈の言葉に、そうそう、と母親も頷き、そこからひとしきり育児談義が始まった。

　それを耳にしながら、和馬は仲良く遊ぶ雅樹と亮一の姿を見つめた。







　雅樹のお風呂ふろは亮一を入れる時に兄の悠馬が一いつ緒しよに済ませてくれた。

　いつもはお風呂が済めば亮一は兄夫ふう婦ふと一緒に近くに借りている自分たちのアパートに帰るのだが、お風呂から上がっても亮一が雅樹を放そうとせず、亮一も実家に泊とまることになった。

　大人用の布ふ団とんを横に使って二人を寝ねかせ、その二人に和馬は絵本を読んで聞かせる。

　寝かしつけるくらいはやりなさいよ、と母親に言われたためだ。

　二人とも昼間にはしゃぎすぎたのか、雅樹はともかくとして、亮一も一冊目が終わる頃ころにはもうほとんど目を開けておらず、二冊目を読み終わる頃には寝息を立てていた。

「はい、夢の国へ行ってらっしゃい」

　和馬は小さな声で告げて絵本を閉じると、二人の寝顔をゆっくりと見つめた。

　──雅樹くんが亮一の年になる頃には、もっといろいろなことがあるんだろうな……。

　今は語ご彙い数も少なくて、母親のことをほとんど聞いてこない。

　けれど、これから先、母親のことを聞きたがることもあるだろうし、父親も母親もいない自分、というものとも向き合って行かなくてはならないだろう。

　傷つきながら、そういう現実と折り合いをつけていく時、雅樹のそばには誰だれがいるのだろうか？

　尚紀はその頃、どうしているのだろう。

　──あのお嬢さんと、結婚してたりするのかな……。

　いや、佑香ではなくとも、他ほかの女性かもしれない。

　尚紀は片付けは壊かい滅めつ的にできないが、優やさしいし仕事もできるし、見た目も、一いつ般ぱん的な感覚からは背が高すぎるだろうが顔立ちは整っているし、一緒にいて安らげる相手だ。

　結婚相手としての条件はいいと思う。

　だから、この先、雅樹のことも自分たちの子供として受け入れられるような女性が出て来てもおかしくはない。

　おかしくないどころか、その可能性は高い。

　──その時、俺、何してるんだろ……。

　尚紀に彼女ができて、手伝いに行かなくて済むようになって……尚紀と会わなくなって。

　そう考えた時、胸が軋きしむように痛んで──和馬はうろたえた。

「俺、何考えてんだよ……」

　己おのれに問いただすように呟いたが、もう気付いていた。

　尚紀に負担をかけたくなかったのも、女性の話でイライラするのも、尚紀のことをそういう意味で意識しているからだということに。

　いや、意識はずっとしていた。

　ただ、自分の性的ベクトルとして、あくまでも自分は「抱だく側」だからと、避さけようとしていただけで。

　そうでなければ、告白されたことをあんなにこだわらないし、佑香のことでイライラしたりもしない。

　──バッカみたいだな、俺……。

　ようやく気付いた自分の心の中に、和馬は苦く笑しようするしかなかった。







　　　◇◆◇







　翌日も和馬はいつもより早く家を出て尚紀の許もとに向かった。

　熱はまだ高いものの、八度を切るかどうか、というところで安定していて、体を起こしていられる状態にまで回復していた。

　それでもまだ安心はできないからと昨日と同じように、飲食物や薬などの一通りのものの準備を整えながら、雅樹の様子を話して聞かせた。

　家で楽しそうにしている、と伝えると安心した様子だった。

　それから出社し、折に触ふれて電話をかけて様子を窺うかがい、いつものように定時で仕事を終えて帰った。

　だが、尚紀の許に到とう着ちやくすると、朝、ちゃんとかけて行ったはずの玄げん関かんのかぎが開いていた。

　──え、なんで？

　戸と惑まどいながらドアを開けると、玄関には女性物の可愛らしいパンプスが揃そろえられていた。

　──また来てんの？

　胸の奥でもやっとしたものが広がり始める。

「ただいま」

　いつも、ただいま、と言って入っているが、今日は自分で口にして当てつけている気持ちになった。

　そしてリビングに行くと、そこにはやはり佑香がいた。

　尚紀も起きて来ていて、ソファーに座り、佑香の相手をしていた。

「和馬おかえりー」

　尚紀がそう言うと、佑香は一度ソファーから立ち上がり、

「お邪じや魔ましてます」

　和馬にぺこりと頭を下げた。

「こんにちは、今日もいらして下さってたんですね」

　和馬は当たり障さわりのない言葉を選んで言う。

「昼間はお一人の御ご様よう子すだったので、心配でつい……」

　健けな気げにも思える言葉を口にしたが、演技のように思えてならなかった。

「そうですか、それはどうもありがとうございます」

　お礼を言った後、和馬は尚紀に視線を向けた。

「先せん輩ぱい、もう寝てなくても大だい丈じよう夫ぶですか？　熱は？」

「んー、熱は七度五分くらい？」

「まだそこそこあるじゃないですか……ちょっとよくなったからって調子に乗ったら元に戻もどりますよ。片山さんにだって伝染うつってしまうかもしれないのに」

　尚紀に言って聞かせるようにしながらも、それは佑香への『病人に無理をさせるな』という牽けん制せいと『だから早く帰れ』という意味を言外に込めたのだが、

「人に伝染せば治るって言いますから、私に伝染して治ってくださればいいんですけれど」

　にこりと笑って佑香は返してきた。

　それだけ尚紀のことを心配している、ということと、好きだという感情が奥底にあるものではあるが、間ま違ちがいなく計算の上でのものだと感じて、

「女の方はもっと体を大事にして下さい」

　和馬も笑え顔がおで切り返した。

　それに彼女は、ありがとうございます、と返してきたが、その笑みにはどこか険があるように感じられた。

「じゃあ、俺、シーツとか交こう換かんしてきますね」

　和馬はそう言うと真っすぐに尚紀の寝しん室しつへと向かった。

　窓を開け放って、汗あせで湿しめったシーツとパッドを交換し、ベッド周りを整える。食しよく欲よくが戻ってきたのか、和馬が用意していったパンのほかに、昨日佑香が持ってきたゼリーとプリンも食べてあった。

　取り換かえたシーツを洗せん濯たくする前にバスルームに向かい、脱だつ衣い籠かごに突つっ込まれていた着き替がえたパジャマやバスタオル──シャワーでも浴びたらしい──も洗濯機に入れてセットする。

　そしてリビングに戻ると、佑香が帰るところだった。

「帰られるんですか？」

「はい、長居をしてもいけませんから。お邪魔しました」

　そう言った彼女を尚紀と二人で玄関まで見送る。

　彼女が帰ると、尚紀は小さく息を吐はいた。

「もう、疲つかれたんでしょう」

「んー、ちょっとね。寝ねてきていい？」

「どうぞ。おかゆできたら持って行きますから」

　和馬の言葉に、どこか気の抜ぬけた口調で「ありがと」と言って、尚紀は寝室へと戻って行った。

　それに盛大なため息をついてから、和馬はキッチンに立った。







　食欲が出てきているなら、と昨日よりも米の割合の多いおかゆと玉子焼き、そして味噌みそ汁しるという、朝ごはんのような食事を作って持って行くと、尚紀はやはり疲れた様子でベッドに寝ていた。

「まだまだ熱があるのに調子に乗って起きてたりするからですよ。シャワーだって、まだ早いのに……」

　窘たしなめるように言うと、尚紀は苦笑しながら体を起こした。

「だって、メールで今向かってるっていわれて、断れなかったし……、汗あせ酷ひどくて匂においも気になったし……」

「熱が出てお風呂ふろに入れてないんだから、汗も匂いも仕方ないでしょう？」

　失礼がないように、と考えてのことだとは思うのだが、他人に向けられている尚紀の優やさしさに苛いら立だちを覚えた。

「そうなんだけど……、ごめん」

　謝られて、和馬は息を吐く。

「俺に謝らないでください。長引いてつらいのは先輩なんですから」

　和馬はベッドの横の小机にお盆ぼんを置いた。

「うん……気をつける。食べていい？」

「どうぞ」

　和馬が言うと、尚紀は食事を始めた。

「和馬の玉子焼き、味の加減が超ちよう好みなんだよね」

　嬉うれしそうに言って食べる尚紀に、ずるいな、と和馬は思う。

　──天然のタラシって先輩みたいなのを言うんだな、きっと。

　そして、完全にたらしこまれている自分がいて、笑えないのに、笑える。

「で、先輩、彼女のことどうするんですか？」

　ベッドの横にイスを引きよせて来て座った和馬は、尚紀が半分ほど食事を食べたところでそう聞いた。

　それに尚紀は口の中の物を飲み込む間少し考えるような顔をしてから、

「悩なやんでる」

　短く返した。

　──なんなわけ、その「悩んでる」って。

　確かに、問題はいろいろあると思う。

　雅樹のことが、結けつ婚こんをするにあたって障害になるというようなことを、昨日実家で母と香奈から聞いたばかりだし、実際、そこが一番の問題だろうと思う。

　そう思うのと同時に、和馬に対しても「好きかもしれない」などと言っておいて、悩んでいるなんていうのは正直失礼だ。

　錯さつ覚かくだったなら錯覚だったと言って欲しい。

　もしそうだったとしても、手を引くような真似まねはしないのに、と。

　そう思うと、物もの凄すごくイライラしてきて、

「彼女は、先輩の奥さんにはなれるかもしれないですけど、雅樹くんの母親代わりにはなれないと思いますよ。子育てはままごとみたいなわけにはいかないんですから」

　つい、きつめの口調で言ってしまった。

　その和馬の言葉に、尚紀は少なからず驚おどろいた顔を見せる。

「え……？　なんでそんな話になったの、今。俺、佑香ちゃんのこと、そういう対象ではみてないよ？」

　本気で戸惑っているような様子に和馬は即そく座ざに言い返した。

「悩んでるって言ったじゃないですか、さっき」

「あれは、取引先の社長が溺でき愛あいしてる娘むすめさんだし、角の立たない断り方とかそうそう思いつかないし……。そういう意味で悩んでるってことだったんだけど……」

　そう言われて、和馬は自分の勘かん違ちがいに気付いたが、

「でも、先輩、まんざらでもないみたいに見えましたけど？」

　そうねじ込んでみる。

　大体、好意がなければ汗あせ臭くさいことくらい気にしないだろう。そもそも病気で寝ているのだから。

　だが、それに対して、尚紀は頭を横に振ふった。

「そりゃ、当たり障さわりのない対応くらいはするよ、一応社会人だし。けど、見み舞まいの名目で、そこまで親しくもないのに家まで来たりするあの肉食っぷりがちょっと無理かなぁ。子供が好きとか、健けな気げな感じを作ってるけど、中味、絶対違ちがうと思うし」

　そこまで言われて、和馬は自分の勘違いが物凄く恥はずかしくなった。

　なぜ恥ずかしくなったのかといえば、

「和馬、嫉しつ妬と？」

　尚紀にはっきり聞かれてしまうほどの嫉妬をしていたからだ。

　だが、もうここまできたら誤ご魔ま化かすことも不可能で。

「ええ、嫉妬ですけど、何か？　嫉妬しちゃ悪いんですか？　ていうか、『好きかもしれない』なんてあいまいな言葉を言ったきり、何にも言ってこない先せん輩ぱいの方がずるいじゃないですか。俺、完全に弄もてあそばれてると思いましたから」

　完全に開き直った。

　開き直ったついでに文句も付け足した。

　それに、尚紀は笑顔を見せる。

「だってさ、和馬、抱だく側だって言ってたし、あの課長さんみたいな綺き麗れいな人が好みだって言ってたから……なんか玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで言うのもちょっと怖こわかったし。それに、まだいろいろ姉ちゃんの事故のことでゴタゴタが残ってるし、それが落ち着くまで我が慢まんしようと思ってたんだってば。なのに、そんな可愛かわいく嫉妬とかされたら我慢きかなくなるじゃん」

　そう言った後、尚紀は手にしていた箸はしと茶ちや碗わんを置き、その手を和馬へと伸のばした。

　指先が和馬の頰ほおに触ふれる。

「和馬のこと、大好き。これからも、ずっと一いつ緒しよにいたい」

　真っすぐに目を見て告白されて、和馬は照れと嬉しさで表情がおかしなことになる。

「そんなの、俺も一緒です」

　その和馬の言葉に尚紀は笑えみを深めて、そっと腰こしを上げ、和馬に口づける。　>>>♥

　触れるだけだった口づけは、繰くり返されるうちに深いものになり、和馬のシャツのボタンに手がかかる。

「ちょ…先輩……、熱、まだ下がりきってないのに」

「ごめん、無理」

「無理って…俺にだって伝染うつるじゃないですか……」

　睨にらみつけても、尚紀が引くことはなかった。

「もし伝染ったら、俺が看病してあげるから」

「……いや、俺、実家で寝込みますから、いいです、そこは」

　冷静に返した和馬に、尚紀は「冷たい」とぼやいたがやめるつもりはやはりないらしく、ボタンはどんどん外されていく。

「もう…先輩は言い出したら聞かないんですから」

　そう言った和馬にしても、尚紀の手を止めないのだから同罪ではあるのだが。







　服を脱ぬがせた和馬の上に、尚紀は覆おおいかぶさるようにして、きりもなく口づけを繰り返してくる。

　唇くちびるだけではなく、額や頰、鼻の上に繰り返される口づけがくすぐったくて和馬が笑うと、尚紀は不意に真面目まじめな顔をして、聞いた。

「……和馬…」

「何ですか？」

「俺、この前の時さ、ちゃんとおまえのこと気持ちよくしてやれた？」

　突とつ然ぜんの問いに、和馬はどう答えるべきか迷った。

「えっと……」

「俺、女の子とはしたことあるけど、男とは和馬が初めてだったし、なんていうか……断だん片ぺん的にしか覚えてなくて…」

「断片的に、何を覚えてたりしま…あ、やっぱ言わなくていいです」

　聞こうとしてやめたのは、とんでもないことだけを──主に和馬の痴ち態たいについてだが──覚えていたら嫌いやだからだ。

「ちゃんと、気持ちよかったですよ。俺の方が、先輩、全然気持ちよくないんじゃないかと心配してましたよ。なかなかイってくれないんで」

　和馬の返答にバツの悪そうな顔をした尚紀の様子に、

「お酒飲んでたからだと思いますけどね」

　とフォローをしてみたのだが、尚紀は気まずい顔のまま、重そうに口を開いた。

「んっとね、それもあるとは思うんだけど……俺、ちょっと遅おそいんだよね」

「…はぁ……」

　突然の告白に、和馬は気が抜ぬけたような返事しかできなかった。

「だから、結構女の子とかにも嫌がられたりもしたことあるっていうか…、うん」

「しつこい、とかってですか？」

「ていうより、気持ちよくないならしなくていいとか、キレられる感じっていうか……前もって説明してても、最終的にキレられるから…とりあえず、和馬が嫌になんないといいな、とは思ってる」

　あー……、と和馬は胸の内でため息とも納なつ得とくともつかない声を漏もらす。

　つまり、この前のあれは多少はアルコールの作用もあったかもしれないが、基本、長いということなのだろう。

「…早いよりは、いいんじゃないかなって」

　一いつ般ぱん的な慰なぐさめを口にしてみる。

「うん。たいてい最初はそう言うんだよね。けどさ、一回が長いと、二回目とか超ちよう嫌がられる」

　──あの勢いで二回されたら、確かに俺、死ねるな……。

　そうは思ったが、まさか口にするわけにもいかない。

「そこはなんていうか、お手て柔やわらかにお願いします、的な？」

　あいまいな返事に留とどめた。

「気をつけるっていうか、うん……」

　尚紀にしてもどう返事をしていいかわからないのだろう。そんなことを言って、再び和馬の唇を塞ふさぐ。

　それはさっきまでの遊ぶようなものではなくて、目め一いつ杯ぱい本気の口づけで、これ以上無む駄だ話はしない、という意思表示であることは間ま違ちがいなかった。

　口づけの合間に手が下か肢しへと伸び、和馬自身を捕とらえる。

　この前よりも不慣れな様子で触れてきた手は、和馬が抗あらがわないのを感じ取ると和馬自身をゆっくりと扱しごき始めた。

　優やさしいけれど淫みだらな手の動きに和馬は追いあげられて、先せん端たんから蜜みつを零こぼす。その蜜を塗ぬり広げるようにしながらさらに愛あい撫ぶは濃こくなった。

「ふ……っ…あ、あ」

「気持ちいい？」

　口づけの合間に声を漏らすと、確かく認にんするように聞いてくる。

　それが恥ずかしくて和馬は尚紀の首に顔をうずめるようにしてしがみついた。

「可愛いなぁ、もう」

　嬉うれしそうな声とともに追いあげる手の動きが早くなる。

「ああっ、あ、あ……」

「イきそう？　だったらイって」

　雅樹に言い聞かせる時のような穏おだやかな口調なのに、それとは違う淫いん蕩とうな響ひびきに和馬の体が震ふるえる。

　それと同時に先端を強く擦こすられて、和馬は蜜を噴ふいた。

「あ……っ！　あ、あ」

　達している間も手は動き続けて、和馬を煽あおり、声が止められなくなる。

「可愛い声」

　そんな風に言われて、恥はずかしさが倍増しになったのは、かつて自分が他ほかの誰だれかに言ったことのあるセリフだからだ。

　──先輩相手じゃなきゃ、こっち側になんか絶対回んない……！

　尚紀だからこそ、恥ずかしい姿も見せられるし、どうされてもいいと思えるのだと本当に思う。

「和馬、この後、後ろ慣らせばいいんだっけ？」

　記き憶おくをたどるような口調に、和馬はただ頷うなずく。

　入りこんで来た指はゆっくりと和馬の中を蠢うごめいて、少しずつ慣らしていくが、和馬はいつ尚紀の指がこの前のように弱い場所を暴あばきたててくるか、内心で物もの凄すごく警けい戒かいしていた。

　やがて指が二本に増えたが、それでも動きは労いたわるようなもので、安あん堵どしたその時、

「この辺だった気がするんだけどなぁ」

　小さな呟つぶやきとともに、あの場所の近くを尚紀は指先で辿たどり始めた。

「先せん輩ぱい……っ」

「和馬の気持ちいい場所ってこの辺りじゃなかったっけ？」

　焦あせる和馬の声になど気付かなかったように、尚紀の指先はその場所を探して蠢く。

「や…、待って、先輩、待っ……あっ、あ」

「あ、みっけた。ここだ」

　宝物を見つけた子供のような口調で、尚紀は探しだした和馬の弱い部分を指先でなぞり始める。

「やだ……先輩、そこ…だめ、ちょっと、や……っ、や」

「噓うそつき、気持ちいいくせに。……覚えてるんだよね、ここ、触さわったら和馬が凄すごい悦よろこんでたの」

「悦ぶ、とか……っ…あ、だめ、それやだ！」

　二本の指で強く擦られて、和馬の腰こしが跳はねる。

「気持ちよさそう…前もまた勃たってきてるし……」

　いちいち指し摘てきされるのが恥ずかしくて、和馬は眉まゆ根ねを寄せ、尚紀を睨みつける。

　だが、尚紀は嬉しそうに笑え顔がおを見せながら、指をつかって和馬を追いたてた。

「だめ…だって……先輩っ、ホントにそこ……っ」

　尚紀の指が動くたび、体を走る悦えつ楽らくに和馬は身をくねらせる。

　その艶なまめかしい様子に尚紀は息を吞のんだ。

「やっばい……俺が先に限界きそう…」

　苦く笑しよう交じりに呟いた後、尚紀は和馬の耳元に唇くちびるを寄せて囁ささやいた。

「ゆっくりするから、もう入れていい？」

　そう言われて、和馬は少し考えた。

　このまま指で「慣らす」という名目で延々弱い場所を弄もてあそばれた上で貫つらぬかれれば、体力的にきついだろう。

　かといって指二本がやっとはいるという状態では、尚紀の若じやつ干かん規格外なそれを受け入れるには厳しいかもしれない。

　──どっちにしたって難があるなら……。

「……ちゃんと、ゴム、つけて下さいね」

　選んだのは後者だった。

　和馬の返事に、尚紀は「うん」といい子な返事をして、和馬の中からゆっくりと指を引き抜いた。

　そしてこの前のようにベッドサイドの小机に手を伸のばし、中からコンドームの箱を取り出し──マズイ、という顔をした。

「……空っぽだ…」

　箱を逆さにして、中味が入っていないのを和馬にも見せるようにした後、

「つけなきゃ、だめ？」

　下手に出た口調で聞いて来る。

　それに和馬はにっこり笑った。

「絶対つけなきゃダメです」

　ちゃんと準備をした上であれば、許容範はん囲いとしてつけずにしても、という場合はあるが、今日はそうじゃないのだから、絶対につけなくてはいろいろ問題があるのだ。だが、

「だってもう、臨戦態勢なのに！」

　尚紀は恨うらみがましい目を向けてそう訴うつたえる。それに、和馬は笑みを湛たたえながら言った。

「スマタならいいですよ？」

「……それで我が慢まんしろって？」

「なら、ここで終しゆう了りようでもいいですけど」

「……スマタで我慢します……」

　うなだれつつも、結局はそちらを選んだ尚紀の様子が可愛かわいくて、つい笑ってしまう。

「……そういう意地悪するなら、俺にだって考えあるから」

　尚紀はそういうと、和馬の体を不意にうつぶせに返した。

「何…？」

　反転した視界に和馬が戸と惑まどっているうちに腰を抱かかえ上げられる。

　そして和馬の足がぴっちりと閉じるように、尚紀は己おのれの両足で和馬の足を挟はさみこむと──腿ももの間に尚紀自身を割りこませた。

「俺が満足するまで、和馬がどんだけグズグズになっても放さないし」

　そういうと、前に回した手で和馬と己の自身を重ねて手に収める。

　そしてゆっくりと腰を使い始めた。

「あ……っ、あ」

　互たがいの自身が触ふれ合う感かん触しよくは独特で、和馬の唇から声が漏もれる。

　それに、後ろを慣らす時に前ぜん立りつ腺せんをいたぶられてすでに反応していた和馬自身は、あっという間に追いあげられた。

「や…ぅ……っ…あ、あ」

「腰、動いてる。やーらし……」

　背中から覆おおいかぶさるようにした尚紀が耳元で囁くのに、和馬はギュッと目を閉じる。

「……仕方、ないでしょう……。気持ちいいんだから…」

「思いがけず素す直なお……。いい子だから、イかせたげるね」

　尚紀はそういうと、和馬自身の先端を親指の腹で擦りながら、腰の動きを早くする。

　蜜穴と裏筋の両方を容よう赦しやなく擦りたてられて、腰奥から一気に悦楽の波が湧わき起こり、溢あふれた。

「ああっ、あ……出…る、あっ…あ！」

　濡ぬれ切った声を上げ、和馬は二度目の蜜みつを噴きあげる。その蜜で手をしとどに濡らしながらも尚紀の動きは止まろうとしなかった。

「や……先輩、待って…イってる…から……」

　絶頂のさなかでさえ与あたえ続けられる愛あい撫ぶは和馬を苛さいなむほどの愉ゆ悦えつで──この前の夜と、それは何も変わらなかった。

「うん、和馬のコレ、ビクビクして気持ちい……」　>>>♥

　楽しげな声で尚紀は思う様腰を揺ゆらしてくる。

「だめ…だって……あっ、あ、あ……！」

　絶頂の波が去らないのに、また新たな波が和馬を襲おそう。

「ホント…待って……」

「だーめ、俺が満足するまで放さないって言ったじゃん」

　言って、尚紀は和馬の首筋に甘く歯を立てる。

　そんな刺し激げきでさえ、今の和馬には甘い毒になって全身に広がった。

　和馬自身はさっき達してからずっと震ふるえたままで、トロトロと白はく濁だく混じりの蜜を零こぼし続けている。

　緩ゆるやかな絶頂が延々と続いているのだ。

　もう、体のどこにも力が入らなくて、尚紀が支えていなければベッドの上に崩くずれ落ちているだろう。

「も…先輩……イって…」

　感じすぎてつらくて、喘あえぎの合間に哀あい願がんしたが、

「んー、まだもうちょっと無理かなー」

　帰ってきたのは残ざん酷こくな事実だった。

「限界…きそうって……言ったくせに…」

　さっき、だから挿そう入にゆうさせてほしいと言ったはずだ。なのに、まだ無理なんてと思うのは当然の疑問だ。

「限界かもって思ってからが、長いらしいんだよね」

　のんびりとした口調で告げられたのは、絶望したくなるような返事で。

「だから、もうちょっと頑がん張ばって？」

　尚紀はそういうと和馬の腰こしを抱え直して、ことさら強く腰を使ってきた。

「やっ…あ、ああっ、だめ、それだめ」

　和馬の下腹に己の自身と和馬の自身をぴったりと付けるようにして握にぎりこみ、密着度をさらに高めて擦こすりたてる。

　強い刺激に和馬は何度も体を震わせ、絶頂を味わう。

　そのたびに自身が震えて先せん端たんの蜜口がパクパクと息をするように蠢うごめいているのが分かったが、放つべき蜜が残っているのかどうかは分からなかった。

「もう…やだ……先せん輩ぱい…お願い……」

「うん、そろそろイけそ……」

　尚紀はスパートとばかりに激しく腰を使い、痛みを覚えるほど、一度強く手の輪を窄すぼめて重ね合わせた自身を扱しごき立て、溜ためこんだ蜜を放った。

　それは和馬の胸むな元もとや首元にまで飛んで、その淫みだらな熱の感触に和馬は何度目か分からない絶頂を迎むかえる。

「あ……ぁ…あ……」

　あえかな声を漏らし、余よ韻いんに震える和馬の声を聞きながら、尚紀はゆるゆるとした抽ちゆう挿そうを続けて、すべてを吐はききる。

　──ホント…長い……。

　前はアルコールのせいもあるかも、と思ったがそうじゃなくても充じゆう分ぶん長い。

　──でもやっと終わ……っ

　心の声が終わる寸前、和馬はまた尚紀が動きだしたのに気付いた。

「先輩…何、して……」

「何って、二回目？」

　あっさり返され、和馬は慌あわてる。

「二回目って…先輩……」

「俺が満足するまで放さないっていったじゃん。大だい丈じよう夫ぶ、もう一回で多分満足できるし」

　体調万ばん全ぜんじゃないしね、と付け足した尚紀に、体調が万全なら一体どうなるんだと若じやつ干かん絶望を感じたが、動けるだけの余力のない和馬は結局尚紀に付き合わされて、スマタだけでおなかいっぱい、という初めての経験をしたのだった。
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　日曜日の午後、すっきりとまではいかないまでも熱が下がり、出歩ける程度にまで回復した尚紀は菅原家に雅樹を迎えに来た。

　和馬の試合を見に来たことのある両親や悠馬は尚紀を見ても「相変わらず大きいな」くらいだったが、会ったことがあるもののその時のことをほとんど覚えていない晴馬や、初対面の香奈と亮一はかなり驚おどろいていた。

　中でも亮一は、尚紀による怖こわいほどの高さの「高い高い」に興奮して、何度もせがんだくらいだ。

「もう、あの高い高いを覚えたら、俺らの高い高いじゃ満足しねぇだろうな」

　悠馬が苦く笑しようするのに、

「もうちょっと小さかったら、泣きわめいてトラウマになる高さだけどさ」

　和馬も笑いながら返す。

　尚紀は少し挨あい拶さつだけをして雅樹を連れて帰る予定だったのだが、亮一が雅樹と尚紀を放そうとしなかった。

　それ以外にも、尚紀は尚紀で、雅樹の育て方のことでいろいろと経験者に聞きたかったらしく、和馬の母や香奈に雅樹の発育状態などについて細かく聞いたりしていた。

　そういうことは保育士に聞くのがいいのだろうが、雅樹が反はん抗こう期に入ってからは小言を言われることが増えたせいで、聞きづらいらしい。

　まあ、それは和馬も同じなのだが、

「ていうか、先輩は自分の身の回りのことをちゃんとして下さい。雅樹くんまで先輩みたいに片付けが苦手な子になったら大変ですよ？」

　それが本音だったりする。

「あら、雅樹くんは今のところ大だい丈じよう夫ぶみたいよ。遊んだ後のお片付け、ちゃんとできるから」

　和馬の言葉に、フォローするように香奈が言うのに、

「てことは、先輩、雅樹くん以下ってことになるんですけど」

　容よう赦しやなく和馬は続ける。

　それに対して尚紀は「ドＳだなぁ、和馬は」と言って笑う。

　その吞のん気きさが妙みように場を和なごませて、とめどなく話は続いた。

　おかげですっかり時間が経たち、どうせだから一いつ緒しよに夕食を、という流れになった。

　夕食はにぎやかで楽しいものだった。

　特にこの数日で雅樹と本当の兄弟のようになった亮一は、何くれとなく雅樹の世話を焼きたがり、自分だってまだ箸はしを使えないのに、一いつ生しよう懸けん命めい食べ物を摑つかんでは雅樹に、はい、と渡わたしている。

　それを雅樹も喜んで食べて、その様子に大人たちは癒いやされた。

「こういうとこみてると、二人目が早く欲しくなっちゃうわねぇ」

　しみじみと香奈が言う。

「あら、いいんじゃない？　亮ちゃん、今でも充分お兄ちゃんらしいし、二人目が生まれる頃にはもっとしっかりしてるでしょうから、きっと可愛がるわよ」

　母親が賛同する。それを聞いていた悠馬が、視線を和馬に向けた。

「和馬、おまえさ、子育てもできるんだから、さっさと結けつ婚こんして家、出ろよ。そしたら俺達帰って来て二人目作るから」

「なんでそこで俺に責任がのしかかってくるのか分かんないんだけど」

　和馬が眉まゆ根ねを寄せると、

「アパートの家賃、地味にいい値段するんだよ。寿ことぶき引ひっ越こし目指そうぜ？」

　悠馬は笑って言う。

「あら、責任重大ね、和馬」

　悠ゆう長ちように母親が言う。

「スッゴイとばっちりなんだけど」

　と香奈を見ると、香奈は、

「亮一も、雅樹くんみたいに可愛かわいい弟か妹ほしいよねー？」

　と、亮一に話を振ふる。もちろん、それに亮一は、元気よく、うん、と頷うなずいた。

「そしたらね、ボクと、まさきくんと、あかちゃんとでいっしょにあそぶ！」

　ねー、と同意を得るように雅樹を見る。

　雅樹は分かっているのかいないのか、ねー、と同じように返し、その愛らしさに、また大人たちは骨ほね抜ぬきにされるのだった。







「先輩、雅樹くん寝ねましたよ」

　雅樹を寝かしつけた和馬は、リビングにいる尚紀の許もとに戻もどってきた。

　尚紀のマンションに戻って来たのは三十分ほど前だ。

「ありがとう。ごめん、和馬にまた来てもらって」

「いえ、あれだけ泣かれるとね」

　夕食後、尚紀と雅樹は帰ることになったのだが、その際に雅樹と亮一が酷ひどくごねた。

　特に雅樹のギャン泣きは酷く、雅樹の荷物もあったので、尚紀一人で荷物を持ち、雅樹を宥なだめながら帰るのは無理だろう、と和馬がついてくることになったのだ。

　そして、マンションに帰りつき、添そい寝をして寝かしつけたところだ。

「でも、よかったです。雅樹くんのイヤイヤ攻こう撃げきがちょっと治まって」

　和馬は言いながら、尚紀のはす向かいのソファーに腰を下ろした。

「和馬の家の人のおかげだなぁ……」

　しみじみと言う尚紀に、

「亮一のおかげって気もしますけどね」

　と和馬は笑う。

　実際今回のＭＶＰは亮一だろう。

　雅樹は何度かイヤイヤ病を出したらしいのだが、そのたびに亮一がよく分からない理論で説き伏ふせたり宥めすかしたりして、言うことを聞かせていたらしい。

「まあ、その亮一も、雅樹くんのおかげで甘えたなところがちょっとましになったっていうか、お兄ちゃんになったので、お互たがいさまでしょうね」

　和馬の言葉に、尚紀は小さく息を吐はいた。

「ただ俺さぁ、和馬の家の人と会って、なんか申し訳ない気持ちになったんだよね」

　それに和馬は首を傾かしげる。

「雅樹くんのことで、ですか？　それなら気にすることないですよ。雅樹くん、わりとみんなの癒し系抱だきぐるみにされてましたから」

　抱っこ一回百円くらいで商売をすれば、結構な値段になったんじゃないかと思うくらいだ。

　だが、尚紀は頭を横に振った。

「そうじゃなくて……なんていうか、和馬の将来を奪うばっちゃったんじゃないかなあって」

「はあ…」

　意味がよく分からなくて、和馬は気の抜ぬけた相あい槌づちを打つ。それに尚紀は続けた。

「新しい家庭を作る、とか俺とだと無理だし。俺はもう、親もいないし、結婚しなくても悲しむ相手はいないけど、和馬はそうじゃないし。今日だって、結婚しろって言われてたし」

　何を言いだすのかと思えば、そんなことで、和馬は少し呆あきれた。

「それ、めちゃくちゃ今さらですよね」

「いまさらって」

「俺、男でも女でも、どっちでも大丈夫ですけど、今までの比率から考えたら、男を好きになる率の方が高いです。だから、先せん輩ぱいと別れたとしても、その後男と添い遂とげるってことになるかもしれないし、仮に普ふ通つうに結婚したとしても子供を授さずからない夫ふう婦ふだっているわけだし、それで幸せだって人たちもおおくいるから、結局は本人たちが幸せならそれでいいんじゃないですか？」

　和馬はあっさりと返す。

「和馬」

「確かに、悩なやんだこともありましたよ。自分の性せい癖へきっていうか、そういうのに気付いてしばらくは。けど、今はもう迷いとかはないですから」

　そう言いきった和馬に、

「やっぱり、和馬のこと好きになってよかった」

　尚紀はそう言って、顔を近づけて来た。だが、唇くちびるが重なる前に、和馬は尚紀の唇を手で押さえて阻そ止しをする。

「ダメです。続きはちゃんとあのお嬢じようさんにはっきり断ってからです」

　意地悪な笑えみを浮うかべて言った和馬に、尚紀はうなだれた。

「……悩んでんの知ってて…」

「フェードアウトできない相手だと思いますよ。フェードアウトする前に外そと堀ぼり埋うめられて動けなくなったらどうするんですか？」

　そういうタイプですよ、彼女は、と付け足した和馬に、

「もう、会社クビになんの覚かく悟ごで、オブラートにつつまないで直球で断ろうかなぁ……」

　できもしないのに、尚紀はそんなことを言いだす。

「先輩が本気でスパイク打つなら、いつでもボール上げますよ」

　和馬は言って、尚紀の頰ほおに口づけた。

　それに、我が慢まんしてんのに！　と怒おこる尚紀に、和馬はただただ笑った。
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「雅樹くん、今日は絵本読む？　お歌にする？」

　いつもの寝かしつける準備に入ると、雅樹はいそいそと自分で絵本を選んで持ってきた。

　あれから一カ月近くが経たった。

　このところ、雅樹のイヤイヤ攻撃はかなり減って来ていて、保育園でも問題行動はたまに出る程度になったらしい。

　反はん抗こう期を少しずつ脱だつしてきている、というのも理由だろうが、お兄ちゃん気質を出し始めた亮一が雅樹に会いたがるので、土日はずっと和馬の家に連れて行っている。

　和馬も和馬なりに頑がん張ばってはいるが、母親目線ならではの細かいケアを、和馬の母と香奈がしてくれているおかげもあるだろう。

　寝ね入いった雅樹を布ふ団とんに寝かしつけ、和馬は持ち帰った仕事を始める。

　プロジェクトは途と中ちゆうで計画変へん更こうが必要になってしまったため、その予算のことで七瀬にチクチクと言われたりもしたが順調で、間もなく終しゆう了りようだ。

　尚紀に迷めい惑わくをかけてしまったが、あれ以外にミスはなく、原沢も少しではあるがしっかりとしてくれた気がする。

「……んー、こんなもんかな」

　会議で必要になる資料の作成を終え、時計を見るともうすぐ十時になろうとしていた。

　尚紀からは昼間に「今日は帰るのが少し遅おそくなる、食事も済ませる」とメールが入っていた。

　大きな仕事を任されたらしく、最近、尚紀の残業時間が少し増えた。

　食事も時々、会社で済ませることもあるのだが、それでも遅くとも十一時前には帰ってくる。

「花の金曜日、なんて言うけど、無む縁えんだよなぁ」

　カレンダーの今日の日付を見て和馬は呟つぶやく。

　もっとも、和馬にしてみれば尚紀がいてくれればそれだけでいいので、遊びに行きたいともまったく思わない。

　尚紀もそうならいいな、とは思うが、仕事が忙いそがしくてその気にもなれないだろう。

　その尚紀が帰ってきたのは、それから十分ほどしてからのことだ。

「ただいまー」

　いつもと同じ調子の声に、玄げん関かんへ出で迎むかえに行くと、尚紀はケーキの箱を手にしていた。

　大きさからして三つか四つ入っているようだ。

「おかえりなさい。……どうしたんですか、それ」

「おみやげっていうか、お祝い的な感じ」

　尚紀は言いながら和馬へとケーキの箱を差し出してくる。

「お祝い、ですか？」

　さて、何の祝いだっただろうかと悩む。

　三人の誕生日ではないし、他ほかにアニバーサリー的なものを思いつかなかった。

「えーっとね、無事に佑香ちゃんに円満的にお断りできました、のお祝い」

「え……そうなんですか？　っていうか、それで今日遅かったんですか？」

　残業ではなく、会っていて遅くなったらしい。

　食事ももしかしたら、佑香と済ませたのかもしれない、と思うと、断ってきたと言われても少し複雑だった。

「夕方に、仕事中なか抜ぬけしたんだ。あんまり遅くに女の子を呼びだすわけにいかないでしょ？　一時間くらい喋しやべって、雅樹が大きくなるまでは自分のことは考えられないからっていう路線で断った。さすがに俺が四十になるまでは待てないみたいで、分かりましたって引いてくれたよ。で、その後また会社に戻もどって仕事してた」

「あ……そうなんですか…」

「それで、会社出た時に、ケーキ買って帰ろうって思って」

「雅樹くんが喜びますね、ケーキ。今日はもう寝ねちゃったから、明日あした食べましょうか」

　雅樹がそう言ってケーキ箱を冷蔵庫へしまいに先に中に戻ろうとすると、すぐに追って来た尚紀に後ろから覆おおいかぶさるようにして抱きしめられた。

「ちゃんと断ってきたから、お預けされてたエッチさせて？」

　単刀直入に言われ、和馬はケーキ箱を落としそうになるくらい驚おどろいた。

「え…と、それは」

「断ったらいいって言ってたじゃん。明日土曜日だし、会社休みだし」

「雅樹くん連れて、家に行かなきゃなんないですよ？」

「和馬が動けなくなるくらいはしないって……そこは、我慢するから」

　ダメ？　とダメ押しのように付け足されて、ダメだと言えるわけがなかった。







　これ以上ないくらい体の奥まで入りこんで、ようやく尚紀が動きを止める。

「やっと全部入った……。和馬、大だい丈じよう夫ぶ？」

　その言葉に、和馬は閉じていた目を薄うすく開いた。

「…大丈夫、ですよ……もう、疲ひ労ろう困こん憊ぱい気味ですけど」

　和馬の体にできる限り負担をかけまいとしてのことだと信じたいが、過ぎるほど丁てい寧ねいに施ほどこされた前ぜん戯ぎによって、和馬はすでに二度達していた。

　用よう意い周しゆう到とうに、潤じゆん滑かつローションまで尚紀は買っていて、それでドロドロに濡ぬれた中へと尚紀を受け入れただけだというのに、和馬の体はすでにグダグダだった。

「なんか……この感かん触しよく、覚えてる…」

　最奥で留とどまったままの尚紀が、どこか嬉うれしそうに聞こえる声で呟く。

「…なん、ですか？」

「前に、した時のこと……ところどころしか覚えてないけど、和馬の中の感じ、こうだったなって思いだした。熱くて柔やわらかくて、けど吸いつくみたいにして…」

　その続きを聞きたくなくて、和馬は手で尚紀の唇を塞ふさぐ。

「もういいです…」

「じゃ、動いていい？」

　いいですよ、なんて言葉にはできなくて、ただ頷うなずいた。その和馬の目じりに尚紀は小さく口づけて、ゆっくりと抽ちゆう挿そうを始める。

　随ずい分ぶんと気き遣づかってくれているのだとは思うが、平均サイズをはるかにしのぐ尚紀自身は、受け入れているだけでもいっぱいいっぱいで、少し動かれただけでも物もの凄すごい摩ま擦さつ感がある。

　たっぷりと塗ぬりこまれたローションのおかげで痛みはないのだが、とにかく刺し激げきが凄い。

「あ…あっ、あ」

「中、ホント凄い……気持ちよくて…最速でイきそう」

　感じたままを言葉にしているだけなのだろうが、恥はずかしくて仕方がない。

　だが、実際に和馬も自分の体の中が変化しているのを感じていた。

　尚紀に擦こすられる場所から生まれる悦えつ楽らくをもっと貪むさぼろうとして、内ない壁へきがうねるように蠕ぜん動どうしている。

　抜ぬけ出て行こうとするのを引きとめるように窄すぼまって絡からみつき、窄まったそこをまた奥まで貫つらぬかれて、深い愉ゆ悦えつが襲おそってくる。

「あ……っ！　あ、ああっ」

　触ふれられていない和馬自身が後ろからの刺激だけでまた立ち上がり、白はく濁だくの混ざった蜜みつを零こぼし始める。

　──二回も、イってるのに……。

　そうは思っても、際限なくのぼりつめさせられた経験がすでに体に染しみついて、まるで期待するように反応しているのが分かる。

「和馬、可愛かわいい……」

　己おのれの体の下で腰こしをくねらせ、甘い声を上げる和馬の姿を目を細めて見下ろしながら、尚紀は浅い場所まで自身を引き抜いて、前ぜん立りつ腺せんを狙ねらい澄すましたように突つき上げた。

「ひ…ぁっ、あ、あっ！」

　強すぎる刺激に和馬自身が暴発するようにして弾はじける。

　それに合わせて窄まった中をかき分けるようにして尚紀は最奥まで一気に蹂じゆう躙りんした。

「やぅ……ぁ、あっ」

　甘い波が引きも切らず押し寄せて、達した状態のままから和馬は抜けだせなくなる。

　その様子を見ながら、尚紀は和馬の中を攪かく拌はんするようにして腰を揺ゆらした。

「イったまんまみたいだね。すっごい中ビクビクして気持ちいい」

「い……なら、早く、イって…」

　喘あえぎの合間に告げる和馬に、尚紀は笑う。

「もったいないからやだ」

　駄だ々だっ子みたいなことを言う尚紀の腕うでに、和馬は爪つめを立てた。

「じゃあ、善処するから……キツくしていい？」

　それはそれで怖こわいのだが、中に受け入れた状態が長く続く方がつらそうで、和馬は頷いた。

「そんじゃ、遠えん慮りよなく」

　尚紀はそう言うと、和馬の腰を片手でしっかりと押さえつけ、もう片方の手で和馬自身の根元をせき止めた。

「何…して……」

「和馬、イク瞬しゆん間かん、めちゃくちゃキツいから、あれが続いたら早めにイけそう」

　そんなことを言って、尚紀は浅く引いた時には前立腺を抉えぐるようにして突き上げ、最奥では捏こねまわすような動きで和馬を煽あおりたてる。

　それは絶頂の波に翻ほん弄ろうされている和馬には酷こくでしかない動きで──さらには新たな熱がまた和馬の中へと植え付けられるのだ。

　だが、その果ては尚紀が自身の根元をせき止めているから訪おとずれない。

「うわホント凄い……」

　感かん嘆たんしたような尚紀の声が耳に届いてはいたが、和馬はそれどころではなかった。

　去らない絶頂の波と、新たに迎むかえようとする状態のままが延々と続く熱の奔ほん流りゆうの間で、もう自分の体がどうなっているのかさえ分からなかった。

「ああっ、あ、あ……あ」

「俺が動くたびにイってる？　可愛い…ヤバイ、ホント最速でイく……」

　苦く笑しよう交じりの言葉の後、重く早いストロークで体を何度も蹂躙され、そのたびに体中が淫みだらに痙けい攣れんして──体の一番奥で尚紀が震ふるえたのが分かった。

　幾いく度どにもわけて吐と精せいしているのだろう、その動きを肉にく襞ひだで感じ取っただけでまた和馬は達して、そして脱だつ力りよくした。

　その和馬の様子を満足そうに見つめて、

「ナマでしたら、もうちょっと早く終われると思うよ？」

　だから今度、ナマでさせて？　とねだるような口調で尚紀は言ったが、それに返事をする余よ裕ゆうは、どこを探してもなかった。







「先せん輩ぱい、この不ふ埒らちな手をどけてくれませんか？」

　事後、体を離はなした後も名な残ごり惜おしげに和馬に触れていた尚紀の手が、下の方に伸のびたのを感じ、和馬はパチン、とはたく。

「触さわり心ごこ地ちいいからつい」

「つい、で追加欲よく情じようされても対応できませんからね、俺。トイレなり風呂ふろなりで済ませて下さい」

　一度が長いのだから、本当に冗じよう談だんじゃない、と思う。

　そんな色気が皆かい無むの和馬の言葉に尚紀は苦笑する。

「さっきまであんなに色っぽかったのに」

「俺、ＴＰＯは大事にするタイプなんで」

　しゃあしゃあと返す。

　それに尚紀は少しの間笑った後、

「和馬、ここへ引っ越こしといでよ」

　何の脈みやく絡らくもなく、そう切り出した。

「え？　急になんでですか？」

　当然の疑問だと思う。だが尚紀は、

「その方が、和馬、会社に近くなるし、和馬のお兄さんも戻もどって来られるでしょ？　俺たちも一いつ緒しよに暮らせるし、いいことずくめだと思うんだけど」

　何か問題がある？　とでもいうような様子で聞かれ、和馬は困った。

「確かに、メリットばっかりな気はしますけど……」

「じゃあ決まり」

「でも、家族にどうやってそれを切りだせばいいのかちょっと分かんないです。何しろ、急だから」

　家族には、自分が男女どちらでもいけるタイプだということは話していない。

　結けつ婚こんをせっつかれ始めたら告白すればいいや、程度に考えていたのだ。

　うーん、と考え込む和馬に、

「大だい丈じよう夫ぶ、俺、殴なぐられる覚かく悟ごで挨あい拶さつに行くから」

　尚紀は笑え顔がおでそう言った。そして、ベッドの横の小机の引き出しを開けると何やら取り出した。

　大きな手のひらの上に載のっていたのは、ビロード張りの小さな箱だ。

「え…、まさか」

「そのまさか」

　笑いながら尚紀は箱を開ける。

　そこにはシンプルな指輪が入っていた。

　尚紀は片手で指輪を取りだし、箱を置くと、もう片方の手で和馬の左手を取った。

「薬指でいいよね？」

　聞いた尚紀に、和馬は照れながら頷いた。

　いつの間にサイズを測ったのか、それとも偶ぐう然ぜんか、指輪は和馬の薬指に丁度だった。

「やめる時も健すこやかなる時も、和馬のそばにいることを誓ちかいます」

　誓いの言葉を口にした尚紀の唇くちびるが、ゆっくりと近づいてくる。

　その口づけを、和馬は幸せな気持ちで受けとめた。

　不埒に伸びてくる手を押さえこみながら。





おわり　　









　あとがき







　こんにちは。今回の攻せめ様の部屋の魔ま窟くつ加減のモデルが自分の部屋だなんて決して思いたくない松幸かほです。でも、めっちゃ書きやすかったのは、容易に想像できるからだという現実がここに……（笑）。

　と、今回も順調に自じ虐ぎやく的な入りから始まりましたが、いや、本当に片付けはねー。ときめきを基準にしたら、ときめく物多すぎてあんまり変わらず……。ときめく物を持ちすぎです。ある意味ときめきだらけの素す敵てきな人生かもとは思うのですが、うーん、人生ってうまくいかない。




　そんなわけで、今回の攻め様、片付けられない人です。受けは、前作にも出てきた菅原和馬です。

　前作では玉ぎよく砕さいしたものの攻めキャラとして出てきたというのに……華か麗れいに受けに転身。人生って何が起こるか分かんないものですね（ヒトゴト過ぎる発言）。

　しかも何気に物もの凄すごくハイスペックで……こんな嫁よめが欲しい、切実に。

　そういうわけで、前作とのリンク作というかスピンオフということで、イラストは引き続き高星麻子先生が描えがいて下さいました。

　もう、尚紀が格好良すぎて!!　こんなにきりっとした男前なのに、片付けられなくてゆるゆるな中味の残念な人なのかとその落差に萌もえました。和馬は美人度が上がってるし、雅樹の可愛かわいさが……半はん端ぱないです。ああ、ちみっこ万ばん歳ざい。

　可愛いといえば、今回損な役回りになってしまった佑香ちゃん。描いて下さった佑香ちゃんが可愛すぎて、もっといい子にしてあげればよかった！　と思いました。

　高星先生、本当にありがとうございました～！




　さて、つい最近三日ほどお休みを取ることができまして、片付けに手を出すと三日くらいでは何も変わらないので（どんだけ酷ひどい部屋なんだ）、溜ためた布を消費すべく小物作りをしました。

　手帳カバーと湯たんぽカバー、それから座ざ布ぶ団とんカバー……。うーん、小物ばかりで消費量がたかが知れてる。次のお休みにはお布団カバーを作りたいと思います。そうすれば一度に大量消費できるはず！　まあそれでも焼け石に水な消費量ですが……と書くと、どれだけの布を在庫ならぬ罪庫にしているか分かっていただけるかと思います。

　そんな人としてどうよ、と思うような日々を過ごしておりますが、これからもがんばりますので、どうぞよろしくお願いします。




　二○一四年　　　旧正月を目前に部屋の片付けを焦あせる一月下げ旬じゆん


松幸　かほ　　
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